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     （午前 ９時３０分 開議） 

○議長（実友 勉君） 皆様、おはようございます。 

  これから、本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付しておりますとおりであります。 

  それでは、日程に入ります。 

     日程第１ 一般質問 

○議長（実友 勉君） 日程第１、一般質問を行います。 

  通告に基づき順番に発言を許可します。 

  まず、大畑利明議員の一般質問を行います。 

  12番、大畑利明議員。 

○１２番（大畑利明君） 皆さん、おはようございます。よろしくお願いいたします。

議長の許可をいただきましたので、12番、大畑でございます。一般質問を通告に基

づいてさせていただきたいと思います。 

  大きくは三つの視点から質問させていただきたいと思います。 

  一つは、公共交通の再編後の見直しをどのように進めるのかという点、二つ目に

は、まちづくりに貢献する公共交通のあり方ということについて、幾つか提案を申

し上げたいと思います。三つ目には、前々からお願いしております耳鼻咽喉科の診

療の確保についてという点でお願いしたいと思います。 

  まず、公共交通再編後の見直しについてでございますが、宍粟市は平成27年の４

月、ちょうど３年前でございますが、当時の現行のバス路線の維持と交通空白地域

を解消することを目的に、公共交通再編計画を策定して、独自の運行事業をスター

トさせました。あれから３年、今年度は、各路線の事業の評価を行って、需要が少

ない路線については、本年の９月までの利用実績をもとに大幅な見直しをすると伺

っております。そこで、路線の事業評価の考え方、あるいは今後の事業運営につい

て、どのようにお考えなのか、伺いたいと思います。 

  まず最初に、再編計画に基づいて行ってきた３年間の事業実績をもとに、全体的

にどのような評価をされているのか、お伺いをしたいと思います。 

  二つ目に、私は、当局がお示しになっている事業評価の指標、これは１便当たり

の利用者数が1.5人以上という基準をもとにして、その規準を下回る路線の見直し

案というものが示されておりますけども、しかし、その評価指標のみでは本当の評

価ができないのではないかというふうに考えております。交通空白地域の解消を目

的に設けられた小型バス路線の各路線の条件設定というのは、一つの指標のみでは
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推しはかれない、評価できないというふうに考えております。 

  そのために、三つの事業評価指標を追加してほしいというふうに考えております。

その一つは、各路線によっては沿線人口というのが大きく違いがあると思います。

ですから、沿線人口の密度に左右されない各路線の利用率というものを出していた

だきたいということです。 

  二つには、各路線ごとの一人当たりにどの程度公費を助成しているのか、こうい

うことも把握をしていただきたいというふうに思います。 

  三つ目に、路線ごとの収支率、これも公費の関係になりますが、どういう収支に

なっているのかということも把握をしていただきたいと。 

  これらの指標を追加していただいて、各路線ごとのアセスメントというのを行っ

て、見直しをするかどうかの判断を次に考えていただきたいと思いますが、いかが

でしょうか。 

  この１便当たりの利用者数の基準を下回るから路線を減便していくとか、あるい

は他の路線と統合するという見直しでは、さらに利便性が低下しまして、利用者数

が減少に繋がるという悪循環に陥るだけだというふうに思いまして、再び交通空白

地域を生み出すことになりかねないというふうに思います。 

  後期高齢者の割合が非常に高くなって、さらに今後増加していく状況がございま

す。安易な見直しは私は避けるべきだろうというふうに考えております。今は自動

車に乗れるけども、いずれバス利用者、私もその一人だと思いますが、そういう潜

在的な利用者が将来移動手段を失うことにならないように見直しを考えていただき

たいというふうに思います。 

  今後の需要やニーズをしっかりと調査していく必要があると思いますが、その考

えはありますか。お尋ねいたします。 

  その調査の上で、需要の見込めない地域については、やはりＮＰＯの運行する有

償旅客運送なども選択肢として考える必要があるのではないかというふうに思いま

す。 

  今、市当局がお考えになっている路線見直しの視点、その方向性について具体的

に伺いたいと思います。 

  二つ目には、まちづくりに貢献する公共交通の再構築という観点からの質問でご

ざいますが、公共交通は、道路や下水道などと同様に、市民の暮らしを支える社会

的な基盤、インフラであるというふうに思っております。 

  公共交通はあくまでも手段でございまして、導入の目的とか役割、そういうこと
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を明確に意識して構築していくべきだというふうに考えております。 

  将来に向けての新たな公共交通のあり方として、一つには、まちの賑わいづくり

に貢献していく、全ての人に優しい移動手段として行う。それから、子どもたちの

安全確保という視点、さらには環境負荷を軽減する。そういう役割など、いろんな

コンセプトがあるというふうに思います。 

  私は、公共交通のこの利用促進と、まちづくりの課題とを結びつけていく、連携

していく、そのことが重要ではないかというふうに考えています。 

  具体的に言って、利用を多く確保できる路線と、なかなか採算が合わない、採算

が合わないから切り捨てるということではいけないと思います。そういう路線を維

持するために、利用促進を図って、そこがほかの路線をカバーしていくというよう

な考え方が必要ではないかなというふうに思っております。 

  そこで、そういう宍粟市にとって今後最適な公共交通サービスを実現していくた

めに、公共交通とまちづくりの関係について、５点ほど質問させていただきたいと

いうふうに思います。 

  一つは、公共交通と商店街との連携、それによって市民とか観光客を商店街へ誘

導する仕組みづくりというものを考えるべきではないかと思います。そのためには

商店街での乗り降りをする地点を設置していかなければいけませんし、買い物と公

共交通を組み合わせた料金の仕組み、料金の工夫、こういうものも商店街との協力

関係が構築できれば考えられるんではないかというふうに思いますが、いかがでし

ょうか。 

  二つ目には、観光客を誘導する公共交通を、これも観光協会などと連携して計画

することも大切ではないでしょうか。特に、自動車を利用されない観光客が結構こ

の宍粟市に入って来られているというふうに聞いておりますので、そういう観光客

をターゲットにした移動手段の確保、これは検討すべきだというふうに思いますが、

いかがでしょうか。 

  三つ目に、高齢者や障がい者など、そういう方々に配慮した公共交通の質の向上

を図る必要があると思います。今もいろんな車両の導入がされておりますけども、

全ての人々が安全に快適に移動できるバリアフリー車両の導入、そういう環境整備

が必要ではないでしょうか。 

  四つ目には、通学路における子どもの安全確保の手段として公共交通の利用を促

すことはできないでしょうか。また、専用スクールバスの運行地域においては、そ

の専用スクールバスの空き時間帯、登下校時間帯以外になりますけども、そういう
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時間帯をうまく活用するようなことは検討できないでしょうか。 

  もう随分になりますが、いたいけない子どもの下校を狙った凶悪な犯罪というの

がありました。やはり子どもの安全というのは非常に重要になってきているという

ふうに考えますので、それを是非前向きに御検討いただきたいというふうに思いま

す。 

  五つ目には、このまちは鉄道がございませんし、バスに依存することが多いわけ

ですが、しかし、多くの方が自動車に過剰に依存したまちの姿があると思いますが、

そういうまちの改善を図って環境負荷の軽減に貢献する公共交通の利活用を検討す

べきではないでしょうか。 

  具体的には、市内の事業所などにノーマイカーデーというものを呼びかけて、公

共交通の利用促進と地球温暖化対策に繋げることも検討すべきではないかというふ

うに思いますが、いかがでしょうか。 

  ３点目、耳鼻咽喉科診療の確保について、市長にお伺いをいたします。 

  耳鼻咽喉診療の確保については市民の要望というのは依然として高いことは御承

知のとおりだというふうに思っております。 

  市内の開業医さんが休診されてから、多くの方が遠くの病院に通院されている御

苦労などは御存じだというふうに思います。 

  耳鼻咽喉科の病院あるいは医師の確保について、昨年の３月定例会においても質

問をさせていただきました。その際、市長は、「いろんなチャンネルの中であらゆ

る手段を講じながら、さらに強力に医師の招聘に努めていきたい」というふうに答

弁をいただきましたが、その後、どのような対応になっているのか、現在の取り組

み状況についてお伺いしたいと思います。 

  以上で、１回目の質問を終わります。 

○議長（実友 勉君） 大畑利明議員の一般質問に対し、順次答弁を求めます。 

  福元市長。 

○市長（福元晶三君） おはようございます。本日もよろしくお願い申し上げたいと、

このように思います。 

  ただいま大畑議員から大きく３点の御質問をいただいたところであります。私の

ほうからは、公共交通再編後の見直しについての、特に３年間どうだったんだと、

こういうところの総体的な考え方を御答弁申し上げたいと、このように思います。

あわせて他の少し具体的な部分もありますので、副市長のほうからその具体も含め

て答弁を後ほどさせたいと思います。また、同時に耳鼻咽喉科については、私のほ
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うから御答弁を申し上げたいと、このように思います。 

  公共交通再編後の見直しということでありましたが、先ほどいろいろお話があっ

たとおりでありまして、当初いろんな目的なり目標を持って進めたきたところであ

ります。特に、この間、宍粟市は御承知のとおり面積が広い、人口密度が低いと、

こういう状況の中で生活交通の確保・維持というのは非常に重要な課題と、こう捉

えておりまして、そういう観点でも、この間、３年間の評価をしなくてはならない

と、こう思っておるところであります。 

  そういった中で、この交通については、本年10月末をもって３年を経過しようと

しております。この再編については、可能な限り早く市民の移動手段を確保すべく

ということで、５カ月前倒しで運行を行ったものでありまして、11月３日から運行

したと、そういう状況であります。 

  平成28年度の状況を見ますと、平成27年の11月から平成28年の９月の間で11カ月

間だったところでありますが、当初計画での利用人数の年間目標は20万人と、こう

いう目標を立てて運行開始をしたところであります。先ほど申し上げた11カ月間の

中で21万 9,000人とこういう利用の状況でありました。平成29年度、平成28年の10

月から平成29年の９月の１年間においても 25万 9,000人の利用があったということ

で４万弱増えたと、こんな状況であります。再編前と比較して多くの市民の方に御

利用をしていただいておると、こういう状況がつぶさにあると、こういうことであ

ります。 

  また、昨年の７月には、平成29年度の地域公共交通優良団体として国土交通大臣

表彰を受賞したところでありまして、その受賞のポイントについては、お聞きしま

すと、公共交通空白地の解消、それから事業者による路線バスへの再編の実施、さ

らに定額料金制度の導入などが高く評価されたと、こういうふうにお伺いをしてお

ります。市民の皆さんのいろんな形の知恵と工夫と、さらに利用によってこういっ

たことになったと、このように考えております。 

  また、私自身もその後市民の皆様との懇談会であったり、あるいは各種出会いの

場で公共交通の利活用について、啓発等を常に行っておるところでありまして、同

時にいろいろな御意見をお伺いをしております。その中では、大変便利になった、

友達と市内各地へめぐれる、また高校生にとって大変助かったなどなど、そういう

御意見、しかし、反面、もう少し便数を増やしてほしい、さらにはこの時間帯では

なかなか使えない、もうちょっと時間帯を考えてほしいとなどなど、そういう御意

見もお伺いをしておるところであります。これらのことから、私は徐々に市民の足
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としての役割が増えてきつつあると、このように考えております。こういったこと

を含めますと、ある意味一定の評価もしておるところであります。 

  ちなみに、高校生市内３校の状況なんかも常に３校の校長先生等々からお聞きし

ますと、御承知のとおり従来なかなか千種高校に、波賀あるいは一宮北中校区から

も行けなかったのが、バスの開通によって子どもたちが千種高校へも通える、ある

いは南部のほうからも千種伊和高校へもバスを利用して通いやすくなったと、こう

いった声も聞いておるところであります。 

  ただ、多くの課題があることも承知しておりまして、今この３年間の総括をする

中で、自治会等々へも含めていろいろ御意見を伺うということにしておるところで

あります。今後さらに公共交通の役割を高めていく必要があるだろうと、このよう

に考えておりまして、まさに御案内にありましたインフラ整備という観点からも非

常に重要な役割を持っておると、こういうふうに考えております。 

  ２点目の耳鼻咽喉診療の確保と、こういうことであります。 

  議員から昨年の３月定例会においてどうなっとんだ、もっと早くやれよと、何と

かせえよと、こういう御意見、御提言をいただいたところでありまして、その後、

それまでもそうだったところでありますが、私自身もいろんなチャンネルを駆使し

ながらトップセールを行ってきたところであります。 

  先ほど御案内のありましたとおり、多くの市民の方々が姫路市やあるいはたつの

市等の遠方の医院へ通院されている事情もあり、特に耳鼻咽喉科診療は乳幼児の医

療需要が非常に多く、子育て支援、市民の安心安全な医療の確保という観点からも

非常に不可欠な状況であると、このように認識をしておるところであります。 

  先ほど申し上げたとおり、いろいろトップセールスを行った結果、過日、かねて

よりお願いをしておりましたが、現時点におきましてはお名前を公表することはで

きませんが、市外にいらっしゃる耳鼻咽喉科医師の方より宍粟市内で開業に向けて

前向に検討していきたいと、こういう考えもお聞かせいただいたところでありまし

て、私としては非常にありがたいと、このように考えておりまして、是非その医師

の方に宍粟へと、こう願っておりまして、今の段階としては最終段階に来ておると、

このように私としては捉えております。 

  ただ、開業をしていただくためには、さまざまな課題もあることから、市として

も早急に各種の条件を整え、是が非でも宍粟市内で開業をしていただきたいと、こ

んな思いであるところであります。 

  今後、開業に向けて市としての支援策等を整え、また、しかるべき時期に議会の



－133－ 

ほうへも協議をしていきたいと、こう考えておるところでありますが、できるだけ

早く宍粟市で開業していただきたい、そういう思いの中でさらに努力をしていきた

いと、こう思っておりますので、議員の皆様につきましても格別の御支援をいただ

きたいと、このように考えております。 

  また、あわせもって可能な限り早くそういったことのもう少し詳細がお伝えでき

るように、近々またその方ともお会いして詰めていきたいと、このように考えてお

りますので、現時点ではそういった状況でありますので、よろしくお願い申し上げ

たいと思います。 

  以上であります。 

○議長（実友 勉君） 中村副市長。 

○副市長（中村 司君） 失礼いたします。私のほうからは公共交通の見直しにおけ

る評価方法、今後の対策・見直しの視点、それとまちづくりに貢献する公共交通と

いう御質問にお答えをさせていただきます。 

  まず、評価方法につきましては、御提案いただいた評価方法もあるかもしれませ

ん。しかしながら、その沿線の人口、あるいはどこまでを見るのか、あるいは対象

者、そういう部分の計算がどうなるかというところでちょっと検討は必要かなと思

います。したがいまして、現在のところなんですけども、やはりいろいろな路線が

あり、いろんな系統がございまして、その部分の路線の実績としては、やはり一人

当たりの利用人数というのを評価方法ということで評価せざるを得ないんじゃない

かなと考えております。 

  続きまして今後の対策、見直しの視点ということなんですけども、大型バスの路

線につきましては、引き続き利用促進を図っていき、少しでも多く乗っていただき

たいということを考えております。なお、空きスペースを利用いたしまして貨物の

輸送といいますか、貨客混載という部分も運行事業者のほうからも御提案をいただ

いておりますので、やはり事業者においても生産性の向上について努力をされてい

るところでございます。 

  それと、小型バス路線につきましては、広報等で既にお知らせしておりますとお

りなんですけども、１便当たり1.5人という利用者、その分の路線がございます。

これにつきましては、やはり1.5人以上の利用をされている路線につきましては、

利用促進に取り組み、さらなる利用者の増加に繋げていくと。それと1.4人から概

ね0.8人の路線につきましては、見直し基準人数の達成に向けまして現在の便数を

維持をして利用促進を図っていきたいと考えております。そして、概ね0.7人以下
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の路線については、路線の統合、あるいは必要性等についても検討をせざるを得な

いかなと考えております。 

  しかしながら、廃止が前提ということではございませんので、どういう方法で続

けられるか、利用が促進できるかということも考えていく必要があると思います。

この部分につきましては、本年３月から４月におきまして、利用者の御意見も聞い

ております。この意見を含めまして各沿線の地域と話し合いをする中で、廃止を前

提とするのではなく、今後どうやって路線を守るか、あるいはどうやって地域の移

動手段を確保するのかということを協議をし、調整をしていきたいと考えておりま

す。 

  次に、まちづくりの貢献に関する公共交通についてでございます。 

  まず、１点目の商店街との連携による中心地商店街への誘導に貢献する公共交通

の充実策ですけども、現在の公共交通の乗り継ぎ場所は、概ね集会施設あるいは病

院、食料品店等や商店街の近くに設置をしております。このことから、商店街への

誘導にかかわる環境は一定の条件は整っているのではないかなと考えております。

今後、各商店街等の活性化に努めて、それができましたらバスの利用あるいは増便

にも繋がっていくようにできたらと考えております。 

  続きまして２点目の観光客を誘導につきましては、現在、運行事業者によりまし

て１デイフリーきっぷ、あるいは１デイパスなどの取り組みを行っていただいてお

ります。１デイフリーきっぷはこの山崎三宮線も利用できるということで西播磨一

日乗り放題という部分、それから１デイパスは宍粟市内を一日乗り放題を500円と

いうような、そういう取り組みを行っております。それと各観光施設での割引がで

きる、特典としてついていると、そういう取り組みを行っておりますので、このよ

うな取り組みの中で利用促進についても図っていきたいと考えております。 

  次に、高齢者や障がい者などに配慮した公共交通の質の向上ということなんです

けども、大型バスにつきましては、運行事業者の努力もいただいておりまして、低

床バスの導入を行っていただいております。今後、バスの更新にあわせて低床バス

の導入を要望していきたいと考えております。しかしながら、小型バスにつきまし

ては、乗車定員等の関係でそこまでの対応にはなっておりません。ただ、この４月

からはフリー降車の区間をかなり設けていただいた部分で若干便利にはなっている

のかなと考えております。 

  それと、運行事業者におきましては、やはり乗務員の接客・おもてなしというよ

うな資質向上の研修も行っていただいているところでございます。 
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  続きまして、通学路における子どもの安全確保の手段ということでの公共交通の

利用ということですけども、やはり子どもの安全確保というのは大切ではあります。

ですから、公共交通の利用を促すということにつきましては、積雪時等で徒歩ある

いは自転車通学がしにくい場合は、保護者の判断によりまして公共交通での通学を

推奨したいと考えております。 

  しかしながら、全ての児童生徒に公共交通の利用というのはちょっと環境が整っ

ておりませんので、やはり今もいろいろとお力をいただいております地域の見守り

隊の皆さんの御協力のもと、安全確保に努めてまいりたいと考えております。 

  それから、スクールバスの空き時間の活用につきましては、それができたら一番

いいかなとは思うんですけども、やはり学校行事の都合、あるいはその他の行事等

でスクールバスの使用時間が変更になる場合がかなりございますので、定期的な運

行等に活用するのは少し難しいのかなと考えております。 

  最後に、５点目の自動車に過剰に依存したまちの改善を図るための環境負荷の軽

減に貢献する公共交通、これができたら一番理想的な部分ではございます。しかし

ながら、なかなか自家用車の利便性をいかに我慢していただいて、公共交通に乗っ

ていただくか、そういう部分、先ほど言われましたようにノーマイカーデーとか、

そういう取り組みについては事業所ごと、あるいはそういう部分で呼びかけていっ

て、できるだけそういうことを取り組むことによって多くの人に公共交通に乗って

いただくことが、やはり環境負荷の軽減にも繋がってくると考えておりますので、

その辺については啓発を図っていきたい、そういうふうに考えております。 

  以上でございます。 

○議長（実友 勉君） 12番、大畑利明議員。 

○１２番（大畑利明君） それでは２回目の質問に入らせていただきます。 

  まず、耳鼻咽喉科のほうから先にやらせていただいて、後で公共交通を残り時間

やらせていただこうと思うんですが、市長から前向きな回答をいただきました。も

う少し踏み込ませていただきたいと思うんですが、今、市外の方から開業に向けて

前向きに検討していきたいという御返事があったと。最終段階に来ているというお

話でございました。この最終段階というのはどういうふうに、いつごろ開業という

ふうに考えての最終段階ということなのか、少し教えていただきたいのと、あと、

実現に向けていろいろ課題もあるかと思いますし、支援も必要な部分もあるのかと

いうふうに思いますが、今後どのようなプロセスが必要になってくるのか、その辺

もう一度お願いしたいと思います。 
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○議長（実友 勉君） 福元市長。 

○市長（福元晶三君） いつごろかということで、私自身の今の想定になるかもわか

りませんが、およそですが、来年の今時分というか、遅くて８月ごろに開業できる

んではないかなと、こんなふうに私の思いとしては今感じてとっております。それ

がきっちり８月というところですが、概ね準備するにも１年はかかると聞いており

ます。 

  それから、課題の中で支援も含めてでありますが、言葉として適当ではないかも

わかりませんが、ある意味の起業家支援というか、あるいは企業誘致という考え方

に至ったときに、私は耳鼻咽喉科の先生というのは非常に全国的にも少ない状況の

中で、宍粟市がどうしても不可欠な状況を捉えたときに、私は市としてもある意味

の支援が必要だろうと、こう考えております。 

  したがいまして、今どうこうという支援ではないんですが、近々のうちに市とし

ての支援の支援策をまとめて可能な限り早く委員会のほうに協議をかけていきたい

というふうには考えております。できれば、皮算用で申しわけないんですが、８月

ごろまでには私は支援策を練り上げて、またいずれかの段階で委員会のほうに担当

部局から提案をさせていただいて御議論していただきたいと、このように考えてお

ります。現状では今そう考えております。 

○議長（実友 勉君） 12番、大畑利明議員。 

○１２番（大畑利明君） わかりました。できるだけ早い実現を望みたいと思うんで

すが、今日、このように具体的な月まで言っていただいたということは、相当煮詰

まっているというふうに思いますので、今も市長からありましたように、やっぱり

段階的に委員会のほうにこれは報告をいただくようにしたいと思いますが、よろし

いでしょうか。 

○議長（実友 勉君） 福元市長。 

○市長（福元晶三君） 基本的には逐一委員会に御報告申し上げて、それぞれ担当部

局と協議をしていただきたいと、このように思います。ただ、格別のそれぞれ議員

の皆さんにも御支援をいただきたいと、このように思います。 

○議長（実友 勉君） 12番、大畑利明議員。 

○１２番（大畑利明君） わかりました。私たちもこのことについては、多くの議員

が市民からの要望を受けておりますので、協力できるところは一緒にやっていきた

いというふうに思っております。 

  次に、公共交通のほうに入らせていただこうと思うんですが、たくさん事前通告
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させていただいていた割に、言葉悪いですけど、余り検討されてないなというのが

率直な私の今の思いでございます。 

  最初に、私の思いを言っておかなければいけないんですけども、大胆に見直せと

いうことを言っているんではなくて、この間、いろんな、もしもしとか、要するに

バス事業がどんどん撤退する中で、独自のコミュニティバスなんかでいろいろ運営

してきて苦労してきたわけですね。そして、それらも全て包括的に見直したのがこ

の今の再編計画でございますから、その中で今市長からもあったように、やはり交

通空白地域を解消したこと、定額200円ということ、目的地までうまく乗り継げば

200円で行けるというような、こういう低廉な運賃にしたことは評価できると思い

ますし、そのことが中心の路線バスのルートを大幅に乗客が増えてきているという

ふうに僕は評価しているわけですが、問題は、一番肝心な交通空白地域の利用状況

ですね、ここは今の当局が今度見直しをしようとされている評価指標では、非常に

危険というか、必要なところの路線がなくなってしまうおそれを感じるから、もう

少し指標を増やしてもらいたいということを申し上げているわけですね。 

  兵庫県下でもいろいろコミュニティバスをやっているとこなんかは、この見直し

の基準として、やはり利用率を入れているとこもありますし、それから収支率とい

うものを導入しているところもあります。先ほど副市長からはこの沿線の人口をな

かなかつかみにくい、検討が難しいというふうにおっしゃいましたけど、これ一番

最初にその路線を入れる場合に、このぐらいの人口があるということは想定できと

るはずですし、それぞれできるじゃないですか、その路線の沿線の人口というのは

大体はじけるじゃないですか。やはり僕はずっと25の路線を見たときに、本当に利

用者が少ないだろうというところまで、くまなく路線を入れてもらっていますから、

当然利用は少ないと思うんです。しかし、一人でも二人でも拾っていこうという市

の思いがあるわけでしょう。そういうことから言って、この路線を敷いておきなが

ら、今、１便当たり1.5人以上という基準だけを物差しでするというのは、これは

ちょっと３年間やったけど、乗らんかったから、もう切るでというような感じを受

けてしまうんですよ。だから、もっともっと人口密度に関係ない、左右されない利

用率というものを考えていくということも当然僕は必要やと思います。これは25路

線の平等な評価の仕方やと思います。 

  それと、もう一つは、１路線ごとにどれだけの経費がかかっているのかというこ

とも大事だと思うんです。例えば、一つの路線１人に対して1,000円ぐらい補助し

ているということになったら、その区間、タクシーで走らせたほうが安いなという
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話になるかもわからんです。そういうとこはバス運行の必要性というのは非常に低

くなってくると思うんです。代替を考えていかなあかんというふうになるんですが、

利用だけで言えば、それは推しはかれないと僕は思うんです。ですから、利用率で

あったり、助成額、公費がどのぐらい投じられているのかということも目安として

考えなければいけない。この指標だけは僕はちょっと譲れないと思っているんです

よ。このことについて再度答弁をお願いしたいと思います。 

○議長（実友 勉君） 中村副市長。 

○副市長（中村 司君） 空白地をなくすとか、そういう前提ではないというのは御

理解いただきたいと思うんですけども、やはり乗合バスとしての評価ということで、

ちょっと路線、例えばなんですけど、梯線ですと、梯から五十波へ出て、そして河

東を回って、そしたら沿線の人口というのはかなりのものになってきます。しかし

ながら、乗車率が悪い、それを単純に見るわけにはいきません。幹線が通っている

部分からしますと、そこから乗られる部分がかなりございますので、ですから、単

純にはその部分では出ないだろうと思います。ですから、その部分の率、そういう

部分での沿線の人口をどう見るのかというのがちょっと難しいんじゃないかなとい

うことでございます。 

  そういうことから、参考としてこの部分の率とか、そういうものをはかれる計算

式等で検討はしていったらいいと思うんですけども、それによって廃止するという

ことではないということで、ですから逆に乗り合いバスとしてではなく、乗合バス

の中でもデマンド方式がいいのか、その他ほかの方法で何とかできないのかという

ものも含めて検討していくべきかなというふうに考えております。 

○議長（実友 勉君） 12番、大畑利明議員。 

○１２番（大畑利明君） そうではないんですね。もちろん、なくそうなんていう前

提でされてないことはわかるですけど、市民の中には、言葉悪いですけども、空気

を運んでいるじゃないかと、ああいう費用があったらもっとほかに使ってくれとい

う声もあるんです。事実なんです。ですから、そういう声に対して説得できる材料

が要るというふうに言っているんです。ただ残します、残しますと言っても、やは

り具体的に残せる根拠がないとだめじゃないですか。そういう指標をつくるために

いろんな尺度を入れなければ、そういうなくせという声に対してストップかけられ

ないと思うんですよ。それだけ厳しいですよ。乗ってない地域というのは本当に厳

しいんですよ。もともといろんな代替の手段を皆さん持ってはったから、いきなり

バスが通ったからバスに乗り換えるということにはならないということと、後期高
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齢者になるとバス停まで行くのにも時間がかかるので、やっぱりドア・ツードアに

依存してしまうという、そういうことがあるわけで、なかなか利用には繋がってい

かない。しかし、一方でこんな空で走るんだったら、もうなくせやという声がある。

これからその路線は必要になってくる。そのために説得するだけの資料は僕はきっ

ちり持つべきだというふうに思っているんです。そこのとこの考え方をもう一度整

理してください。 

○議長（実友 勉君） 中村副市長。 

○副市長（中村 司君） 説得する数値がどういう数値が挙がるかはちょっとわから

ないんですけども、やはりドア・ツードアの利便性、その部分で今から乗合バスを

利用していくという、その利用を増やしていくためにはいろいろなことが必要やと

は考えております。 

  そういうことで、その積算のとこがちょっとどういうふうな計算で成り立つか、

一人当たりの助成額という部分についても、たくさん乗られたらたくさん要るとい

うことになるのかということもございます。ですから、その辺を含めてどういうふ

うな数値がいいのかということは検討していくべきかなと考えております。 

○議長（実友 勉君） 12番、大畑利明議員。 

○１２番（大畑利明君） 今市長もいろいろうなずいておられましたので、今日ここ

でわかりましたという回答を引き出そうと思いませんので、今言いましたような指

標も是非、これはできると思いますよ。沿線人口難しいとおっしゃるけども、それ

は計算できると思います。ですから、そういうものを考えながら、あるいはまた各

路線ごとの経費みたいなものを出していかなあかんと思います。ただ、漠然と全体

で運営してるんやというようなことでは通用しませんので、それがもしないんだっ

たら、これを契機にそういうことも検討した上で収支率を見ていく、あるいは公費

がどれだけ投入されているのか、バスがいいのか、タクシーがいいのか、有償運送

がいいのか、そういうことの判断材料としても考えていただきたいと思うので、こ

れは答弁結構ですから検討してください。今回答が得られないと思います。 

  もう一つは、確かに評価は僕はしてるんですが、今も逆の意見もあるという、こ

のぐらいの率ではやっている意味がないという声とか、あるいはこれだけ費用を投

資したら、そら何でもできるわなみたいな言葉もあるわけで、今、市長、どのあた

りが損益の分岐点というふうに考えておられるんでしょうか。 

  この間、３年間やってきて、この路線の再編によってかかってきた経費いうのは、

１億5,000万円ぐらいかかっていると思います。ですから、従前よりも３倍ぐらい
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公費は持ち出していると思うんですね。それまで大体5,000万円ぐらいの赤字路線

の補助金を出していたと思うので、それからいくと３倍ぐらいかかっているかなと

私は思っているんですけども、違っていたらまた指摘してください。 

  今のとこ国県の補助金で何とかしのいでいけるけども、これもいつまでもあるも

のではありませんので、やはりどこか損益の分岐点というものを考えながら、利用

促進というふうにおっしゃっている収入を増やしていかなければいけないわけです

から、その辺のお考えを少し教えてください。 

○議長（実友 勉君） 福元市長。 

○市長（福元晶三君）  正確な額は私も覚えていませんが、約 8,000万円ぐらい、

5,000万円というのは旧山崎時代は5,000万円だったんですが、約8,000万円ほど投

入しておったと思います。再編した結果、当初２億ぐらいの予想も私自身はしてお

ったんですが、今１億5,000万円ほどの状況であります。 

  先般、国との協議の中でも国もインフラ整備と、先ほどおっしゃったような。当

然中山間地にとって、特に公共交通というのはいわゆる我がまちはバスしかありま

せんので、それについてはインフラ整備という感覚の中で国庫補助について考えて

ほしいと。国もその方向であります。それは地方創生ということであるんですが、

具体的にはまだそんな数値は出てないですが、私はこれからそういうこともしてい

きたいと、こう思っています。 

  ただ、いろいろお話があったとおり、市民の皆さんにとっても何で0.29で出すん

ぞいやと、まさに空気をほとんど運びよんと違うんかいと、こういう御意見も正直

あります。しかし、私は今乗っていらっしゃらなかっても、いずれ我が身やという

ことになると、可能な限りバスに乗っていただいて、いろんな経験をして、いよい

よ困ったときにはバスを使おうやいと、こんなことも一つの啓発として我々はして

いかなくてはなかなかこの公共交通は守れないと、こう考えております。 

  したがって、私たちも市民の足と言いながら、市民の皆さんも大変申し分けない

ですけども、市民の足を守れといいながら、やっぱり可能な限り使えるときにはバ

スで行こいやと、こういうことを我々は努めて啓発していく必要があるだろうと。

そのことが私はこの３年間の大きな道筋、次に繋いでいくと、こう私自身思ってス

タートしておりまして、したがって、だからやめるとか、するとかじゃなしに、も

う少し市民の皆さんの熟慮というのか、熟成というのか、成熟というのは少し時間

がかかってくると、こう思っておりますので粘り強くしながら、この問題に取り組

んでいきたいと。 
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  しかし、経費とのことも当然考えていかなならんので、その仕様はやっぱり公正、

あるいは明朗に、しかも説明責任が果たせるように我々は努力しなくてはならない

と思っておりますので、先ほど来、助成額とか収支率、いろいろ御意見いただいて

おりますので、今後さらにそのことも検討を加えていきたいと思いますので、よろ

しくお願いしたいと思います。 

○議長（実友 勉君） 12番、大畑利明議員。 

○１２番（大畑利明君） わかりました。具体的な損益の分岐点というのはなかなか

難しいのかもわかりませんけども、今よりも抑えていくという思いは受けとめてお

きたいと思います。 

  それと、もう一つは、移動という意味では、障がいのある方々の移動で別途外出

支援サービスなんかもやっているわけですね。これも8,000万円ぐらいのお金がか

っていますから、相当この市民の移動に関する経費がかかっているわけですね。そ

れをやはり今言われたように、もっとみんなのものとして利用していかないと、私

も含めてでございますが、いけないと思うので、やっぱり利用促進を図っていきま

すという言葉で言われるんですが、具体的な利促進策が見えないんですね。そうい

う意味で、私はそこを今日具体的にこういう利用促進策を考えているんだというこ

とは後ほど触れていただきたいというふうに前もってちょっとお願いしておきます。  

  もう１点、ちょっと論点として考えている点があるんですけども、市長もおっし

ゃったように、宍粟市はもう広大な面積でございますから、これを一律の運行事業

でカバーするというのは、私は難しいと思うんですね。普通で言うたら都市部と田

舎があるというような地域じゃないですか。ですから、私はダブルスタンダードと

は言いませんけども、やっぱり中心部のバスのあり方と、それから人口の少ない、

需要がなかなか見込めないだろうという地域ときっちり分けて、今後の需要もわか

るわけですから、見込めるわけですから、分けて、別のやり方、これは法律改正で

どんどん新しいＮＰＯが活躍するような場とか、お隣の養父市なんかもやってます

よね。そういうことも今後視野に入れる必要があるんじゃないかというふうに思っ

ておりますけども、その考え方というのはございますか。 

○議長（実友 勉君） 福元市長。 

○市長（福元晶三君） まさしく琵琶湖とほぼ同じ面積の中で、しかも谷筋がいろい

ろあって、幹線に出てくるいろんな形態で時間がかかる、これを一つの考え方で整

理するというのは非常に矛盾があると、私自身は思っておりますが、ただ、現行の

今の制度をしたときに、やっぱり宍粟市全体を一つの公共のエリアとしてこられた
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ときに、まず３年間やってみようと。それから、いろんな課題があるけども、いろ

んな形で市民の皆さんと知恵と工夫を出しながら、それぞれ課題を克服していこう

と、こういう形で進めたものですから、今の段階で何が一番いいのかというのは、

私自身もまだ捉え切れておりませんが、養父市が行っていらっしゃるような、ああ

いう市民の皆さんからＮＰＯ法人をつくっていって、ある意味、白タクみたいな形

で、こういうことも規制緩和でできます。そういう地域もひょっとしてこれからし

なくてはならないかもわかりませんし、場合によってタクシーでいったほうがいい

かもわからん、利便性が上がるかもわからん、こういうこともありますが、ただ、

現段階ではそこまでは十分な考えには至っておりませんが、まずもって今の交通体

系をいかに市民の皆さんにさらに利用しやすい、あるいは交通体系ができてよかっ

たなあと、こう思ってもらえるにはいま少し時間がかかるのではないかなと、こん

なふうに思っています。 

○議長（実友 勉君） 12番、大畑利明議員。 

○１２番（大畑利明君） 養父市だけ例を挙げましたけども、京都の京丹後市、ここ

なんかもライドシェアというやり方で、今、市長もおっしゃったような自家用車で

もって合法的にもできるような方法を取り入れているようでございますから、これ

は今の運営事業者との関係もいろいろあろうと思いますので、軽々には市長も答弁

しにくいかもわかりませんが、やっぱりそこはもう具体的に選択肢として考えてい

かなければいけないときに来ているんじゃないかと私は思うので、是非そこはお願

いしたいというふうに思います。 

  それと、先ほど言いました利用促進策、どのようなことを考えておられるのか、

少し説明ください。 

○議長（実友 勉君） 富田まちづくり推進部長。 

○まちづくり推進部長（富田健次君） 先ほど御提案もございました。例えば事業所

へのノーマイカーデーの働きかけとか、これはもう当然市役所も含めてのことでご

ざいます。そういったことの呼びかけでたくさんの方に利用していただくとか。 

  それから、これから利用の少ないところの地域のほうにも出向かせていただきま

すけども、その際には、今の方が利用していただく必要が将来の公共交通を確保す

るんですよというような、さらなる呼びかけをしていったりとか、それから市外と

いうんですか、そういった方の利用促進というんですか、そういった取り組みも何

か工夫をしていかないといけない。現在では、先ほど副市長の説明もございました。

１デイパスとか、そういったことで事業者としての生産性向上の取り組みをされて
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おりますけども、そういったものを継続していただいたりとか、さらに工夫をして

いただくというようなことで、市内の方にも利用していただくということで利用者

数の増加というんですか、確保を図る必要があるかなというふうに思っております。  

○議長（実友 勉君） 12番、大畑利明議員。 

○１２番（大畑利明君） わかりました。私がふだん思っていることなんですけど、

やっぱり自家用のほうが便利だなあというふうに思うんですけども、バスがいかに

有能なのか、有益なのかということを兵庫県のバス協会というところがパンフレッ

トを作成されているんですね。こういうことを是非市も、バス利用がこれだけいろ

んなことに貢献するんだというＰＲをもっと市民に向けて発信をしていただけない

かなと思うんですが、三つの点からそのパンフレットに書いてある柱があるんです

が、一つは環境です。今もありましたが、一世帯が１年間で削減できるＣＯ２の排

出量も１日10分間車を控えることで削減できると。バスに乗り換えることで大きく

貢献できると。 

  次に、健康らしいですね。１時間車で移動するかわりに、バスを使えば消費カロ

リーは２倍以上になる。予防医学的な観点ですね。こういうことも、いわゆる健康

づくりをテーマにしているんであれば、そういう健康という意味からもバス利用を

促していくということが大事かなと。 

  それから、安全ですね。自動車の事故というのはやっぱりこの地域でも多いと思

います。そういう意味で、バスは事故に関して対自動車比で50分の１ということも

統計上出ているそうでございますから、交通安全の観点からもバス利用を促してい

くというようなことをもっともっとＰＲして利用促進に繋げていっていただけたら

というふうに思います。 

  そういう意味で、行政の中のいろんな分野とリンクしながら公共交通の利用を促

進するという手があると思いますが、その辺いかがでしょうか。 

○議長（実友 勉君） 富田まちづくり推進部長。 

○まちづくり推進部長（富田健次君） まさに公共交通が他の分野にいろいろな影響

を与えているというところだと思います。今、専門家のほうではクロスセクター効

果というんですか、そういった呼ばれ方がされております。先ほど大畑議員からあ

りました医療分野での貢献の部分、福祉分野、商業分野、交通安全分野、それから

教育分野、観光分野、さまざまな分野がございます。機会あるごとにそういったこ

とで公共交通を守ることで、こういった分野にも効果があるんですよということを

伝えていきたいというふうに思います。 
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○議長（実友 勉君） 12番、大畑利明議員。 

○１２番（大畑利明君） 昨日も他の議員から観光振興との関係ということで公共交

通の利用のことがございましたが、１点、今もフリー乗車券とか、１デイパスとか

いうお話がございましたけども、国見の森とか、あそこで森林セラピーやってます

よね。城下線というのが国見の森まで行くようになっておりますが、残念ながら運

行は月曜日から金曜日なんですね。ですから、そういう観光地を市外の方がセラピ

ーを利用しようと土・日・祝日に車を持たない人はそこへ行けないという、そうい

う欠点もあるんですね。ですから、やはりそういう市外の観光客を呼び込んで、当

初その再編計画にはそこまで十分なかったと思いますけども、これから見直しする

わけですから、やはり観光客をいかに誘導していくかということは、こういう休み

の日をどう運行させていくのかということは非常に大事になるというふうに私は思

うんですけども、その辺の考えはございますか。これは市長のほうで。 

○議長（実友 勉君） 福元市長。 

○市長（福元晶三君） 私は今おっしゃったことは非常に大事だと思いますし、交流

人口を増やしていこうということの大きな柱からすると、今おっしゃったことは大

事だなと。それができるかできないかはわかりませんけども、見直しの一つとして

今後議題に上げてもらうように努力していきたいと思います。 

○議長（実友 勉君） 12番、大畑利明議員。 

○１２番（大畑利明君） 公共交通の枠でできなくても、何らかの手だてでしないと、

この森林セラピー、県下に先駆けてやっている事業がなかなか伸びないんじゃない

かなというふうに思いますので、是非前向きな検討をお願いしたいというふうに思

っています。 

  それから、子どもの安全の部分でございますが、先ほど積雪時についてそういう

ふうに促していくというお話がございましたけども、そういう特別な事情だけじゃ

なくて、本当に身守り隊の人たちが一生懸命頑張っていただいておりますし、貴重

なお働きをいただいていると思いますけども、これもいつまでもというわけに僕は

いかないと思いますし、本当に大事な子どもたちの命のことを考えると、しっかり

路線バスの利用を考えていく必要があるんじゃないかというように思っています。 

  一部しか調査できませんでしたけども、四国の運輸局が調べているデータがあり

ます。国内でのスクールバスの利用であったり、路線バスの利用ということのデー

タもあります。そういう中で、私が今日も言っています専用スクールバスの空き時

間帯の利用というのも、そんなに多くの自治体がやっているわけではないですけど
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も、そこの利用というものも考えていますし、それから混乗、これは宍粟市も昔、

波賀でやってましたけども、そういうことをやったり、特に教育委員会がスクール

バスを運行されているエリアというのは、公共交通の利用も少ないエリアでないか

なというふうに思うので、そこは別々に切り分けるんじゃなくて、考えていく必要

があるんじゃないかなというふうに思っています。 

  それから、幹線のバスが走っているところで、南北に非常に長い地域で、４キロ

以上の距離を徒歩で通学している学校も見受けられます。片や４キロ以上でもスク

ールバスを出している地域もあるということで、そこはなかなか一律ではないんで

すね。学校のそれぞれの事情があるんかもわかりませんが、いつまでもそういうこ

とを言っている時代じゃなくて、やっぱり安全安心というテーマからいうと、公共

交通を利用されているほうがいいんじゃないかなというふうに思いますが、その辺

いかがでしょうか。 

○議長（実友 勉君） 前田教育部長。 

○教育委員会教育部長（前田正人君） 失礼します。大畑議員の専用スクールバスの

活用についてですけども、今言われました件につきましては、今後検討していく価

値があるかなと思っています。ただ、宍粟市、御存じのように谷がいろいろありま

して、スクールバス１個や２個ではなかなか利活用というのは非常に難しいという

点もあります。 

  それから、同じ幹線でありましても朝の時間帯になりますと、一宮の杉田の近所

の方が子どもをバスに乗せようと思いましても、定員がいっぱいでちょうど通学の

学生でいっぱいになるという、そういうような事情もありますので、今提案いただ

いたこと、今後また検討していきたいと思います。 

○議長（実友 勉君） 12番、大畑利明議員。 

○１２番（大畑利明君） 前向きに御検討いただきますようにお願いをしたいと思い

ます。 

  最後になりますけども、今回の再編の見直し、改めてお願いをしておきたいんで

すが、もう少し見直しの基準となる評価の指標というものを市長の答弁もいただい

たように、膨らませていただきたいということと、それから、この見直しのプロセ

ス、各路線の評価みたいなものをしっかり市民に知らせていく必要が私はあるとい

うふうに思います。一緒に、利用促進も含めて考えていただく必要があるというふ

うに思いますので、やはりホームページなどで各路線の評価みたいなものをアップ

していただきたいというふうに思いますが、いかがでしょうか。 
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○議長（実友 勉君） 富田まちづくり推進部長。 

○まちづくり推進部長（富田健次君） 市民の皆さんに必要な情報を伝えながら、一

緒になって公共交通を守っていく、そういったことができればと思いますので、情

報についてはなるべくオープンにしてということで取り組みたいと思います。 

○議長（実友 勉君） 12番、大畑利明議員。 

○１２番（大畑利明君） 私たちも是非一緒になってどういう公共交通、この地域の

中での移動手段として、どういうものが必要なのかということを今後とも考えてい

きたいというふうに思います。 

  たくさんの質問を投げかけましたけども、今後とも公共交通、何とか維持できま

するように、持続可能な公共交通になることをお願いして、私の質問を終わりたい

と思います。 

○議長（実友 勉君） これで、12番、大畑利明議員の一般質問を終わります。 

  続いて、山下由美議員の一般質問を行います。 

  ３番、山下由美議員。 

○３番（山下由美君） ３番の山下です。通告に基づいて一般質問を行います。 

  まず、介護保険制度について、市長に伺います。 

  介護保険制度が始まって18年、その間、保険料は上がり続け、利用料負担も増え

ているのに、希望するサービスがすぐには使えない。このような現状があります。

高過ぎる介護保険料の引き下げや利用料負担の軽減策が必要であると考えておりま

す。市長のお考えを伺います。 

  また、介護保険制度が始まった当初は、介護の社会化がうたい文句でありました

が、現在は自助努力が強調され、家族介護が基本的に必要不可欠となっております。

このことに対し市長はどのようにお考えか。高齢者宅を訪問し、支援する市の専門

職の配置など、市独自施策を考える必要があるのではないかと思います。市長のお

考えをお尋ねいたします。 

  続いて、子育て支援施策について、市長に伺います。 

  人口を増やすためにも子育てにかかる経済的負担の軽減について積極的に取り組

むべきだと考えます。 

  高校生までの医療費の無料化の早期実現を。また、全ての生徒・児童の給食費の

無料化を。この２点を市長に伺います。 

  最後に、部活動について、市長、教育長に伺います。 

  部活動は学習指導要領においては、生徒の自主的、自発的な参加によって行われ
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る活動とされております。しかし、社会的には、「ブラック部活」というような言

葉もあるように、休みのない過酷な練習に悩み、暴言・暴力に苦しむ人たちがおら

れるという話も聞きます。 

  市長、教育長の部活動に対する考え方、これまでの活動を振り返り、どうあるべ

きと考えておられるのかをお尋ねいたします。 

  子どもたちが健やかに育つための部活動となっているのか。教職員の負担が重過

ぎるということはないのか。市長、教育長に伺います。 

  以上で、１回目の質問を終わらせていただきます。 

○議長（実友 勉君） 山下由美議員の一般質問に対し、順次答弁を求めます。 

  福元市長。 

○市長（福元晶三君） それでは、山下議員の御質問にお答え申し上げたいと、この

ように思います。 

  私のほうから介護保険制度と子育て支援と、こういうことについて御答弁申し上

げたいと思います。部活動については教育長のほうから答弁させていただいて、ま

た、市長の個人的な考え方ということであれば、後ほどまたお答えさせていただき

たいと、このように思います。 

  １点目のことでありますが、第１号被保険者の介護保険料につきましては、第７

期介護保険事業計画の中で、期間中の３年間のサービス見込量から必要な額を算出

しております。 

  保険料の軽減策としましては、保険料段階の多段階化や介護保険基金の活用等が

あり、これまでも御説明しておりますとおり、第７期に９段階から11段階への多段

階化を行うとともに、基金の活用についても行う予定と、このようにしております。  

  なお、利用料負担の軽減につきましては、公平性の観点から軽減は適当でないと、

こう判断はしておるところであります。 

  今後、第８期の計画に向けて、介護予防・日常生活支援総合事業等の取り組みを

推進し、介護給付費の増加を抑えることで保険料上昇の抑制に繋げていきたいと、

このように考えております。これまでもいろいろ御答弁申し上げたとおりでありま

す。 

  次に、２点目の家庭介護と専門職の配置の御質問でありますが、高齢者の皆さん

にとっては誰もが住みなれた地域で安心して暮らし続けることを願っておられると

おりであります。そのための生活支援であったり介護支援は重要であると、このよ

うに認識をしております。 
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  ひとり暮らしや、あるいは高齢者のみの世帯の状況につきましては、日ごろから

情報収集を行う中で保健師がかかわり、地域包括支援センターの介護支援専門員で

あったり、あるいは実態把握調査員の訪問、民生委員・児童委員さん等の関係組織

からの情報もあわせて把握する中で、民間事業者とも十分連携して必要な支援を行

っておる状況であります。したがいまして、現状としては必要な職員の配置と訪問

による支援は対応できておると、このように考えております。そういった観点から

しますと、新たな独自施策については現在考えておりません。 

  次に、子育て支援策についてでありますが、１点目の高校生までの医療費無料化

の早期実現と、こういうことでありますが、これについては、私も公約しておると

おりでありまして、昨年の７月から、高校生の対象要件を拡大して実施しておりま

す母子家庭等医療費助成事業の助成実績などを踏まえ、できるだけ早期に実施して

いきたいと、このように考えております 

  ２点目の給食費の無料化につきましては、子育て支援については、今日非常に大

きな課題だと、このことは十分承知しておるところであります。給食費については、

御案内のとおり、本年度より第３子以降の生徒・児童の無料化を図り、保護者の負

担軽減に取り組んでおるところであります。 

  しかし、全ての生徒・児童と、こういうことについてはなかなか至らないところ

でありまして、これについては今日の段階ではいつやるとか、あるいはやりますと

か、こういうことについては答弁できない状況であります。 

  ただ、私としては全てがこの給食費について、無料化というのは現段階で市の財

政状況等々を踏まえたときに、果たしてどうかと、こういうこともありますので、

先ほど申し上げた第３子以降の児童生徒、こういったことを今現在やっております

ので、そういった状況もつぶさに見ていきたいと、このように考えております。 

○議長（実友 勉君） 西岡教育長。 

○教育長（西岡章寿君） 私の方からは、部活動についてのお答えをさせていただき

たいと思います。 

  御存じのように、部活動は、生徒の中学校生活におきまして大変大きな意味を持

つ教育活動であると、このように思っております。今言われましたように、教育課

程には位置づけられておりませんが、学習指導要領において学校教育の一環として

教育課程との関連が図られるように留意することが求められているということであ

ります。 

  本市では、従来から中学校において活発に部活動が行われてきました。生徒はそ
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の中でスポーツや文化的な素養を高めるとともに、心身を鍛え、成長するとともに

学生時代の大切な思い出をつくってきたのではないかと思います。このように部活

動は、生徒の明るい学校生活をつくり出すとともに、保護者との協働により学校の

一体感の醸成にも繋がるものであると、このように考えております。 

  一方で、部活動の指導に当たってはその特性上、試合に勝つことだけであるとか、

コンクールに入賞することだけであるとか、そういうような勝利至上主義や体罰に

繋がる危険性をはらんでいることも否定できないというふうにも思います。 

  そこで、本市におきましては、日々の努力、また日々の練習を評価していく、い

わゆる過程を大切にした部活動を実施するように平素から学校にも指導していると

ころであります。また、適切な練習時間や休養日を設けて、生徒の身体的負担や学

校生活全体のバランスを考慮して運営するように学校にも求めております。 

  本市におきまして、今後も平日週一回、また休日、月２回以上のノー部活動デー

を完全実施しまして、さらには部活動指導員につきましての検討を進め、部活動の

指導が教員の過度の負担にならないように、また、何より生徒の健やかな育ちに繋

がるような部活動になるよう努めていきたいと、このように考えております。 

  以上でございます。 

○議長（実友 勉君） ３番、山下由美議員。 

○３番（山下由美君） それでは、介護保険制度から再質問をさせていただきたいと

思います。 

  今年４月から介護保険料が先ほど市長も少し説明してくださいましたが、引き上

げられております。基準月額 5,900円が6,700円、この４月から800円の値上げとな

っております。調べてみましたところ、全国の基準月額の平均が5,869円でありま

すので、宍粟市の6,700円は高いです。また、兵庫県下でも調べてみました。県下

41市町中３番目に高い介護保険料ということになっております。前期は５番目に高

かったということであります。 

  また、近隣の市町を見てみますと、値上げとなっているところも確かにあります

けれども、相生市や赤穂市、太子町、上郡町は値上げをせずにそのままの保険料据

え置きとなっております。また、市川町におきましては6,200円であったものが600

円引き下げられて5,600円にというふうになっております。各市町での保険料を引

き上げないための、また引き下げるための努力が行われてきたことが近隣の市町を

見る上でもよくわかります。 

  この介護保険料、2000年に始まった当初、山崎町は基準月額2,600円でした。現
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在の介護保険料、基準月額6,700円と比較いたしますと、2.5倍以上の引き上げが行

われているということになります。そして、ここに問題となってくるのが、これだ

けの2.5倍もの引き上げが行われている、果たして介護が必要になったとき、その

人が必要な介護サービスを受けることができるか。本当にここが一番大きなポイン

トだと思うんです。 

  この介護保険料の取り立ては非常に過酷です。年金が１万5,000円以上あると原

則として年金から特別徴収をされます。 

  先日、日本年金機構から年金振込通知書が各家庭に届きましたが、年金支払額か

ら値上がりを続けております介護保険料などが天引きをされており、振り込まれる

年金額は減っており、生活の不安は増しております。 

  また、この値上がりした介護保険料の決定通知書、この７月中旬ごろ各家庭に届

くと思うんですが、これを見て本当に驚かれる方、これからの生活をどうしよう、

そう思われる方、たくさんいらっしゃるんじゃないかと私は考えております。 

  今のこのような宍粟市の現状、市民生活の実態、このような中で本当にこれだけ

の介護保険料の引き上げは厳し過ぎると市長は思われませんか。先ほど私が話した

ことに対してどのようにお感じになられたか、お尋ねいたします。 

○議長（実友 勉君） 福元市長。 

○市長（福元晶三君） 感じとしては、私は可能な限りこの保険料についても誰しも

上げたくないというのが実情であります。ただ、議員御承知のとおり、３月議会で

もいろいろるる申し上げたとおりでありますが、宍粟市の場合について必要なサー

ビスがどうかということ、将来にわたっていずれ誰がどうなるかわからないところ

で、私は宍粟市の現状のサービス状況を見たときに、かなりサービスは他市よりも

負けないと、こういうふうに考えております。したがって、その分いろんな意味で

保険料がこういう状況になっておると、こう思っております。 

  ただ、そうばっかりは言えな状況もあります。市民の皆さんからすると、特に年

金生活者にとって多額の保険料ということも十分承知しております。しかしながら、

現状を見たときに、我が市の財政状況等々を見たときにはいたし方ないと、こう判

断しておりますが、やっぱり国のほうもこういった財政措置、負担割合の上昇を含

めて私は可能な限りいろんな形でお願いをしておるところでありますが、現状では

ただいま申されたような状況になっておるというところであります。 

  ただ、市民の皆さんにもいろいろお話を聞くところでありますが、現段階では、

我がまちにとっては保健師等々、あるいは先ほど申し上げたいろんな方々の努力に
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よって必要なサービスはそれぞれ受けていただいておると、このように思っており

ますが、ただ、それもいつまで続くかということについては少し疑問もありますが、

これからいろいろ皆さんと知恵を出しながら、この介護保険制度についてもいろい

ろ検討を加えていきたいと、このように思っています。 

○議長（実友 勉君） ３番、山下由美議員。 

○３番（山下由美君） 先ほど市長がサービスは他市町に対して非常に厚いというか、

多いとおっしゃられたわけで、実際にそういうような面もあるかもしれませんが、

でも、そのサービスを使うための介護認定、この介護保険制度は、医療保険とは違

って、サービスを利用するには認定を受けないとだめなわけなんです。そこで、介

護度が低かったり、あるいは自立になったりしたら、自立になれば介護は受けられ

ませんし、介護度が低かったら自分が望む介護を受けられなかったりするんですけ

れども、この介護認定が宍粟市においても以前に比べて非常に厳しくなっていると

いうような市民からの声を本当によく聞くようになっているわけでありますから、

例えサービスが他市町に対してたくさんある、特にデイサービス等がたくさんあっ

て、十分利用されている方は多いと思うんですけれども、施設サービスとかはちょ

っと少ないなとも思うんですけれども、こういったサービスを利用するときに、す

ぐに受けれて、本当によかったというような声はそれほど多く聞かないんですけれ

ども、市長の認識をお尋ねいたします。 

○議長（実友 勉君） 福元市長。 

○市長（福元晶三君） 中には今議員おっしゃったようなことがあるかもわかりませ

んが、私が聞いておる範囲の中では、親切丁寧に対応していただいてそれぞれ十分

対応していただいておると、こう聞いております。もし、その具体的にそういった

例があるようでしたら教えていただいて、担当部局も私はそれぞれ寄り添っていろ

んな相談業務に乗っておるんじゃないかと思いますので、もしそういった方がいら

っしゃったら、是非教えていただいたらありがたいと、このように思います。 

○議長（実友 勉君） ３番、山下由美議員。 

○３番（山下由美君） そういった事例は恐らく市の保健師さんが大分つかんでおら

れると思いますので、私も市のほうに行っていろいろお願いしているんですけども、

なかなか難しいというような話を聞いているので、そちらのほうから聞いていただ

けたらいいんじゃないかなというふうには感じます。 

  それで、また保険料の負担のことに戻るんですけれども、この保険料は保険料段

階、先ほど市長が11段階に分かれていて、所得が少ない人には低い保険料というこ
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とになっているんですけれども、この保険料が所得に占める負担率の不均衡、これ

が本当に大きいなと思うんです。例えば年間所得80万円で、所得に占める負担率は

４％、また年間所得600万円となりますと、所得に占める負担率が２％というふう

になるわけなんです。こういった不公平、要するに所得が少ない人ほど介護保険料

を支払ったら、あと生活ができなくなるとか、あと保険料は何とか支払ったけれど

も、自分が希望するサービスが使えない、サービスを減らして使っているとかとい

うような方が本当に所得が多いとは言えない方に非常に多いわけなんです。 

  本当に市長に知っておいてもらいたいと思うのが、この介護保険料の負担は非常

に重い。特に低所得の人たちにとったら、非常に大変ということはわかっておいて

もらいたいなと思いますが、どうでしょうか。 

○議長（実友 勉君） 福元市長。 

○市長（福元晶三君） 大変申しわけないことかもわからんのですが、全部が全部承

知しておるというふうにはいかないんですが、私は、特に平成27年度から保険料の

低所得者軽減が段階的に拡大されたと、こう認識しておるんですけども、なお一層

その低所得者対策は強化しなくてはならないということは国も言っておられるんで

すが、なかなか現実はそういってないということでありますので、特に先ほどおっ

しゃったような80万円、４％、600万円以上２％ということ、これについては数値

的には認識しておるんですが、現実問題としては特に低所得者を含めた年金生活の

皆さんについては、この介護保険料というのは非常に負担はあると感じていらっし

ゃると、このことは認識をしております。 

○議長（実友 勉君） ３番、山下由美議員。 

○３番（山下由美君） そこで本当にこの宍粟市の現状なんですけども、この介護保

険料が払えなかった人、平成28年度末の滞納額が3,961万8,533円、滞納者が実数で

356名となっていると、この間の文教民生の委員会で報告受けているわけです。こ

れだけの人たちが滞納されている、実数で 356名。そしてまた、この平成30年３月

30日付で207人分、2,51万9,280円の不納欠損処理、これを行ったという報告もあり

ました。また、平成29年度からはこの滞納者に対してはサービス利用時の給付制限、

これも行われるようになっております。このような現状、本当に数値的にもきっち

りあらわれているような、このような現状がある中、何ら対策を施すこともなく、

この４月から介護保険料が引き上げられているということは、本当に明らかな問題

であると考えるのですが、市長はどのようにお考えか、また今後どうされるつもり

なのか、お尋ねいたします。 
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○議長（実友 勉君） 世良健康福祉部長。 

○健康福祉部長（世良 智君） 先ほど保険料が支払われない方、そういったことに

対する配慮をどのようにしておるかというような御質問だったと思うんですが、確

かに委員会でこの件につきましては御報告をさせていただいております。数字で見

る限り、人数的にも多いのか、金額も多いのかというふうに捉えられているのかな

という思いはするんですが、実際、個別の中身をここで御報告するわけにはいかな

いんですが、払えるのに払っていただけない方というのも結構いらっしゃいます。

今回、そういった方々にも平成29年度個別に連絡を差し上げて、面会をさせていた

だいたりする中で、一律サービスを制限するようなことはしておりません。個別に

対応をさせていただいた上で、どうしても払えない方についてはそのような対応を

させていただいておりますし、また、払っていただくようにお願いをして、この間

にも差し押さえの手続、そういったこともさせていただく通知をさせていただく中

で、すぐさまお越しをいただいて、いや実はなかなか銀行に行けなかったんでとい

うようなことでお支払いいただいている例、ここ数カ月で案件もございましたが、

ただ、一律そのようになして制限をかけているわけではなく、保健師がお伺いする

中で、この方のサービスは何とかせなあかんというような方についてまで制限をし

ておるようなことはしておりませんので、その点は御理解をいただきたいたと思い

ます。 

○議長（実友 勉君） ３番、山下由美議員。 

○３番（山下由美君） 先ほど部長がおっしゃられたようなことは当然市としてしな

ければならないことだと思いますし、払えるのに払わない人がいるというのが、私

にはどうもよくわかりません。そこの辺のところをまたしっかりと委員会のほうで

説明願いたいなと思います。 

  それと、この保険料の段階、11段階に分かれておりますけれども、第５段階が基

準となっていまして、第１段階、第２段階、第３段階、第４段階と所得の低い人た

ちに分かれているんですけども、こういった所得の低い人たちの人数が宍粟市は非

常に多いと思うんですね。ですから、やはり払いたくても払えないという方が多い

んじゃないですか、部長、お答えください。 

○議長（実友 勉君） 世良健康福祉部長。 

○健康福祉部長（世良 智君） この今回の第７期の保険料設定に当たりまして、委

員会のほうでも担当部のほうから御提案を申し上げまして、いろいろと御協議をい

ただきました。その中で、当初６期までと同じように９段階で提案を申し上げてお
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りましたが、委員会の中でいやいや段階を増やすべきではないかというような御提

案をいただきまして、再度協議をいたしまして、検討しまして、やはり低所得者の

方への配慮が必要であるというような結論に至りまして、11段階を導入させていた

だいております。そういったことも所管の委員会においては御提案を申し上げて御

意見もお伺いしております。その上での決定であったと、このように理解をしてお

ります。 

○議長（実友 勉君） ３番、山下由美議員。 

○３番（山下由美君） 本当に介護保険料は非常に高い、特に兵庫県下３番目の高さ

というところはしっかりと考えていってもらいたいのと、それと、やはり介護保険

料が非常に高いので、介護サービスを利用するときに、またその介護サービス利用

料の１割、あるいは２割の利用料負担、これがどの人にもかかってくるわけなんで

す。そしてまた、今年８月からは一定所得以上の人は介護サービス利用料の３割負

担の導入が始まる。ですから介護保険サービスを利用するには、そのサービス利用

料の１割ないし２割ないし３割、これを払わないと自分が本当に必要とする介護サ

ービスは受けられないわけなんです。 

  今こういった介護保険料の高さとか利用料の高さということを非常に真剣に考え

る自治体も増えてきてて、利用者の負担軽減、これが非常に大切なこととして捉え

られております。 

  そこで、２点ほど負担軽減をしている自治体を紹介したいなと思うんですけれど

も、まず福崎町、これはもう以前からなんですけれども、訪問介護と通所サービス

の利用料負担金助成ということで、住民税非課税の方で訪問介護、通所介護、通所

リハビリ、訪問入浴、このサービスを利用した場合、申請によって法定介護サービ

スに係る利用料負担の２分の１助成、半額助成、これを行っております。 

  また、もう一つ、在宅老人介護手当といいまして、在宅で介護保険の要介護に認

定された方を介護されている方に手当を支給する。対象は要介護度４あるいは５に

認定された方なんですけれども、１万円の手当、在宅老人介護手当というのを支給

されています。これは介護保険サービスを利用していたとしても、この月額１万円

を支給ということになって、高齢者の人たちの生活を助けておられます。 

  また、これは千葉県の船橋市なんですけれども、22のサービスの対象に対して利

用者負担の40％軽減、こういったのも行っている自治体もあります。 

  そこで、私の思うのは、やはり介護保険料が兵庫県下３番目に高い宍粟市、そし

てまた比較的所得の低い人たちがたくさん生活しておられるこの宍粟市においては、
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これらの何らかの軽減策を考える必要があるんじゃないかと思うわけです。いかが

でしょうか。 

○議長（実友 勉君） 世良健康福祉部長。 

○健康福祉部長（世良 智君） 先進地といいますか、そういった取り組みをされて

いる自治体がいろいろあることは承知をしております。先ほどから介護保険料が県

下で３位であるということを申していただいておるわけなんですが、同じく県下の

状況を見ますと、まず、宍粟市の場合、通所施設のサービスの利用者というのは、

県下で５番目となっております。また、入所施設のサービスの受給者率、これは県

下３位、また入所施設の定員は９位となっておりますが、何より介護認定率が県下

５位というようなことで、これらが総合的にこの介護保険料、施設運営等の費用が

保険料にはね返っておるということも、これは事実でございます。何より保険料の

軽減ということも大切なんですが、議員、質問の冒頭におっしゃいました介護を必

要とされる方にまず配慮をすることも必要であるという、そのように捉えておりま

してこの７期におきましては、在宅支援、そういったことを前提としまして、小規

模多機能型居宅介護を３施設開設するという計画にうたい込んでおりますが、それ

らを加味した上での今回の介護保険料の決定となっております。 

  ですので、やはりこれは保険料と介護サービスというのは、これは比例するもの

でございます。先ほどおっしゃっていただいてますように、介護を必要とされる方

に必要な介護を準備するためには、どうしても保険料が上がってしまう。ただ、宍

粟市の場合は県下でも、また全国的にも高齢化の比率が早くなっております。です

ので、全国的に見ますと、10年ほど先を行っておるような状況でございますので、

今高いんですが、これはもう現状として仕方ない、将来的にこのカーブは緩やかに

なっていくというふうな予想のもとで、今回の介護保険料の改定をさせていただい

ております。その点を御理解いただけたらと思いますので、よろしくお願いします。  

○議長（実友 勉君） ３番、山下由美議員。 

○３番（山下由美君） デイサービスが特に宍粟市は充実しているということで、そ

の充実しているサービスを使いたい人が本当に使いたい回数を使うためには、やは

りデイサービスの利用料の負担軽減等が必要になるのではないかなというふうに考

えているわけなんですが、市長、どのように思われますか。 

○議長（実友 勉君） 福元市長。 

○市長（福元晶三君） 今担当部長が申し上げたとおり、必要なサービスと保険料の

バランスの中で現状があるということなんですが、今おっしゃったことについては、
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私も十分承知しておりますので、それはどうなんかということは研究していきたい

と。必ずしもそうするというんじゃなしに。ただ、先ほどおっしゃったように、船

橋市、それから福崎町の状況、私も大変申しわけないですが、十分承知しておりま

せんので、そこらあたりはちょっと一遍研究していきたいと、このように思ってい

ます。 

  ただ、そういうことでできるのかできないのかいうことについても、果たして妥

当性があるのかいうことについても、この介護保険制度で全体を見たときに、ある

いは宍粟市のいろんな状況を見たときに、本当にそういうことが妥当なのかという

ことも含めて判断をしていく必要があるだろうと、このように考えています。 

○議長（実友 勉君） ３番、山下由美議員。 

○３番（山下由美君） 現状に沿った施策を進めていってもらいたい。また、近隣市

町の介護保険料の状況、あるいは軽減施策の状況等を研究してもらいたいと思いま

す。 

  続いて、高齢者宅を訪問し支援する市の専門員、この専門員の方たちなんですけ

れども、宍粟市の中でも、今、保健師さんあるいは調査員の方等が動いてくださっ

ていますが、本当に大変厳しい勤務状況なのではないかなというふうに私は捉えて

おります。一生懸命頑張ってくださっているので大変厳しいなと捉えております。

そこで、私は、市の専門員の増員、これが必要なのではないかなというふう考えて

いるわけなんですが、どうでしょうか。 

○議長（実友 勉君） 世良健康福祉部長。 

○健康福祉部長（世良 智君） この件につきましても以前から議員のほうからたび

たび御提案をいただいております。また、今、市の職員が一生懸命やっておるとい

うことも御理解いただいておりますことはありがとうございます。 

  今おっしゃっていただいております市独自の専門職ということなんですが、一定

そうした考え方もあるかとは思います。ただ、今現状としましては、言っていただ

きましたように、市の実態把握調査員を中心に、また保健師と連携をとりながら対

応をさせていただいておるところでございます。 

  また、先ほどから保険料の件もございましたが、宍粟市独自にそういった専門職

を配置するということになりますと、また民間の事業所の業務との兼ね合いもござ

いますし、そうすることによりまして介護保険の特別会計のほうにも影響が出てく

ることが懸念されます。そういったことで現状の範囲の中で取り組みを進めてまい

りたいと思いますので、御理解をお願いいたします。 
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○議長（実友 勉君） ３番、山下由美議員。 

○３番（山下由美君） やはり市の専門職が非常に大変な状況にあるということの一

つとして、実態把握調査員の方が65歳以上の高齢者の世帯とか、あるいはおひとり

暮らしの世帯とかを回ってくださってて、それで市の人が来てくれたったんや言う

て、よく喜んでおられるお話を各地で聞くんですけれども、しかしながら、この実

態把握調査員の方が山崎に３人、一宮に２人、波賀・千種に合わせて１人というよ

うな、この少ない人数で多くの高齢者のお宅を訪問してくださっているというのは、

非常にこれだけを見ても大変な状況で私はあると思うんですが、どうなんでしょう

か。 

○議長（実友 勉君） 世良健康福祉部長。 

○健康福祉部長（世良 智君） 実態把握調査員、今、議員のほうからおっしゃって

いただきました職員で今、市内各地に出て訪問をしていただいておるところでござ

います。確かに現場の職員としましては、非常に御苦労をいただいておることは私

も拝見はしております。今後、高齢化が進む中で、また高齢者が増えておるような

状況の中で、現状かなり厳しいのかなというようなところは私も感じておるところ

でございます。この件につきましては、今後の動向を見ながら、もう少し先を見据

えた対応が必要ではないかと、このように捉えておりますので、よろしくお願いい

たします。 

○議長（実友 勉君） ３番、山下由美議員。 

○３番（山下由美君） やはり専門職の方たち、そしてその専門職の方の中の実態調

査をしてくださっている、把握員の人たちが高齢者宅を訪ねられたとき、やはり大

変うれしくて、たくさんお話をされたり、また、御相談もされたりするわけなんで

すね。ですから、増員、絶対に必要だと思いますのでお願いします。 

  あともう一つ、なぜ増員が必要かというところがあるんですけれども、障がいの

ある方が65歳になられたときに、介護保険の対象というふうになられるわけなんで

す。それで障害福祉の対象から実質的に外れて、今まで64歳までかかわってもらっ

ていた障害福祉の専門性を持った人たちからちょっと遠のくらしいんですね。そこ

で、もう少し見守りや声かけをしてもらいたいなあと。 

  それで、65歳を超えられた障がいのある方が言っておられたんですけど、私は一

体どこから障がい者じゃなくなったんだろうと。年をとって身体がどんどん大変に

なっていくのに、どこから障がい者じゃなくなったんだろうというような、本当に

疑問を持っておられる方がいらっしゃるわけなんです。 
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  そこで、やはりその市の専門職を増員していただいて、そして、この障がいのあ

る人たちが介護保険の対象になられたときに、その障がい特性に沿った支援をして

もらいたい。そんなふうに願うわけなんです。この障がい持った人たちが65歳にな

られて、そして介護認定を受けられたときに非常に介護度が低くなる、これ何か全

国的な状況、現状みたいなんですけれども、重度の障がいを持って非常に大変な中、

障害者福祉を使いながら生活してこられた人も、この介護認定を受けたら要支援１

や２になることが非常に多いんです。そこで、やはり障がい特性に配慮されない認

定となっているんじゃないかなと。やはり御高齢になって何らかの障がいが生じて

きた人と、ずっと障がいを抱えて来られた人たちとは、やはり特性が違うわけです。

その辺のところがしっかりとわかる専門職の配置を、増員をということを私は願い

ます。 

  障がいを持っておられる方が65歳を超えられて、介護保険の認定を受けて、使い

たいサービスを使わないで我慢を強いる、我慢をされているのを放っておくという

ようなことがないように本当に思っていますので、市の専門職の障がい部門でもわ

かる人を介護保険の部署に配置、増員をお願いしたいのですが、いかがでしょうか。  

○議長（実友 勉君） 世良健康福祉部長。 

○健康福祉部長（世良 智君） ただいまおっしゃっていただきました障がい者の方、

65歳になる際に国の制度の中で介護のほうに移行するという、この件につきまして

は国の制度でございます。私も個人的にはこの制度でいいのかなという疑問は一部

は持っておりますが、国の制度がそうなっておりますので、それを何とかというの

はいきなりできるものではございません。 

  ただ、今専門職おっしゃっていただきましたが、それは担当職員のほうで常に連

携はとらせていただいております。これまで障がいで対応させていただいていた方

が65歳になられるというようなところは、そこはうまく連携をして対応についても

その都度協議はさせていただいております。ですので、必ずしも職員増員するので

はなくても、その私どもの健康福祉部の中での連携の中で十分対応はできておると

思いますし、今後も議員よくおっしゃいます、その方に対する寄り添いの中で対応

できるのではないかと、また、そのように努めてまいりたいと、このように思いま

す。 

  以上でございます。 

○議長（実友 勉君） ３番、山下由美議員。 

○３番（山下由美君） 何回も言うことになってしまうんですけども、やはり現状で
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は大変厳しい中でお仕事をされていますので、考えていってもらいたい問題だと私

は思います。 

  続いて、子育て支援施策についてお尋ねしたいんですけれども、高校生までの医

療費無料化の早期実現、これできるだけ早期に実現すると。私はこれを何度も尋ね

ているわけですけども、いつも答えが同じなわけなんですけれども、私はそういう

ふうに答えられるときは、改めて福元市長が選挙時に出されたこのパンフレットを

見るわけなんですね。そして、ここを開いてみますと、「福元晶三の約束」って書

いてありまして、この第１番目に、一番大切な約束ということだと思うんですけれ

ども、「約束します。高校生までの医療費の無料化」というふうに１番に書いてあ

るわけなんです。それがいまだに実現されていない。 

  ちょっとある保護者に聞いてみたんですけれども、公約だったことがいまだに実

現されていないことに対して、やはり何を言っても願いは届かないなあ、もう本当

に選挙に行こうと思わないなみたいな、本当に私もドキッとするようなことを言わ

れるわけなんです。こんなような状況ですから、できるだけ早期に実施ではなくて、

いつから実施すると、そういったことをはっきり言ってもらいたいんですが、いか

がでしょうか。 

○議長（実友 勉君） 福元市長。 

○市長（福元晶三君） 私のパンフレットを見ていただいて確かにそのとおりであり

ます。可能な限り、前回の御質問に対しましても申し上げたとおりでありますが、

まず、先ほど申し上げたとおり、高校生については一定母子家庭等々の助成、その

実績を踏まえて段階を追ってやっていきたいというふうに。ただ、必ずしも１年目

にやるとも言っていませんが、私はこの任期中にそういったことの公約をしており

ますので、可能な限り早くしていきたいと。 

  ただ、今どのぐらいの財源でもってどういう状況ということについては、具体的

には詰めておりますが、今、今日の段階で、じゃあ来年から、あるいはいつからと

いうわけにはいかないと。可能な限り早く実施をして、ある意味の子育ての支援を

していきたいと、このように考えております。その考え方には変わりはありません

ので、よろしくお願いしたいと思います。 

  ただ、市民の皆さんにもいろいろ私自身もそのことをお聞きします。何とか早く

やりたいと。ただ、うそをついておるわけにはいかなということでありますので、

そのように理解をしていただきたいと思います。 

○議長（実友 勉君） ３番、山下由美議員。 
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○３番（山下由美君） いつまでにやるとは書いてないというようなことでしたんで

すけれども、しかしながら、やはりこうして公約に１番に出されているわけですか

ら、きっちりと財政的にもできると考えて書いておられるんだなって、誰もが思っ

ておられるわけなんです。やはりもう本当に選挙に行こうとも思わないなんかいう

のは、私も聞いても情けない市民の発言なんかが起こってくるようなことにならな

いように、そして、本当に高校生までの医療費無料化というのは、市民の方は望ん

でおられますし、今、中学生まで無料になってて、病気になったときにすぐに医療

にかかれるということで非常に喜んでおられるので、即にでも実現してもらいたい。

市長のお約束なので、してもらいたいと思います。できるだけ早期に実施というこ

となので、できるだけ早期にお願いします。いかがですか。 

○議長（実友 勉君） 福元市長。 

○市長（福元晶三君） ちょっと誤解してもろうたら悪いんですが、そこに書いてお

るのはいつやりますよと書いてないから、やりませんとか、いつやりますとは言っ

てない。そんな意味じゃなしに、そのことは選挙に出たときの公約ですから、私は

必ずやります。ただ、申し上げたとおり、中学生までも私最初の１期のときに早く

させていただきました。続いて高校生もやりたいと。ただ、財源とか、いろんな状

況も見ながら、何とか次の任期の間に私はやりたいと、その思いでありますので、

そのことの約束はきっちり守っていきたいと、このように考えております。 

  ただ、今おっしゃったように、そのことによって今やらんから政治不信になると

いうのは、私はいかがかなと思いますので、もしそういう方がいらっしゃったら、

是非そんなことないよと、市長はいずれやると、私も頑張ると、そういう思いで応

援していただいたらありがたいと、このように思います。 

○議長（実友 勉君） ３番、山下由美議員。 

○３番（山下由美君） 医療費の高校生までの無料化を早期に市長は実現されますと

いうことでお伝えしておきます。 

  続いて、給食費の無料化なんですけれども、先ほども説明がありましたように、

第３子以降の給食費助成金交付事業として小学生以上、18歳未満の子どもを３人以

上養育している人に無料ということになっております。この給食費の負担というの

は非常に家計にとって負担で、小学生だったら年額４万 1,800円、中学生は４万

5,100円と非常に負担なわけで、特に３人子どもを育てておられる保護者の方にと

ったら、本当に助かっている、こういう声を聞いております。 

  また、この対象とならない人たちなんですけども、この人たちは私たちには関係
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のないことやみたいな、本当にちょっとそういったような声を聞いております。そ

こで、現在この施策によって、小・中あるいは18歳までの方の大体１割ぐらいがこ

の給食費の無料化の対象になっているのかなというふうに捉えているんですけども、

ちょっと間違っていたらおっしゃってください。なっているんですけれども、あと、

全部を対象とするような考え方というか、３人子どもさんがおられる方は本当に助

かっていると、うれしい、ありがとうございますみたいな感じにおっしゃるんです

けども、対象とならない人らは私たちには関係ないみたいな感じで言われるわけな

んです。 

  そこで、今１割ぐらいの人が対象になってて、約1,600万円ぐらいなお金が要っ

ていると思うんですけれども、例えば全員給食費月額500円安くしたとしたら、同

じような1,600万円ぐらいな予算でできるというようなことになるわけですが、そ

ういった全員に広めるというような方法も考えられるんじゃないかなあというよう

なこともあるし、それから、いろんな自治体どのような助成を行っているかなとい

うことで調べてみたんですけれども、相生市が全員全額無料、佐用町は小・中、全

員が半額とか、たつの市がこの2018年から中学生を全員全額無料、あるいは市川町

が先ほど言いましたように月額小・中、一律300円引き下げみたいになっているわ

けなんですね。 

  そこで、市長がこの間、この実際に３人以上養育されている方は無料ということ

で、この施策を始められて、どのような声を聞いておられるか。そしてまた、ある

いは保護者あるいは教職員の声なんですけどね、どのような聞いておられるか。改

善すべき点はあるのか。先ほど私がちょっと事例を申し上げたようなことも考えて

おられるのかどうかというようなことをお尋ねします。お願いします。 

○議長（実友 勉君） 福元市長。 

○市長（福元晶三君） 私、聞いておりますのは、第３子については約340人程度該

当しておるということでありますので、児童生徒数からすると約１割、先ほどおっ

しゃったとおりではないかなと思います。 

  額的には約1,400万円程度になっておるんやないかなと、こう思っておりますが、

そういう中で、今御承知のとおり、給食は約年間190日提供しておると、こう聞い

ておりまして、およそでありますが副食代として約１億8,000万円から9,000万円程

度保護者に負担を求めておると、こういう状況の中で毎日それぞれ実施しておると、

こういう状況であります。 

  ただ、先ほど申し上げたとおり、仮にでありますが、年間１億9,000万円全部無
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料にすると、そういった財源を求めていく必要があるだろうと、こう考えておりま

す。 

  そのことがなかなか現状では一気にいかないということも財政上もあると、こう

いうことであります。ただ、私は、今回やったことについては３月議会等々でも第

３子については何とか負担の軽減ということで、可能な限りということで第一弾と

してやらせていただきました。 

  全て聞いておるわけではないんですが、何人かは、ありとうございます。よかっ

たわあという声は聞いております。ただ、具体的にそれでどうやこうやという議論

には至っておりません。これから、今始まったところですから、いろいろ議論にな

ると思いますが、一方で、おっしゃるようにできたら一人目からという声もたくさ

ん裏返しに聞いております。ただ、私は繰り返しになりますが、今の現実問題とし

て私の立場からして財政状況を見たときに、勢い、そうかということが本当に妥当

なのかどうか。それから、一方、保護者の皆さんにもしばらく頑張ってもらいたい、

このまちを、という思いもありますし、そういうことでちょっと裏腹でありますの

で、今の段階で次にステップを上げるというのはなかなか言葉として表現できない

ということであります。 

  ただ、今年度この第３子、始めたところでありますので、少し状況なりをつぶさ

に見たり、あるいは保護者の皆さんの御意見を聞いたり、世の中の状況も見たりし

ていきたいと思います。 

  それから、もう一つは、隣のまちがこうやるから、あそこがやるからというのは

私はいかがかなと思っております。全て隣のまちと同じようにせないかんというこ

とになりますが、そこは大変残念なことなんですが、今現状では我がまちは、ある

パイの中で何とか踏ん張っていきたい。しかし、将来に向けて子育ての環境や負担

軽減には努力しなくてはならない、こういう立場と相反して私自身も矛盾を感じな

がら、取り組んでおるところでありますので、答えになったかどうかはわかりませ

んが、御理解いただきたいと思います。 

○議長（実友 勉君） ３番、山下由美議員。 

○３番（山下由美君） やはり地域格差というところもしっかり考えていかなければ

ならない。それをなくしていくということも考えていかなければならないと思った

ので、地域の事例を出させていただきました。 

  時間がないので、部活動についてなんですけども、教育長に伺います。 

  確かに部活動は学生時代の大切な思い出をつくるというようなことに繋がってお
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られる方もいらっしゃいます。でも、その反面、休日もない、子どもたちを追い込

む、教員の過労死を招きかねないような深刻な事態、あるいは暴力や暴言を伴った

指導、非科学的な練習やしごき、いじめ、重大な事故、さまざまな問題が起こって

いるということも事実であるわけなんです。 

  そこで、やはりこのような問題があるからこそ、今、ブラック部活というような

言葉が生まれたり、あるいはこれを改善して個々の生徒を伸ばして成長させる部活

動に変えていこうというような動きが社会的に起こってきているというふうに思う

わけなんです。 

  そこで、スポーツ省が平成30年、今年３月に出している運動部活動のあり方に単

関する総合的なガイドライン。 

○議長（実友 勉君） 山下議員、時間がオーバーしています。 

○３番（山下由美君） もうちょっとです。すみません。これによってどういうふう

に変わってくるのかということを教育長はどのようにお考えかお尋ねします。 

○議長（実友 勉君） 西岡教育長。 

○教育長（西岡章寿君） 今ブラック部活動というふうに言われたわけですけども、

かつてはそういう時代も宍粟でもあったかもわかりません。昨日からも部活動につ

いてもちょっとお答えしておりますように、市内におきましては、ノー部活動デー

であるとか、定時退勤日であるとか、月の休みをきちっととると。そして勝利至上

主義だけにとらわれずに、日々の子どもの成長や、また、部活動の中で子どもたち

が先輩や後輩、また同級生、そういう中での人間関係を好ましくつくっていく、そ

ういう中で心の成長、身体の成長を図りながら、よい思い出となるような取り組み

をしていこうという方向で常に言っております。 

  今のところ、市内において今言われたようなブラック部活動になるような事例も

発生していないというふうに私は認識をしておりますし、今後もそのように子ども

たちが有意義な部活動ができるように進めていきたいというふうに思っております。  

  もう一つ、つけ加えさせていただきますと、少子化によりまして、部活動のあり

方について今検討しなくてはいけない時期に来ておるということで、校長会のほう

に頼みまして、今後の部活動のあり方について検討していこうという会も設置して、

今後の中学生の部活動のあり方についても、さらに検討していくことを今取り組ん

でいるところであります。 

  以上でございます。 

○議長（実友 勉君） これで、３番、山下由美議員の一般質問を終わります。 
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  午前11時40分まで休憩をいたします。 

     午前１１時２５分休憩 

                                       

     午前１１時４０分再開 

○議長（実友 勉君） 休憩を解き、会議を再開いたします。 

  続いて、榧橋美恵子議員の一般質問を行います。 

  14番、榧橋美恵子議員。 

○１４番（榧橋美恵子君） 14番、榧橋でございます。議長の許可をいただきました

ので、質問をさせていただきます。お昼が近づいてまいりましたが、よろしくお願

いいたします。 

  ヘルプマークについての質問でございます。 

  昨年ヘルプマーク、ヘルプカードの導入の検討をということで質問をさせていた

だきました。今年に入りまして、県の方で統一したほうが効果的ということもあり、

県全体の予算をとっていただき作成をしていただきました。そしてまた、宍粟市も

申請をしていただいて、この４月に届いたと伺っています。このヘルプマークの援

助や配慮を必要とされる方が所持・携帯していることはもちろんのことなのですが、

周囲でそのマークを見た人が理解していないと全く意味を持たないため、市民に広

く周知し、思いやりのある行動を進めていくことが重要です。周知はどのようにさ

れているのか伺いたいと思います。 

  災害時に備えてでございます。 

  山崎断層を抱えている宍粟市にとりましては、いつ起こるかわからない地震のこ

と、常に頭に置き備えておく必要があると思います。そこで、市役所に「災害対応

型カップ自販機」というのがあるそうです。その設置を検討すべきだと提案をさせ

ていただきたいと思います。 

  東日本大震災や茨城県での水害、また熊本地震の際に被災者に役立ったと聞いて

おります。本年４月には宝塚市役所には設置されていると聞いておりますので、よ

ろしくお願いをしたいと思います。 

  また、災害時の緊急避難に備えまして今使っている車椅子、また備蓄されている

車椅子に簡単に装着ができる浮かせて引くという新しい発想の JINRIKI（じんり

き）、このJINRIKIがどういうものか皆様に知っていただくためにパンフレットを

取り寄せましたので御覧をいただきたいと思います。避難時に抜群の機動力を発揮

いたします。少しずつ今、広がっているそうでございます。県下におきましては高
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砂市、また三田市、そして最近播磨町にも導入されたと聞いております。是非御検

討をいただければと思っております。 

  そして、三つ目でございますが、学校跡地の活用につきまして、今、壁に固定さ

れたホールド、突起物に手足をかけながらよじ登っていくもので、2020年東京オリ

ンピックにはこの競技が加わったということを聞いております。スポーツクライミ

ングの一つ、ボルダリングですけれども、閉校となり地域も寂しくなっております

体育館に設置していただき、地域挙げて健康スポーツまつりも開催できたら思いま

す。活気がみなぎってくると思いますので、そういった学校跡地の活用はいかがで

しょうか。 

  以上でございます。 

○議長（実友 勉君） 榧橋美恵子議員の一般質問に対し、順次答弁を求めます。 

  福元市長。 

○市長（福元晶三君） それでは、榧橋議員の質問は３点でありますが、ヘルプマー

クにつきましては、実際いろいろなことがありますんで、担当部長から答弁させて

いただきたいと思います。 

  次に、災害時に備えての御質問でありますが、御提案をいただいております災害

対応型カップ自販機については、災害時にアルファ化米であったり、粉ミルク等に

ついて、お湯を活用でき、また、水によるお薬等を服用できる設備であると、この

ように承知しております。 

  宍粟市においては、この本庁舎や波賀市民局及び防災センター等の免震構造の施

設においては、上水道の貯水タンクや非常用自家発電設備を整備しておるところで

あります。災害対応型のカップ自販機が設置をされていなくても、災害発生時には

それぞれの施設については、水あるいはお湯が供給できる施設と現在なっておりま

す。 

  また、宍粟市では災害時に備えて、食糧あるいは生活必需品の確保や避難所等へ

の災害救助用物資の供給・運搬に係る各民間事業者さらには団体との連携協定を締

結しておりまして、有事の際には、こうした協定に基づいて水等の確保を図ること

としております。 

  また、加えて、兵庫県のＬＰガス協会西播東支部とＬＰガス及び燃焼機器等の機

材の優先的供給、運搬の協定をしておるところであります。また、宍粟市の管工事

組合と配給水管と給水装置の復旧、資機材と人員の確保の協定も既に結んでおりま

して、避難所等におけるお湯の供給あるいは使用が可能となる相互応援協定をそれ
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ぞれの団体と結んでおるところであります。 

  今後においても、さらに災害時の対応体制の整備であったり、確立に向けて努力

をしていきたいと、このように考えております。同時にライフラインの確保という

のは非常に大事な部分だと、このように思っております。 

  したがいまして、災害対応型のカップ自販機につきましては、現在のところ、い

かがかなあと、このように考えております。 

  次に、車椅子用の搬送具JINRIKIでありますが、今日もこのパンフレットを提供

していただきましてありがとうございました。御質問いただいて何かなあというの

は大変申しわけなかったんですが、承知していなかったんですが、ホームページや

いろんなものを見ておりますと、こういったことでありました。これについては、

特に避難時において有効なものと思われることから、今後公共施設における導入で

あったり、整備について検討していきたいと、このように考えております。 

  あわせて、自主防災会でいろいろそういった用具等々、資機材も購入していただ

いておりまして、それの補助要綱あるいは補助対象品目もあるわけでありますが、

その補助対象の品目の中にこれも入れて、それぞれ周知をしていって、自主防災会

で購入されるようなことも含めながら、あるいは団体へも十分連携しながら、啓発

を図っていきたいと、このように考えております。 

  繰り返しになりますが、公共施設については、この導入について検討を加えてい

きたいと、このように思っています。 

  あわせて、御質問あった宝塚市役所の先般市長にお会いしましたので、このこと

も聞きまして、非常にいいよと、まだ使ったことないけどねと、こんな話でしたん

ですが、そういうことも含めて検討していきたい、このように思います。 

  以上であります。よろしくお願いしたいと思います。 

  学校施設がありました。申しわけありません。 

  学校跡地の活用についてでありますが、学校跡地の活用については、これまでも

何回も申し上げておるんですが、行政として活用できないかの検討、次に行政で活

用しない場合は地域で何とか活用できないかということで検討していただくと。地

域でも活用が見込まれない、行政も場合によっては使うことがない、地域も使わな

いよといった場合については、民間事業者を募集すると、こういう形でこれまで学

校跡地についてもその方向で進めてきました。 

  民間事業者もなかなか手を挙げていらっしゃらないという状況は現実としてある

わけでありますが、そういうただいま御提案いただいたボルダリング施設について
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も、都市部ではよくテレビなんかでもやっておりますが、スポーツジムの形態で民

間が運営をなされておるという状況であります。そういうスポーツジム等々が一定

企業として市内で活用して営むということだったとしたら、比較的可能かと、こう

思うところでありますが、宍粟市の地理的な条件であるとか、あるいは安定的に集

客が見込める、こういったことを考慮すると、なかなか民間がそこへ参入するとい

うのは、非常に難しいんではないかなあと、こんなふうには考えられるところであ

ります。 

  そういう意味からすると、市でそのボルダリング云々というのはなかなかいかな

いのも現実でありますので、学校跡地のことにつきましては、今後地域やそれぞれ

の団体が主体となって、それぞれ今も地域で活性化のためにいろいろ活動されてい

る部分もありますので、そういったところとも十分協議しながら、仮に地域の活性

化の一つとして既にやっておられる、あるいはこれから地域がやろうということに

ついては支援をする必要があるかなあと、こんなふうに考えておりますが、なかな

か現状では難しいかなと、このように考えております。 

  ただ、そういったことも一つの情報として、あるいはもう少し研究してこういっ

たことはどうですかという発信はしなくてはならないとい、このように考えており

ますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（実友 勉君） 世良健康福祉部長。 

○健康福祉部長（世良 智君） それでは、私の方からは、ヘルプマークの周知につ

いての御質問にお答えをさせていただきます。 

  ヘルプカードにつきましては、先ほどございましたように、昨年９月議会におき

まして議員からの御提案をいただいておりましたが、その後、県において導入が決

定されておるところでございます。 

  御承知のとおり、ヘルプマーク、ヘルプカードは障がいなどをお持ちの方で特に

内部障がいの方や妊娠初期の方、難病などの方が配慮や援助を必要とする場合に、

周囲にそのことをお伝えする手段としまして身につけたり、携帯するというもので

ございます。 

  宍粟市では、本年４月より手帳申請時などに窓口で御案内を行うとともに、希望

される方に交付を開始をしておるところでございます。また、一般の方への制度の

周知が必要であることから、市のホームページや広報５月号への掲載を行ったとこ

ろでございます。 

  今後は、しそうチャンネルをはじめ、さまざまな機会を活用しまして積極的にこ
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の制度の周知を図ってまいりたいと、このように考えておりますので、御理解をお

願いいたします。 

  以上でございます。 

○議長（実友 勉君） 14番、榧橋美恵子議員。 

○１４番（榧橋美恵子君） それでは、再質問をさせていただきます。 

  最初に、ヘルプマークの件でございますけれども、先日、身体に障がいのある方

たちと少し懇談をさせていただく会がございました。そのときにもおっしゃってお

りました。このマーク、カードを手には入れましたけれども、皆様がこれをちゃん

と知ってくださっているんでしょうかと。知っていただかなかったら、私たちは困

りますねという、そういうお話を聞きました。先ほど部長のほうからもありました。

５月号の広報に載っておりましたけれども、これ見られましたかって言ったら、見

ていらっしゃらないんですね。あるところに行きまして、15人ぐらいいらっしゃる

ところにもこの話をしましたけども、広報を見ていらっしゃる方が一人もいらっし

ゃらなかった。私もこれちょっと小っちゃいなと思ったんですね。これが皆様知っ

ていただかない限り、このマークの意味がないわけですよ。ですから、本当に知っ

ている方が遭遇すればいいですよ。知っていらっしゃらない方が遭遇したときに、

何のことかわかりません。ですから、市民全員の方がこれを知ってなきゃ困るわけ

ですね。ましてや、今交流人口増やそうって言っているときに、県外からたくさん

来ていらっしゃったときに、またそういう方がいらっしゃったときに、何の手だて

もできなかったとなると、宍粟市って優しくないまちだなって思われるということ

もあります。ですから、本当にこの周知がとっても大切なんです。ですから、私た

ちもそうなんですけども、行政の皆様もいろんなところに行かれると、このヘルプ

マーク、ヘルプカードのことをまず最初におっしゃっていただきたい。 

  ある方がおっしゃっていました。この間、誰々さんにお会いしたけど、何もこの

話なかったよっていうことがありましたので、これは必ず必要だなと、たくさんい

らっしゃるところには必ずこの話をまずしていただいて、いろんな放送があったり、

いろんなもので周知はなさっていますけども、本当にわからないんですね。この広

報に載っていることさえわからない人もたくさんいらっしゃるわけですので、本当

に周知ができているのかというのを確認をどのようにされるのか、もう一度お伺い

いたします。 

○議長（実友 勉君） 世良健康福祉部長。 

○健康福祉部長（世良 智君） まさに今議員のほうからおっしゃっていただいたよ
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うに、いくら持っていても、周囲の方がそれを何の意味かわからなければ、これは

何の配慮もできないわけですから、やはり御本人よりもまず皆さんに知っていただ

くということが一番大切かと思います。 

  いずれにしましても、４月から配付を始めたところで、担当課におきましても、

今まだ配付のことで対象の方々に周知をするのが手いっぱいの状況ではございます

が、冒頭申し上げましたように、私、一度しそうチャンネルのトピックスのところ

でその物を皆さんに見ていただくような、そういう紹介もしてたらどうかなという

ようなことを言うておるところなんですが、いろんな機会を捉えて会合等でまず最

初に皆さんこれ御存じですかというような形で周知をしていくというのも必要かと

思っております。どの程度かと今言われたわけなんですが、時間をかけて今から周

知を図ってまいりたいと思いますので、御理解をいただけたらと思います。よろし

くお願いします。 

○議長（実友 勉君） 14番、榧橋美恵子議員。 

○１４番（榧橋美恵子君） よろしくお願いいたします。どうかこのカードをお持ち

の方が安心して暮らせるまち、そういう宍粟市であっていただきたいと思いますの

で、周知のほうをしっかりと、私もいろんな方にお会いするときには、必ずこれを

まず言おうと今決意をしておりますので、たくさんの方に知っていただいて、本当

に思いやりのあるまちを築いていきたいなと思っておりますので、どうか周知のほ

うをよろしくお願いをいたします。 

  続きまして、災害時に備えてのことでございますが、先ほど市長のほうからもい

ろんなところでこういうのをちゃんとやってますよというふうにおっしゃってて、

今とりあえずこれは必要なくって、いろんなことでやっているんので大丈夫ってお

っしゃってましたけれども、そういう意見もあるかと思いますけれども、宝塚市で

これを設置されたのは、やっぱりふだん紙コップですよ、これね。缶じゃなくって

何でも出てくるわけですよ、水でも何でも。ですから、そういうのがいいかなとい

うので、市役所に設置をお願いされて、４月に導入されたわけですね。これには、

ふだんはコーヒーやジュースのカップの飲料水なんですけども、災害時には飲み物

を無料で提供することができるんですね。ですから、災害時に本当にこういうもの

があると温かいものが飲めると、それがあるとほっとするわけですよ。ですから、

それが無料だとなると、またありがたいなと思われると思いますので、お湯だった

り、水はもちろん、水というのは提供たくさんの方に被害に遭われるとあるわけで

すので、大丈夫なんですけども、お湯がぱっと出て、本当に赤ちゃんのための粉ミ
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ルクがさっとできるという、そういうのができる、平常時でもいいですし、本当に

災害のときはこういうふうになりますよという、この自販機をどっかにあるといい

かなと思いまして御提案をさせていただいておりますので、またどこかに設置がで

きればと思いますので、よろしくお願いいたします。 

  そして、もう一つのJINRIKIでございますけども、これいいなあと私思ったんで

すね。本当に車椅子ですと、１センチの段差でもとっても大変なんです。なれてな

いと、この車椅子を移動させることはとっても困難です。ですから、このJINRIKI

の人力車のように引っ張る、そういうのがあると、段差があっても大丈夫なんです

ね。ましてや子どもでも大丈夫なんです、これは。ですから、誰がその近くにいる

かわからないときに、誰でも使える、そういうもので避難が車椅子に載っていらっ

しゃる方も本当に安心してできるというのがとてもすばらしいことだなと思いまし

た。金額的にもそんなに高いものでもございませんので、先ほど市長がおっしゃっ

てましたように、本当に公共施設にちゃんと置いて、使っていく、そういう方向性

を持っていきたいなという、本当に喜ばしいお言葉をいただきましたので、是非御

検討いただきながら、よろしくお願いしたいと思います。 

  このパンフレットの中にありますけども、学校での災害に対してのそういう勉強

にも取り組みをされているところもあるわけでして、そういうふうにして本当に子

どもたちも何があるかわからない時代ですので、さっとそういうことができる、そ

ういう訓練をしていただければありがたいなと思っておりますが、その点いかがで

すか。 

○議長（実友 勉君） 富田まちづくり推進部長。 

○まちづくり推進部長（富田健次君） 今回御質問いただきまして、私のほうもホー

ムページとかでどういったものかなということで、最初は全然わからなかったんで

すが、今日もパンフレットを配っていただきまして、非常に便利なものだなあとい

うふうに思っております。導入につきましても検討していくということなんですが、

まずはどんなものかなというのを実物を確認させていただいたりして、またこの使

い方であるとか、これはどういったことに使うんだというようなことも、まず私た

ちが勉強させていただいて、その後、市民の方とか学校とかでお知らせしていくと

いうようなことも考えていきたいというふうに思っております。 

○議長（実友 勉君） 14番、榧橋美恵子議員。 

○１４番（榧橋美恵子君）  このパンフレットの中にもございますように、この

JINRIKIは本当に車椅子生活していらっしゃる方がどこにも行けなくって大変だな
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と思っていらっしゃる方もいらっしゃると思うんですね。でも、これがあると、ち

ょっとした旅行言ったらおかしいですけども、ちょっとしたところにも連れていく

ことができますし、そういうふうにして福祉のほうでも利用できたらなと思ってお

りますので、あるところでは、病院にもちゃんと置いてますよという、そういうと

ころもありました。是非いろんなところでこれを御活用いただきますようにしっか

りと研究をしていただきながら、早期に導入ができたらなと思っておりますので、

よろしくお願いをいたします。 

  最後でございますが、このボルダリングですね、ボルダリングというのは全然装

置をつけなくて登っていく競技になりますので、これは高度になります。しかしな

がら、障がい者の方、本当に目の見えない方であっても、このクライミングはでき

るんだそうです。ある記事を見ましたら、パラクライミング、視覚障がい者の部門

がありまして、世界のチャンピオンになっていらっしゃる方が日本にいらっしゃる

んですね。50歳の方がチャンピオンになっていらっしゃるんですが、目が見えなく

ても本当に人間の持っている機能性で、その突起があるところをつかまっていけば

十分だとおっしゃっているんです。ですから、健常者であっても、身体に障がいが

あっても、これは本当にできるので進めていただければというふうにして、お話を

されていらっしゃいました。 

  この視覚障がい者のチャンピオンの方のお母様が77歳だそうですけども、最近始

められた。また、80歳を超えた視覚障がい者の方もいらっしゃるんだそうです。今、

本当に人生100年時代とも言われています。また、宍粟市はスポーツ立市を掲げて

いるわけですので、マラソンだったり、いろんなところに健康的に過ごせるまちと

いうのでやっておりますけれども、本当にこれどこでもつけることができるという

んでしょうか、今テレビで新築の家が出たときに、このボルダリングがついている

家をひょっとして見られたことがあると思うんです。今、家でもこれをつけていら

っしゃるとこがあるんですね。だから、神経を本当に過剰にするというのか、人間

持っている機能を十分に生かしていけるスポーツでありますので、また危ないなと

思う方には、ロープだったり、身体につけてできる安全性も確保できる、そういう

ものでもございますので、是非宍粟市にどこかこういうものをつけるところがある

かなっていうのを探していただいて、是非こういうものがあるということをＰＲし

ながら、また宍粟市の交流人口の増加も図っていけるんじゃないかなと思ったりも

しましたので、こういうのも質問させていただきましたが、いかがでございましょ

うか。 
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○議長（実友 勉君） 坂根企画総務部長。 

○企画総務部長（坂根雅彦君） 私もこの質問が出てからホームページを見させてい

ただく中で、いろいろ今、都市部のほうでは非常にはやっている、私自身も今のコ

マーシャルもそうですし、あるいは競技の選手の皆さんのお話も聞く機会がテレビ

を通じてあるんですが、非常に気軽に対応できるものかなというふうに思っていま

す。 

  ただ、私どももまだなかなか調べ切れてないのは、安全確保をどうするのか、あ

るいは冒頭市長が答弁申し上げましたように、生業としてこの地域ではなかなか難

しいのではないか、さあどういう形で運営が可能なのかというところについては、

十分検討し切れてない部分がございます。今回御提案をいただいた内容、そのあた

りも含めて非常に難しい部分もあろうかと思うんですが、地域の皆さんの御理解も

いただきながら検討できればなあと、そんなふうに考えているところでございます。  

○議長（実友 勉君） 14番、榧橋美恵子議員。 

○１４番（榧橋美恵子君） 危険性とかいろいろなことで懸念なさっていらっしゃる

と思いますけれども、安全性を求めながら、高くなるともちろん危険ですけれども、

いろんなものをつくったらいいと思うんですね。初級って、ほんとに今始めてちょ

っと怖いけどもやってみようという人もあれば、こんなの得意だよっていう人はも

っと高度な感じのも必要かと思いますけれども、まずはこういうものがあると、何

となく楽しいなっていう、本当に生涯スポーツを通して健康でいきたいと思います

ので、そういうふうにして楽しむ人が増えたらいいかなって。また、あまり近くに

はありませんけれども、このまたつくっていただいて、すごいなって、行ってみよ

うということになるといいんじゃないかなって、また明るい住みやすいまちにして

いけるんじゃないかなって思っておりますので、私も研究をしてまいりますけれど

も、また、皆さんもちょっと研究していただいて、安全性を求めていかないといけ

ませんので、どういうふうにしたらいいのかというのも調査研究をしていただきな

がら、新しいものにも取り組んでいくという、そういう姿勢をどうか持っていただ

ければと思います。もう一度市長の考えをお聞きします。 

○議長（実友 勉君） 福元市長。 

○市長（福元晶三君） 坂根部長が答弁したとおりであります。十分な研究もしてお

りませんので、新しいものに取り組むということも重要なことでありますが、研究

していきたいと、このように思います。 

○議長（実友 勉君） 14番、榧橋美恵子議員。 
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○１４番（榧橋美恵子君） じゃあ、今たくさん質問させていただきましたけれども、

どうかどうか早急に解決していただきたいこと、また検討していただきたいことあ

りますけれども、どうかよろしくお願いいたします。 

  以上です。ありがとうございました。 

○議長（実友 勉君） これで、14番、榧橋美恵子議員の一般質問を終わります。 

  午後１時10分まで休憩をいたします。 

     午後 ０時０８分休憩 

                                       

     午後 １時１０分再開 

○議長（実友 勉君） 休憩を解き、会議を再開いたします。 

  続いて、西本 諭議員の一般質問を行います。 

  15番、西本 諭議員。 

○１５番（西本 諭君） 15番、西本でございます。議長の許可をいただきましたの

で、３項目について一般質問をさせていただきます。 

  まず、１点目は、ＡＥＤの総点検をということで伺います。 

  2004年に市民によるＡＥＤの使用が認められて以降、急速にその設置が進み、Ａ

ＥＤによって救済される事例が数多く報告されております。しかしながら、いまだ、

毎年７万人に及ぶ方が心臓突然死で亡くなっているとのことであります。そこで、

設置から約14年が経過した状況の中で、さらなる活用を求めて総点検の必要性があ

ると考えますので、以下５項目について伺います。 

  市内に何台の設置で使用事例は何件か。そして、機器の更新状況は。そして、使

用時に機器の不備はなかったか。全て24時間持ち出し可能かどうか。また、ＡＥＤ

講習会の実施状況を伺います。 

  そしてさらに、二つ目は、ＡＥＤを含む学校現場における救命教育の現状を伺い

ます。 

  学校現場では、毎年100名近くの児童生徒の心停止が発生しております。その中

には、平成23年９月のさいたま市で、小学校の６年生の女子児童の事故のように、

ＡＥＤが使用されずに救命できなかったという事例も複数報告されております。そ

のような状況の中で、既に学校における心肺蘇生教育の重要性については認識が広

がりつつあると思われますが、そこで伺ってまいります。 

  学校現場におけるＡＥＤの設置状況と使用状況は。そして、学校現場における救

命教育の現状と方針について伺います。 
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  そして、三つ目は、小中学校における夏場の学習環境について、エアコンの設置

を求めて伺います。 

  近年は地球温暖化の影響で気温上昇やＰＭ2.5等による、夏場の教室における学

習環境が厳しい状況があります。エアコン設置の必要性が高まっていると考えます。

現在、各教室には扇風機が設置されていると思われますが、児童生徒には生理的、

心理的に負担をかけない学習環境を提供する必要があると考えます。 

  また、文科省は、今年度から学校の教室における望ましい温度を今までの10度以

上30度以下から17度以上28度以下に変更するという学校環境衛生基準の改定を行っ

たと認識しているところでございます。 

  そこで伺います。夏場における今後の学習環境と改善についての考えを伺います。 

  これで１回目の質問を終わります。 

○議長（実友 勉君） 西本 諭議員の一般質問に対し、順次答弁を求めます。 

  福元市長。 

○市長（福元晶三君） それでは、西本議員の御質問にお答え申し上げたいと思いま

す。 

  ＡＥＤの関係について、考え方というか、その部分だけ御答弁申し上げまして、

あと学校教育を含めて教育長、また具体的な部分については担当部長よりその数値

も含めて御答弁申し上げたいと、このように思います。 

  ＡＥＤにつきましては、心肺停止に対する救命措置として、心肺蘇生法と合わせ

て活用することが非常に有効で、有事の際に、ＡＥＤの使用により生存率が飛躍的

に向上するなどの統計もあることから、ＡＥＤの設置、さらに活用の重要性につい

ては十分認識をしているところであります。 

  市としましても、現在、公共施設に設置しているＡＥＤの適正な維持管理に努め

るとともに、有事の際に、いかに有効に活用していただけるかということも大事な

部分でありますので、今後も引き続き普及さらに啓発に努めていきたいと、このよ

うに考えております。 

  あとのことについては先ほど申し上げたとおり答弁申し上げたいと思います。 

○議長（実友 勉君） 西岡教育長。 

○教育長（西岡章寿君） 私の方からは、ＡＥＤとエアコンについての３点について

のお答えをしたいと思います。 

  まず、ＡＥＤにつきましては、全ての公立保育所・幼稚園・小学校・中学校に設

置しております。 
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  学童保育所につきましては、基本小学校のものを使うことにしておりますが、別

棟で学童を行っております山崎・城下・河東・一宮北学童保育所についてはそれぞ

れの施設に設置しております。 

  また、教育総務課には、自然学校とか遠足に行くときに携帯できるように２台の

ＡＥＤを準備しております。 

  使用状況でありますが、先生には一度実際に使われたことがあるんですが、児童

や生徒については今のところ使用事例はありません。 

  なお、学校では毎年消防署に指導を依頼しまして、救急救命の中でＡＥＤについ

ての講習を受けております。 

  次に、救命救急の現状と方針ということでありますが、これは中学校の保健体育

の目標の一つに、傷害の防止についての学習を行うという項目があります。学習内

容は、傷害の防止について理解を深めるとともに、応急手当をすることとなってお

ります。応急手当を適切に行うことは、傷害の悪化の防止や心肺蘇生の必要性及び

重要性について身につける必要があるために、救命についての教育は大変重要な内

容であるというふうに認識しております。 

  本市では毎年、宍粟消防署の協力を得まして、市内の保育園、幼稚園、認定こど

も園、小・中の教職員が参加しまして、胸骨圧迫またＡＥＤを使用しての心肺蘇生

法の講習を毎年これは実施しております。 

  また、この講習会に参加した教職員はしっかり学びまして、自ら講師となりまし

て、各勤務先におきまして保護者会であるとか、また生徒を対象にした講習会を実

施しまして、生徒は応急手当による傷害の悪化防止について大体２時間から３時間、

毎年これも学習に取り組んでおります。講習会はプールが始まる、ちょうど今ごろ

の時期に開催をしておりまして、事故の未然防止に今後も努めていきたいと、この

ように考えております。 

  それから、これからも保健等の時間を活用しまして、心肺蘇生法など応急手当の

大切さについての学習を進めまして、発達の段階に応じた命を守り抜くための主体

的な行動、また態度の育成に取り組んでいけたらというふうに思っております。さ

らに、初任者研修等でもＡＥＤや包帯法等の救命救急に役立つ医療機器等の活用に

ついても研修を行いまして、教員の資質向上に努めていきたいと、このように考え

ております。 

  最後に、エアコンについてでありますが、近年、宍粟市におきましても地球温暖

化の影響が顕著になってきているということで、年々気温が上昇しているというこ
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とは認識しております。 

  これらの対策としまして、議員提案によりまして、平成26年度に小・中学校の普

通教室や特別教室、全てに扇風機を設置しまして、児童生徒の教育環境の改善に努

めてきたわけでありますが、しかしながら、扇風機のみでは著しい学習環境の改善

には至っていないということも事実ではないかと思います。 

  そこで、よりよい学習環境の確保のために、教室への空調設備の導入については、

今のところ校舎を新築する場合にあわせて設置しているところであります。事業実

施に際しましては、財源、特に国からの補助金を活用せざるを得ないということが

ありまして、ここ最近、国からの補助金につきましては、地方からの要望が全て採

択されるというふうになっていない状況もありますが、学習環境改善のために、ま

ず中学校から優先して、計画的に事業実施に向けて取り組んでいきたいと、このよ

うに考えております。 

  以上でございます。 

○議長（実友 勉君） 富田まちづくり推進部長。 

○まちづくり推進部長（富田健次君） 私のほうからは、ＡＥＤの状況につきまして、

詳しい数値等を御質問いただいておりますので、お答えさせていただきたいと思い

ます。 

  まず、ＡＥＤの市内の設置台数、使用事例の件数についてでございますけども、

設置箇所・台数につきましては、民間におきます自主的な設置もございまして、全

てを把握することはできておりません。しかしながら、西はりま消防組合が把握し

てございます設置箇所数と、それから日本救急医療財団の全国ＡＥＤマップに示さ

れております箇所数から、合計123カ所に設置されているということが確認できて

おります。うち市有の施設につきましては86台ということでございます。 

  また、施設に設置していますＡＥＤを実際に使用した事例は、過去５年間で２件

ということを西はりま消防組合に確認をいたしております。 

  次に、機器の更新状況につきましては、民間における更新状況までは把握してご

ざいませんけども、市が設置しておりますＡＥＤにつきましては、耐用年数によっ

て適宜更新を行っているというところでございます。 

  次に、使用時に機器の不備はなかったのかということにつきましては、不備があ

ったということはこれまで聞いていないというところでございます。 

  次に、24時間の持ち出しについてでございますけども、市が設置しておりますＡ

ＥＤにつきましては、防犯等の観点から基本的に施設内に設置してございます。施



－177－ 

設の閉鎖後は持ち出しはできないということになるんですが、宿直員がおります市

役所、それから市民局につきましては、持ち出すことが可能となってございます。 

  さらに、ＡＥＤの講習会の実施状況なんですが、それにつきましては、平成29年

度でＡＥＤを使用した講習会等は71回で、受講されました人数は延べで2,583人と

なってございます。 

  以上、御質問にお答えさせていただきます。 

○議長（実友 勉君） 15番、西本 諭議員。 

○１５番（西本 諭君） では、再質問させていただきます。 

  このＡＥＤにつきましては、私自身も議員になったばっかりのときにＡＥＤが設

置がスタートしておりましたんで、少しかかわっておったんですけども、いわゆる

ＡＥＤの設置そのものが大丈夫なのかという部分もあるんですけども、まず状況か

ら言いますと、119番して救急車が現場に到着するまで、全国平均で8.5分かかると

いうことでございます。その場にいる人が救急車が到着までの間、心肺蘇生、要す

るに心臓マッサージですね、そういうものを行うわけですけれども、救急車を待つ

間にＡＥＤを使用した場合、１カ月後の生存率は53.3％、ところがＡＥＤを使用し

なかった場合は11.3％と生存率がね。いうことで、ＡＥＤを利用することが約4.7

倍、５倍近い生存率を生むということでございます。 

  また、１カ月後の社会復帰はＡＥＤを使用した場合、45.4％の方が社会復帰され

ている。そうしなかった場合は6.9％の社会復帰がされているということで、これ

も6.6倍、ＡＥＤを使った場合がね。そういう大変すばらしい機器でありシステム

でありますので、これを活用しない手はないということで、いろいろ今総点検をす

べきではないかという意味で、今しっかり使っていらっしゃるんですけど、総点検

をすべきではないかというものが一つあります。 

  いろんなそういう状況が起こったときに、そこに居合わせる人は、そのときでな

いとわからないんですけども、そのときの人が対応するしかないということで、居

合わせた人が当事者になってしまうということで、このＡＥＤを使う、そういうこ

との前提はやっぱりどこにあるのかということが非常に大切です。 

  ここに、議員の方がおられますけども、じゃあ、どこに置いてあるかと。さっき

教育長も言われましたし、そういう公共施設にはあるというのはわかります。だけ

ど実際どこにあるのかということがわからない状況の中では、ＡＥＤは使用できな

いということであります。ですから、それを例えば今まで市の広報の中でここにＡ

ＥＤがありますよとか、いろんな形で、今まで10年たつわけですけども、そういう
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告知をされて、そういう運動に個々にはやっているかもわかりませんけどね、誰も

が知れるような体制づくりというか、そういうものも今日、明日、自分がそこに立

ち会うかもわからないという状況の中で、また場所によっても全然知らないところ

に行って立ち会う場合もあります。そうするとわからないと。こういう状況をいか

に効率よくするかいうことが大事だと思うんですね。 

  そんな中で、過去にここにありますよでもいいですし、こういう使い方ですよと、

広報なり何なりでやった経緯はありますか。 

○議長（実友 勉君） 富田まちづくり推進部長。 

○まちづくり推進部長（富田健次君） ＡＥＤの設置場所の紹介というんですか、周

知であったり、その使用方法ということなんですが、ちょっと私の記憶では周知し

たことがないんじゃないかなというふうに思っております。 

○議長（実友 勉君） 15番、西本 諭議員。 

○１５番（西本 諭君） 私もちょっと見たことがないなという思いがするんですけ

ど、それはそれでちょっと今回また反省していただいて、やっぱりＡＥＤのあると

ころがわからないのにどうやって対応するのかということが当然出てきますから、

やっぱりその場にいて、何もしないのが一番だめな状況だと思うんですよ。できる

ことをするということで、設置場所を例えば知っているかどうかで大きく命にかか

わってくるということがわかります。 

  例えば、いざ使おうとしたときに、メンテナンスの件ですけども、不備はなかっ

たということではございましたけども、機器の不備はなかったとは思うんですけど

も、やっぱりさっき言われました夜間閉まっているところだとか、あるんだけども

持ち出せないという状況はなかったでしょうか。 

○議長（実友 勉君） 富田まちづくり推進部長。 

○まちづくり推進部長（富田健次君） 使いたいんだけども、夜間閉まっていて使え

ない状況はあったのかということなんですが、ちょっとその状況については把握し

てないというか、私のほうで確認できてないというところでございます。 

○議長（実友 勉君） 15番、西本 諭議員。 

○１５番（西本 諭君） 消防署のほうは、例えばＡＥＤの設置場所は全部把握して、

どんな状況のところにあるかというのも把握されていますか。 

○議長（実友 勉君） 富田まちづくり推進部長。 

○まちづくり推進部長（富田健次君） 民間のものも含めて全てというところではな

いと思うんですが、先ほども御答弁させていただきました医療財団のホームページ
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に載っているところとか、それから消防署と協定を結んでいる事業所とか、そうい

ったところについては消防組合のホームページに掲載されておりますので、その部

分については把握されていると思います。 

○議長（実友 勉君） 15番、西本 諭議員。 

○１５番（西本 諭君） いざ、使いたい人がある場所がわからない。使えないとい

う状況を少しでも回避するために、例えば今スマホなんかでいろんなアプリがあり

ます。そのＡＥＤの設置場所をこういうアプリにまとめて、ＧＰＳ機能があります

から、例えばそこで検索すると近くのＡＥＤが見つかる。そういうアプリとか、例

えばの話ですよ。また、取りに行けない場合もございますから、もしそこに管理人

か誰かがおれば、持ってきてもらうように連絡先があるとか、そういう誰もがすぐ

に知り得るような、知らなくても知り得るような、そういうアプリなんかを、どん

なものかちょっとわからないんですけど、そういうものを市内でがっちり確認する

という部分で、今後例えばそういう考えは市長、どうですか、ないですか。 

○議長（実友 勉君） 福元市長。 

○市長（福元晶三君） 先ほど担当部長も答弁したとおり、2004年にこれを導入する

ときに、多分旧それぞれ４町の中で表示しなさいということで、広報なんかでここ

に設置しておりますよということは多分表示しておると思います。私もかつてその

任におったときには、多分広報か何かで表示して、ただ、やっぱりそこにあるよと

わかっておっても、実際にどう使うかということで、いわゆるいろんな先ほどあっ

たとおり、昨年度71回で2,300人余りが講習を受けていただいておるわけでありま

すが、実際にはいろんなところで使うということが非常に大事、いくらそこにある

のがわかっておっても使うということが。私も実際、先ほど教育長から答弁があっ

たとおり、ある体育館でバレーのところで実際にそういうことがあって、たまたま

そのときには消防署の職員がいましたので、すぐさまそのＡＥＤを持ってきて、す

ぐやったんですが、我々がそういうときにいかに使えるかということがなかなか難

しいんですけども、その両面からやっぱりこの際、先ほどおっしゃったように、こ

の契機にいつでも誰でも気軽にと言えばいかんのですが、可能な限り自らがそれが

使えるようなこともある意味大事な部分ではないかなと思います。 

  おっしゃってたように、私、アプリがどうなっているかはちょっとよくわかりま

せんけども、可能な限りこういったところにありますよ、もしそういう場合に遭遇

したときには、どうぞ訓練をしていただいておったら使えますよとか、操作手順が

書いてあるわけでありますが、いざいうときはなかなかそれもいかないということ
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がありますので、そういうことも含めて今後このことについては、啓発を含めてや

っていきたいと、このことが重要と捉えております。 

○議長（実友 勉君） 15番、西本 諭議員。 

○１５番（西本 諭君） まず、ありかというか、設置場所がわからないとどうしよ

うもないということ。それと、さっき市長も言われましたように、日ごろの訓練と

いいますか、訓練といいましても、私も何回かＡＥＤ体験しているんですけど、や

っぱり日がたつと自信がなくなってくるということがありますんで、これは繰り返

し繰り返しやる必要があると思います。それは、当然地域なりいろんな単位で実施

するもの、また小単位で勉強するものという、この繰り返しをしていかないと、１

回やったから、はい、終わり、もう大丈夫というわけにはいきません。いざとなっ

たらやっぱり訓練というか、と同時に勇気ですね。これやろうと、例えばその場に

は何人かしかいないときに、あんたあんたという気持ちでおったらだめなんで、自

分がやろうという気持ちになって、まずそういう体制ができるようにする必要があ

ります。 

  ということで、何とかそういう実質的に使えるような状況、５年間で２件のＡＥ

Ｄ使用があったという先ほどの話でございましたけども、このＡＥＤ使用の方の生

存というか、そういうことだけでも結構ですが、どういう状況かというのだけでも

わかりますか。 

○議長（実友 勉君） 富田まちづくり推進部長。 

○まちづくり推進部長（富田健次君） 状況というんですか、その結果ということな

んですが、２件ございまして、１件は結果として重症というんですか、そういうこ

とらしいです。それから、もう１件は残念ながらという状況ということで聞いてお

ります。 

○議長（実友 勉君） 15番、西本 諭議員。 

○１５番（西本 諭君） いわゆる本当に安心安全なまちをつくろうというときに、

こんなすばらしい機械があって、心停止になっても心臓マッサージをすることによ

って、半分の人が生存できるというぐらいの機器があるにもかかわらず、設置場所

がわからなかったり、使い方がわからなかったり、そしてまたそのときに使えなか

ったりという状況はやっぱりこれはまずいと思います。ですから、例えば10年前は

コンビニがそんなになかったんだけど、今24時間やっているコンビニがありますよ

うね、これは民間になりますけど、そこに今もう24時間やってますから、人がいま

すから、そこに預けて緊急のときにここにＡＥＤがあるよという、例えばそういう
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預かってもらうという働きかけ、また、派出所なんかはこれふだん置いているとは

思うんですけど、その辺の市民が見てわかりやすくて、それで使いやすい、公共施

設なんかはいつも閉まっているような感じがしますんで、なかなか管理人がおらん

と出せんというんでは、ほとんど使い勝手が悪いと思うんですよ。もうちょっと使

い勝手も考えながら、室外に設置するといろんな別の問題もあるかもわかりません

けどね、その辺をさらに研究していただいて、もうちょっと使い勝手のいい、また

効果のあるものにしていただきたいと思うんですけども、いかがでしょうか。 

○議長（実友 勉君） 富田まちづくり推進部長。 

○まちづくり推進部長（富田健次君） お話のございますように、24時間利用できる

状況をつくるというのは、人命を救助する上で非常に重要かなというふうに思って

ございます。全国的にはコンビニエンスストアとの連携によりまして設置をしてい

るところもございますし、また、先ほどお話ございました警察署、駐在所、こちら

も24時間あいているということもございます。一部にはＡＥＤでございましたら貸

し出しをオーケーなんですが、ない駐在所もございます。そういったところとの連

携とか、また消防署も24時間あいてございますので、そういったところとの連携に

ついて、また今後研究・検討していきたいというふうに思っております。 

○議長（実友 勉君） 15番、西本 諭議員。 

○１５番（西本 諭君） 是非その辺もこの機会に総点検という意味でいろいろ告知

状況なりを調査して何とか本当は使ってほしくないんですけども、もしものときに、

使いやすいように準備すると。これ機器の更新っていうのは何年ぐらいで、幾らぐ

らいかかるんですか。 

○議長（実友 勉君） 坂根企画総務部長。 

○企画総務部長（坂根雅彦君） 機器について、それぞれ耐用年数がまちまちであり

ます。短いものでは２年、３年というものもありますし、７年、８年というものも

ございます。市のほうについては、それぞれの耐用年数を見まして、それが切れな

い段階で更新をするということで今対応をしています。 

  ちなみに、平成29年度からはこれまで購入しておったんですが、リースという形

式が安価で、さらには消耗品もその中に含まれるということで、より安価に更新が

できるということで、その方法で今更新をしておる状況でございます。 

○議長（実友 勉君） 15番、西本 諭議員。 

○１５番（西本 諭君） ちょっと思い出しましたけど、私が通告した後にＡＥＤの

テレビ放映があったみたいで、関係のね。ぽつりと言われたんですけど、学校が統
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廃合になって、廃校になっていますよね。そこにあったＡＥＤはどこへ行ったんか

なあいうて、質問を受けたんですけどね、それはそれとして、そういう状況が例え

ばそこにないんならないでいいんですけど、そういうお知らせをしとかな、近所の

人はあると思ってたのにないと、廃校になってしまったからないと。どこにあるん

やろかなあいう話をちょっと聞きましたんで、ちょっとお伝えしておきます。何か

あれば。 

○議長（実友 勉君） 前田教育部長。 

○教育委員会教育部長（前田正人君） 学校の廃校等に伴いましたＡＥＤにつきまし

ては、今担当部長のほうが答えましたように、耐用年数のところで切れたやつにつ

いてはもう更新をしていない。それから、まだ使えるとこにつきましては、更新切

れのとこと入れ替えをしたりして、適時使わせていただいておりますので、ただ、

学校がなくなったとこで、そこに今まであったのが、もうそこにはないですよとい

う周知徹底まではちょっとできていないかと思いますので、そこら辺についてはま

た何かの機会でお知らせはしたいと思っています。 

○議長（実友 勉君） 15番、西本 諭議員。 

○１５番（西本 諭君） そういう形で是非よろしくお願いします。 

  次の質問なんですけども、質問というか、これＡＥＤの続きのようなもんなんで、

ちょっと分けただけの話なんですけども、中学校では、特に宍粟市では頻繁にいろ

んな活動をやられているということで安心なんですけども、子どもたちもやっぱり

その場に居合わせる一人でございますので、そういう情報を持っていることは大切

なことだと思いますし、もちろんＡＥＤが使えれば一番いいんですけどね。だから、

是非学校でいろんな方にかかわっていただきながら、人の命を助けるという意味で、

是非推進していただきたいということでございます。 

  先ほども言いましたけども、埼玉県の小学校の女子児童が駅伝の途中で亡くなっ

たということなんですけども、救急車が来るまでに11分間、ＡＥＤを含めて救急処

置が行われなかったと。ところがよく聞けば、学校関係者は２週間前に救急講習を

受けていたにもかかわらず、誰もＡＥＤに走るとかいうことがなかったということ

なんですよ。だから、学校で講習を受けたとしてもやっぱり人ごとになってないか

というふうに、そんなことはないとは思うんですけども、うちはね。２週間前に講

習を受けたばっかしなのに、そういう対応ができなかったと。それで亡くなってし

まったという事例がありますんで、形だけではなくて、本当に人の命という部分で、

そしてまたそこには行動しようと思えば勇気が要ります。その勇気もスイッチを入
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れるというか、是非そういう形でお願いしたいと思います。できれば中学生はしっ

かりしたそういうＡＥＤの使用方法を学んでいただいて、小学生高学年については

そこまでいかないですけれども、さっき言われてましたけども、圧迫君ですか、そ

んなのを使いながら、人の命ということを十分に配慮していただきたいなと思いま

す。 

  ほかの地域では、やっぱり子ども救命士という形で小学校３年から中学までずっ

と毎年ぐらいやって、そういう意識をつけているところもございます。それぐらい

毎回毎回やらないと、なかなか厳しいということがありますんで、是非そこまでな

かなか厳しいかもわかりませんけども、学校内においても一人で立ち会う場合がご

ざいますので、何が自分にできるかという部分でしっかり人の命を守る行動に出て

いただきたい。何もしないことが本当に僕自身も例えば自分の子どもじゃなくても、

自分の子どもでも同じすけど、何もできないです。そういうことは自分の子どもだ

ったらあり得ないと思いますし、また、そういう気持ちになれるというか、そうい

う部分も必要だと思いますんで、是非学校のほうでもそういう教育をしっかりお願

いしたいと思います。 

  教育長、何か。 

○議長（実友 勉君） 西岡教育長。 

○教育長（西岡章寿君） 先ほどもちょっと言いましたけど、８年か９年前になるん

ですけども、ＰＴＡの方と職員と夜親睦のバレーをしておりまして、私休憩してお

りましたら、１ゲーム終わった50代の子が隣の椅子に座ってパタンと倒れたんです。

ああ、ああ、ああって思うんですね、何かが急に起こったら。私、前にひったくり

に遭うたことがありまして、単車が持っていってしもうたんやけど、私声出そうと

思ったんやけど、おお、おお、おお言うたら向こうへ行ってしもうて、だからね、

みんな気が動転したりとか、びっくりしたときって声出せんもんですわ。だから、

校長先生にお願いして、大きい声を出す練習もさせてくれ言うたりして、依頼した

ことがあるんですけども、たまたまそのときは先ほど市長が申しましたように、消

防署の方と総合病院の看護師さんがいらして、ＡＥＤ取ってきてってものすごい大

きい声で言われたから、おる者が走っていって取ってきて、セットしたら、みんな

見ておる前でボーンとやったと思ったら、すうーと息吹き返されまして病院には行

ったんですけど、あと元気になられたということで、本当にＡＥＤは今、西本議員

が言われますように、命を守ると、命を救うという意味では大変効果的なものだと

思っております。 
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  学校に置いておるんは、割と玄関に置いておりますので、分厚いドアがあるんで

すけども、学校ではそういうことがあった場合、地域から取りに来られても石でガ

ラスをめんで入って持ってもらって結構ですというふうに言うとんです。やっぱり

命を守るのが一番やということで、是非これを見られておる方でそういうことがあ

ったら、玄関めんででもそのＡＥＤを使うんやという意識を持ってもらったらあり

がたいなということをちょっとつけ加えさせてもらいます。 

  それから、学校では、今言っていただいたように、毎年訓練しております。生徒

は全部一人ずつ５、６人の班になってダミーの人形で胸骨圧迫というのを、これも

昔と違うて今はやり方が違うておりますから、年々研修せんとあかんのですけども、

そういうことからＡＥＤの使い方、それからち三角巾の当て方とか、応急救命の方

法も子どもたちは全員学んでいると。それがすぐに使えるかどうかはわかりません

が、使えるように毎年繰り返すと。 

  それから、保護者の方も小学校の今ごろちょうど参観日のときに、プールが始ま

ったりするんで、全部参観日に来ていただいておる方は全部やっていただいていま

す。また、その時期にできない場合は、自治会懇談会の席を活用して保護者の方に

もみんなＡＥＤ救急救命のやり方を学んでいただくということで、市内は全小中学

校でやっていますので、今後もＡＥＤ、救急救命の大切さを認識して研修は続けて

いきたいなというふうに思います。 

○議長（実友 勉君） 15番、西本 諭議員。 

○１５番（西本 諭君） ちょっと教育長、忘れてましたけど、応急手当普及委員と

いうのが学校に、その心肺蘇生のあれを資格を持った人がおるんですか。そういう

人はいてない。 

○議長（実友 勉君） 西岡教育長。 

○教育長（西岡章寿君） それが何人いるかというのは、ちょっとつかんでいないの

で、また一回確認しておきます。私もそれ取ったことあるんですけど、何年それが

有効なんやということをちょっと知らんもんで、また研究してその数も押さえてお

きたいと思います。 

○議長（実友 勉君） 15番、西本 諭議員。 

○１５番（西本 諭君） 先ほど言いましたように、２週間前に講習を受けたのに何

もできなかったということがないように、しっかりよろしくお願いします。 

  それから、最後の質問ですけれども、状況は今聞きましたけども、今温暖化で非

常に勉強がしづらいと。教室の中でも窓際と廊下側では温度が全然違うと思うんで
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す。文科省の調べでは、昨年４月現在の空調導入率は公立小中学校が41.7％いうこ

とで、前回の調査からは11.8％上がっているということなんです。３年前の調査よ

り上がっているということなんで、年々全国的には空調化にいっているとは思うん

ですけども、先ほど言いましたように、文科省の基準が変わったということがあま

して、昔は30度を超えないと稼働させないというふうに言われていたと思うんです

けど、これを今度は概ね28度とかいう形で、ある程度緩和する、本当に体感で30度

かどうかも必要ですけどもね、これは大変やという部分で指導要領の規定そのもの

も緩和するぐらいの状況で、ただ温度のみを管理するんではなくて、生徒の体調、

また勉強する意欲、その辺をやっぱり十分確保する必要があると思いますんで、是

非これはエアコン化に今新しいところはついているということなんですけども、じ

ゃあ、今までの旧校舎についてはどういうふうな考えでおられるか、お聞きします。  

○議長（実友 勉君） 前田教育部長。 

○教育委員会教育部長（前田正人君） 最初の教育長の答弁にもあったですが、まず

最初に中学校のほうを全て空調を整備していきたいという計画を今持っております。  

  それで今、中学校では一宮南中と一宮北中は新設のときに設置をされております

ので、あと残り５中学校があるんですけども、山崎西中学校は平成31年度ぐらいか

ら、それを皮切りに残りの中学校に順次計画的に配置し、その後また南部のほうの

小学校のほうからも順次整備、そういうような計画をもって改善には進めていきた

いと思っています。 

○議長（実友 勉君） 15番、西本 諭議員。 

○１５番（西本 諭君） できるだけ格差が出ないようによろしくお願いします。 

  市長、これエアコン化しよう思ったら、かなりの費用、リースにするかどうかは

またあれですけども、かかると思うんですけど、何とか財政的にバックアップして

いただいて、できるだけ早く勉強しやすい環境をつくるようにお願いしますけども、

一言お願いします。 

○議長（実友 勉君） 福元市長。 

○市長（福元晶三君） 今設置している状況は部長が申し上げたとおりでありますが、

計画をもって順次進めていきたいと、このように考えています。 

○議長（実友 勉君） 15番、西本 諭議員。 

○１５番（西本 諭君） 学校施設というのは、災害のときにも活用します。そうい

う形でできるだけ早目に進めていただいて、そういうときにも使えるようにしっか

り子どもたちの勉強がはかどるといいますか、充実するような環境をつくっていっ
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ていただきたいということで私の質問を終わります。 

  以上です。 

○議長（実友 勉君） これで、15番、西本 諭議員の一般質問を終わります。 

  続いて、津田晃伸議員の一般質問を行います。 

  １番、津田晃伸議員。 

○１番（津田晃伸君） １番、津田晃伸です。議長の許可を得ましたので、通告に従

い一般質問を行います。 

  今回は、大きく３点です。まず一つ目は、森林大学校についてです。 

  県立である森林大学校が、昨年宍粟市に開校されました。誘致に際して福元市長

も廃校予定の染河内小学校跡地の提供等の英断は非常に評価しております。まさに

森林が90％を占める宍粟は、森林の持つ多面的機能を習熟し、将来の森林経営や森

林業にかかわる人材育成に最適の場であると考えております。 

  そこで、今年度の卒業予定の生徒に対して市としてどのようにかかわっていこう

とされているのか。また、宍粟市への森林、林業への就職を斡旋し、定住させる施

策は検討されているのでしょうか。 

  昨年度は定員20名に対して17名と定員を割っておりました。今年度は20名の定員

に対して20名の定員が生まれました。今後、少子化が進む中、市としても学生の確

保に向けての施策は検討されているのでしょうか。 

  続けて２点目です。地域おこし協力隊・地域おこし企業人についてです。 

  地域おこし協力隊については、総務省の調べでは、平成29年度997の自治体で全

国に4,976名の隊員が活躍されています。平成28年度から比較しても852名の増加を

しております。こういった状況下でどの自治体も隊員の確保に向け、募集動画の作

成を行ったりと非常に隊員の確保も厳しい状況になっております。 

  また、地域おこし企業人においては、平成28年度は32の市町村で37名が、平成29

年度においては50市町村で57名の方が活躍されております。現在も多くの自治体が

募集をされている状況です。 

  このような状況を市長はどのように捉え、今後、隊員等の獲得に向けて宍粟市を

どのようにＰＲして目を向けてもらう施策を検討されているのでしょうか。 

  最後に、第三セクターの経営についてです。 

  昨年の９月議会の同僚議員の一般質問の中で、副市長からは、第三セクターの経

営について、今すぐはできないが、将来的には経営の現場にいる者が社長になるべ

きだという答弁がありました。今後の第三セクターに対する市の役割、かかわり方
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と運営方針に対する市長の考えを伺います。 

  以上で、１回目の質問を終了します。 

○議長（実友 勉君） 津田晃伸議員の一般質問に対し、順次答弁を求めます。 

  福元市長。 

○市長（福元晶三君） それでは、津田議員の御質問にお答えを申し上げたいと、こ

のように思います。 

  まず最初に、森林大学校についてでありますが、第１期生として卒業が見込まれ

るのが15名であると聞いておりまして、その多くが就職を希望されておるという状

況であります。 

  市としても、県立の森林大学校の運営に関する協定によりまして、地域の学習環

境の整備であったり、居住環境の向上などの取り組みを進めておるところでありま

す。 

  林業の担い手確保のために、より多くの卒業生が市内で就職をしていただけるよ

う、兵庫県内の森林あるいは林業関係団体を通じて積極的な雇用の受け入れをお願

いしておるところであります。さらに、国においてはいろいろ財政上厳しい中では

ありますが、国も森林と、あるいは海外への輸出とかそんな状況も相まって、「緑

の雇用」ということで、現場技術者育成推進事業にいろいろ国も支援をしていただ

いておりまして、宍粟市も独自で上乗せをして支援をしておる状況であります。 

  また、その緑の雇用制度に合致しない場合についても市が独自で支援をしておる

状況でありまして、森林大学校ができたと同時に、含めてでありますが、市内でで

きるだけ働いていただく場を提供するという意味で、そういった支援策も現在独自

で創設をしておるところであります。 

  それから、大学校の学生確保、このことについてでありますが、学生の受け入れ

環境を整えるために、御承知のとおり、それぞれの特に一宮管内に空き家を活用し

たシェアハウスを提供しておりまして、今年度定員の20名の確保にも一定寄与でき

たのではないかと、このように考えております。 

  昨年の秋からいろいろ入学試験というんですか、いろいろあったところでありま

すが、私が聞いておりますのは、27名応募があって20名ということになっておると

いうことであります。２年目を迎えて徐々に希望が増えつつあるのではないかなと

思っておりますが、まだ２年でありますので、そうは言えないと思いますが、現状

では今20名と、こういう状況であります。 

  引き続き、地元で一緒になって、森林大学校育成協議会をつくっていただいてお
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りますが、地元の受け入れ体制を含めて密に十分連携して、学生の生活環境をサポ

ートする、このことも大事だと思っておりますし、昨年来お話ししたかもわかりま

せんが、高校行事へも積極的に大学として参加をしていただいて、森林大学校に興

味・関心を持っていただくような努力もしていただいておると、こういうことであ

ります。そういったことを通じて。生徒を増やす取り組みをさらに進めていきたい

と、このように考えております。 

  次に、地域おこし協力隊並びに地域おこし企業人の関係の御質問でありますが、

まず、地域おこし協力隊についてでありますが、全国的に取り組み団体や隊員数が、

先ほどお話があったとおり増えている中で、人材確保が現状として大きな課題と、

こうなっております。募集をかけても全く応募のない自治体もあるように聞いてお

るところでありますが、宍粟市は平成29年度の募集状況は、六つの地域・団体の募

集に対し、６名の応募があり、そのうち３名を採用したという状況であります。地

域やあるいは団体の皆さんともうまくコンサンサスをとりながら、面接をしながら、

先ほど申し上げたように最終的に３名が採用されたと、こういうことであります。 

  この状況では決して十分とは言えない状況でありますが、これまで、宍粟市にお

いては、隊員の皆さんにはそれぞれの活動や宍粟市の魅力のＰＲなど、情報発信と

ともに、地域おこし協力隊の全国サミットや県の地域づくり団体交流会など、それ

ぞれ隊員の皆さんも努力をしていただいて、その宍粟市の魅力を発信をしていただ

いておるところであります。このことが宍粟市の協力隊制度の信頼にも繋がってお

るということもありますし、隊員自らもいろいろな形で協力隊へ参加をしてほしい

というようなことも、宍粟市へということも発信をしていただいておるところであ

ります。 

  次に、地域おこし企業人についてでありますが、このことにつきましては、観光

振興あるいは特産品の開発、第三セクターの経営改善であったり、再生可能エネル

ギーの推進だったり、あるいは民間企業のノウハウや知見を生かして、地域課題の

解決に向けた取り組みや地域経済のさらなる発展に繋げていくために、国が地域お

こし企業人制度というのをしておるところでありまして、それに宍粟市も応募をし

ているところであります。 

  企業人の受け入れを実現するには応募をして待っていても、実現はなかなか難し

いと、このように考えております。今応募しておりますが、なかなかない状況であ

りますし、いろいろ委員会等でも報告しておるんじゃないかと思いますが、こちら

から足を運んで企業との面談の中で本市の現状や課題等々、あるいは特に宍粟市の
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全国レベルのカヌーの大会であったり、あるいは森林セラピーや豊かな森林づくり

の状況、さらに日本酒発祥の地とか、あるいは発酵のまちづくりとか、宍粟市なら

ではの取り組みを私自身が十分説明をしてどうぞということを通じて実現していく

ことが必要だろうと、こうは考えておりますので、そういった方向で今後さらに積

極的に宍粟市へ来ていただくような方向に取り組んでいきたいと、このように考え

ています。 

  次に、第三セクターの運営の関係、役割のところで市長はどう考えとんかという

ことでありますが、第三セクターについては、御承知のとおりだと思いますが、民

間の経営ノウハウや機動性を活用し、行政の目的である地域振興や地域の活性化、

雇用確保を含め産業振興等を図るために設置された法人で、宍粟市におきましては、

観光振興の拠点施設運営を第三セクターが担っていることから、その役割は非常に

重要であると、このように認識をしております。 

  市の役割につきましては、設置目的達成のために第三セクターの運営支援や経営

強化を目指した組織育成などが大きな役割でありまして、法人の主体性を最優先し

つつ、的確な助言やサポートが必要と、このように考えております。 

  現在、市が出資をしております有限会社伊沢の里、宍粟メイプル株式会社、播磨

いちのみや株式会社は、市の公の施設の指定管理者として、観光振興、特産物振興、

雇用促進等を図り、施設の管理・運営を担っていただいておりますが、経営状況に

つきましては非常に厳しい状況が続いておるところであります。 

  副市長のほうからお話があったとおり、社長が担っている状況はベストな状況と

は思っておりませんと、こういうふうな内容の答弁でありますが、現場に社長が常

駐できる人材の登用が望ましいと私も考えておるところであります。 

  とりわけ、先ほど申し上げた民間の会社、第三セクターとしておりますので、社

長の人事はそれぞれの第三セクターの決定事項であることから、市の思い、あるい

は私の思いだけでは簡単にできないこともあると、このように考えております。 

  しかしながら、いずれにしましても、第三セクターの経営の安定化は市の地域づ

くりやまちづくり、さらに観光、あるいは産業にも活力を及ぼすことから、社長の

あり方については今後検討していきたいと、このように考えておるところでありま

す。 

  以上であります。 

○議長（実友 勉君） １番、津田晃伸議員。 

○１番（津田晃伸君） それでは、随時再質問させていただきます。 
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  まず、先ほど森林大学校の件に関しては確認させていただきました。私も市長と

同じように、さらに、宍粟市へ来られた卒業生、いかに宍粟市に定住していただく

か、これが一番本当に重要なんかじゃないかなと。まだ本当に具体的な策がまだ煮

詰まってないんだろうなという感覚は今得てたんですけども、本当に今から卒業生

に向けて市として卒業生の個別面談であったりとか、実際どういう進路を望んでい

るのか。宍粟市で活躍できる場がないのかというところを今後提案していって、何

とか定住に繋げていただきたいなという考えでありますので、是非それは進めてい

っていただきたいなと思います。 

  現在、空き家をシェアハウスとして学生さんに提供されていますが、私、本当に

学生さん、これシェアハウスというのを望んでいるのかなと。特に若い世代です。

もう少し要望を聞いておもてなしの精神で、今後の学生の受け入れもやはりもっと

もっと宍粟市に来ていただきたい。そういう精神で学生を受け入れないといけない

んじゃないかなと。学生の皆さんが本当にシェアハウスを望んでいるのかなという

部分が一つ疑問に思う部分がありまして、できればその辺空き家等の利活用を積極

的に考えていただいて、市が空き家を過疎債等で買収していただいて、改造を行っ

たりとかいうことも検討していかないといけないんじゃないかなという考えがある

んですけども、市長、いかがでしょうか。 

○議長（実友 勉君） 福元市長。 

○市長（福元晶三君） 今現在、シェアハウスを利用されている学生さんは19名であ

ります。多いところの一つのハウスで４名、３名と、こういう状況でありますし、

２名のハウスで住んでいらっしゃる方もあります。 

  今年の新入生の中で、女性が３名いらっしゃるんですけども、３名の方が同じシ

ェアハウスの中で、あまり私その家の中をのぞくわけにいかないんですけども、い

ろいろお話を聞いてみますと、その３名の方は非常に楽しいと、同じような目的を

持ったところで、個別のプライバシーはそれぞれ尊重されておりますが、非常に楽

しいということは聞いております。ただ、いろいろ課題もあるようでありますが、

今のところシェアハウスの19名の生徒さんからは、かなんがようという話は聞いて

おりません。 

  ただ、全部で今21名と15名で36名ですけども、残りの10何名の方はアパートに住

んだり、あるいは直接家から通うたりと、こういう状況であります。そういったこ

とも含めて、学生さんだったり、あるいはお越しになろうとする方のニーズも十分

調査しながら、どういった形が望ましいのかなあと、これから検討していきたいと。
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ただ、私としては、地域の皆さんのいろんな要望を聞くに、できるだけ地域に若い

人たちが一緒になって住んでもらうということは、何か活力が出て、いいがようと

いうことだったので、可能な限り空き家を活用してシェアハウスを希望していただ

いたらありがたいなあと、こう思っておるところであります。 

○議長（実友 勉君） １番、津田晃伸議員。 

○１番（津田晃伸君） まあ、そうでしょう。そこまで聞いていただいているんであ

ればとは思うんですけども、今後、その空き家の改装等も考えて、やはり年ごろの

年代ですから、そういうようなプライバシーのこともやっぱり気になる部分もある

んじゃないかなと私自身は思ったんで、是非その辺はよく来られた方の話を聞いて

いただいて、そういったところにも宍粟市として力を入れていただきたいと思いま

す。 

  市長は、森林から創まる地域創生と言われています。この森林大学校を実際この

宍粟市の地域創生にどのように関連づけされて、させていこうとされているのか。

その辺を少し、私もこの任期満了時の人口目標３万7,000人、維持のための一策と

してでも、この森林大学校を捉えるべきじゃないだろうかなと思うたりしているん

ですけども、その辺の市長の考えをお聞かせください。 

○議長（実友 勉君） 福元市長。 

○市長（福元晶三君） 私も議員からいろいろ昨年度も、３万7,000ということで目

標を掲げて、それは議員から御提案があって、しっかりした目標を定めてそれに施

策を打っていってとこういうことであったので、ああいう形にさせていただきまし

た。 

  ただ、この森林大学校で生徒で、これは必ずしも全てがそうということでないこ

とはもう御承知のとおりだと思いますが、私はこの森林大学の一つの設置のコンセ

プトの中で、当然林業従事者もそうでありますし、森林を守っていこうと、森林を

次代に繋いでいこうという大きな意味での森林という意味で後継者をつくっていこ

うということでありまして、特に我がまちは、県下でも有数の森林のまちでありま

すので、今事業体もいろいろ頑張っていらっしゃいますが、基本的には人材不足と

いうことは否めない事実でありますので、まず宍粟市のそういう森林組合を含めた

事業体にもどんどん参入していただいて森林を守っていただくと、こういうことも

大事なことではないかなと思っております。 

  同時に、兵庫県下全体を見ても、なかなか人材がいないという状況でありますの

で、我がまちもさることながら、これから年数を重ねるごとに兵庫県全体の森林や、
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あるいは林業を守っていこうと、こういう立場がこの大学にあるんではないかなと、

そういうところでの大いなる期待をしておると、こういうことであります。 

○議長（実友 勉君） １番、津田晃伸議員。 

○１番（津田晃伸君） 確かに兵庫県立ですから、当然そういう考えになるのかなと

思うんですけども、せっかく宍粟市にできたものです。是非これを宍粟市で使わな

いと私は絶対にいけないと思うんですよ。本当にだからできるだけこの卒業生に対

して、宍粟市内での就職の斡旋、宍粟市で活躍ができる場を是非提供していってあ

げたいなと。そして、その人たちが宍粟市に定住していただけるような、そういう

施策を今後卒業までにある程度、この半年ぐらいで随時皆さん進路を決めると思う

んですけども、その辺是非市としても支援していってもらいたいなと思います。 

  続いて、２点目の質問に入らせてもらいます。 

  先ほど地域おこし協力隊と地域おこし企業人について、御質問のほうをさせてい

ただきました。市長の答弁のとおり、本当に地域おこし協力隊については、今まで

も議会のほうからも隊員の任期満了時、もっともっと市としてもフォローしていか

ないといけない。やはり口コミで隊員が集まっているという傾向も非常に多く見ら

れていますので、今の隊員の任期満了後に何とかこの宍粟市で活躍していってもら

えるような環境を、今の起業家支援の部分であったりとか、そういった部分でしっ

かり、その後もフォローしてあげるような体制をしていけばいいのかなと。その辺

も十分当局のほうも動いてくださっていますんで、大丈夫かなとは思っています。 

  ただ、地域おこし企業人、こちらのほうなんですけどね、兵庫県下で今現在、洲

本、養父、朝来、豊岡が既に活用されているんですね。これなぜ先にそこに来て、

宍粟市も募集しているんだけども、来ないのか、その辺の分析ってされているんで

しょうか。 

○議長（実友 勉君） 名畑産業部長。 

○産業部長（名畑浩一君） 津田議員がおっしゃるとおり、先行しまして洲本、朝来、

豊岡は企業人のほうが来て、もう既に活躍いたしております。宍粟市としましても

この制度が始まりまして後れをとった、情報を、なかなか制度のほうを活用できな

かったといったところが一番大きなことかと思います。今から先ほど市長が申しま

したとおり、ＰＲなり、直接交渉なりするなりして積極的にかかわっていかないと

なかなか集まってこない、応じてもらえないといった状況であると考えております。  

○議長（実友 勉君） １番、津田晃伸議員。 

○１番（津田晃伸君） 私もこれ地域おこし企業人ってどんな企業が来られているの
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かなって、いろいろ調べさせてもらったんですよ。この兵庫県で一番多いんですね、

実際使われているのは。洲本だったら近畿日本ツーリスト、養父が三井物産、朝来

市も近畿日本ツーリスト、豊岡においては楽天、日本リファイン、ＪＴＢと西日本、

これね、何か私これ見た感じ多分行政側からアタックしているんじゃないかなと。

じゃないと、これどういう接点で、そういう人脈があるのかなと、ほかの企業とか

も見させてもらっているんですけども、そういったところを本当にこれ半年前ぐら

いから募集されてて何の進捗もないと。これは本当に先のことを考えて、この後の

第三セクターの話にも繋がるんですけども、こういったところを特に豊岡に関して

はその３社から地域おこし企業人を活用されて、10万人泊のインバウンド観光都市

をつくるんだと。実際インバウンドの観光って５年間で40倍になっているんですよ。

すごいなと。本当にうまく民間の知恵を活用されているなと。やっぱりそういった

ところのアンテナ、市外に対してのアンテナが非常にちょっと宍粟市は低いんじゃ

ないかなという感じがしたんです。 

  先ほど市長の答弁の中にもあったんですけども、市長も２期目なんで、市内では

絶大なる支持を受けています。先ほど午前中の答弁をお聞きしまして、耳鼻科の話

を聞いたときに、大分動かれたんだろうなというのがよくわかりました。今後、是

非市内の公務は副市長や市の幹部の皆さんに任して、是非市外での人脈づくり、こ

れに注力されて、是非もっともっとトップセールスを企業にかけていっていただき

たいなと思うんですが、市長、いかがでしょうか。 

○議長（実友 勉君） 福元市長。 

○市長（福元晶三君） ただいまおっしゃったとおりだと私も思っていますし、今回

の質問をいただいて、ああ、何と申しわけないなあと思いました。先般、市長会が

あって、朝来市とかそれぞれの市長さんに聞きますと、実際、直接企業に行かれた

りしていろいろお願いしたり、それからその関係の子会社が地元にあったり、関係

の系列会社か地元にあって、そこから通じて行ったと、こんな話を聞いております。  

  我がまちにも当然全国的、あるいは世界規模で活躍されておる企業もありますし、

そういったことについてはまさにトップセールスと言いながら、現実何もやってい

なかったということで反省しておりまして、今後、いろんな形でこの協議について

は当たっていきたいと、このように考えております。 

  ただ、もう少し私自身も、じゃあ来ていただいて、一体何をどうやって何をして

もらうかということをもう少し明確にしながら、例えば先ほどおっしゃったように

インバウンドということもあります。豊岡はもともとああいう形でああいう城崎と
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いうことの大きな資源の中で、それをうまくもっとしようということでやられたよ

うであります。我がまちは森林から創まる宍粟創生ということでやっておりますが、

そういうことのぶれない形で、これから一体何をやってもらうかということをもう

少し明確にしてアプローチをかけていくことが大事やと思っておりますので、大変

申しわけないなと思っています。以後、このことを十分さらに頑張れるように努力

していきたいと、このように思っています。 

○議長（実友 勉君） １番、津田晃伸議員。 

○１番（津田晃伸君） 私も協力させていただきたいと思いますので、是非いろんな

企業にアプローチしていきたいと、一緒に我々も協力したいなと思っています。 

  私も本当に経営と政治って両輪で進めていかないと前に行かないんじゃないかな

ということを、これ私がビジネスの世界と政治の、たった１年ですけどね、これ１

年間やらせていただいて感じたことなんです。確かに民間ではもうベンチャー企業

なんかは成功すればヒーロー的に取り上げられます。本当に政治の世界もマスコミ

の報道の仕方もあるんかもしれないですけども、汚職とかこういったものを何か悲

観的なものが多いと思うんです。 

  ただ、政治の世界では、やっぱり自分の考えた施策が実現すれば、まちづくりに

貢献できますし、市民にも喜んでもらえます。そして、歴史に残る仕事もできます。

まずは本当に市長及び市の幹部の皆さん、そして我々議員が本気で宍粟市を外にＰ

Ｒしていくんだと。まずそこの意識改革が一番大事だと感じてますんで、是非皆さ

んで一緒にやっていきたいな思っています。 

  次に、３点目の第三セクターについてです。 

  本当に自治体によって多少差はあります。係長クラスとなれば行政職員一人当た

りの人件費、福利厚生を入れれば年間600万円から700万円ぐらいだと。これ自治体

にとって全て経費です。 

  ただ、一方、第三セクターの運営、道の駅なんかですと、農産物とか３億円ぐら

い、地域住民が10何名か雇い入れられています。こういったところで見れば1,000

万円や2,000万円の赤字を自治体が補塡しても、正直私、安いもんじゃないかなと、

それだけの雇用が維持できたという考えがあるんです。実際これ職員１人、２人で

新たな産業を創造して地域雇用を生み出すことってできるんだろうかなと。多分到

底不可能じゃないかなと。本当に公社、第三セクターで行政機能を補完する第２の

公共であって、赤字や黒字だけでその価値を判断することはできないと思います。 

  ただ、本当に第三セクターは地域活性化の先ほど市長も言われてました、必要な
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組織です。まず、その組織のあり方、まずはこの公益的な側面を踏まえた設立目的、

そういったのもしっかり考えて、まず現場のトップは先ほど市長が言われたように、

全国公募なり、先ほどの地域おこし企業人、そういったものでしかるべき人材を確

保する一方で、関連団体や出展者、出荷者など、その辺の協議もしっかりされて、

こうした準備を徹底的に進めることで、民間企業に負けない経営体、民間企業でで

きない地域密着型の事業展開が可能になると思います。是非今後、こういったとこ

ろで先ほども言われましたけども、地域おこし企業人を活用していただきたいなと。  

  そこで、私、一つ提案なんですけども、先ほどのトップセールスにも共通します。

是非この第三セクターの経営改善、発酵食品とか地域活性化プロジェクトの参画も

してもらえるような、地域おこし企業人を募集されています。まず三セクは経営改

善が大手の旅行会社なんかよりもカヌーやキャンプ、アウトドアスポーツ、今日午

前中、ボルダリングの話も出てました。そういったスポーツを核に企画したほうが

よいと思うんです。そこで宍粟市なんかは森林のまちです。是非コールマンとかモ

ンベルとか、そういうアウトドアブランドの企業に是非アタックかけていただきた

いと。 

  そして、特産品の開発、これには例えば日清食品さんとか、サントリーさん、キ

リン、グリコさんとかといったそういう食品メーカーさん、最後に移住、起業促進

には電通やリクルートさんなどの広告代理店、あとは大和総研や三菱総合研究所の

ようなシンクタンクと呼ばれるような企業、こういったところに目をつけていただ

いて、是非アプローチかけていただきたいなと思いますんで、一度御検討いただき

たいなと思います。 

○議長（実友 勉君） 福元市長。 

○市長（福元晶三君） 地域おこし企業人についてでありますが、先ほど冒頭おっし

ゃったように、私たちはこの政治の世界に入っていろんな最終的に公約して選挙で

負託を受けてやっておるわけです。要は、やっぱり結果をしっかり出していかない

かんと。結果は誰のためといえば、もちろん市民、市のためと、こういうことであ

りますが、そういう意味ではさらに踏ん張っていかないかんなあと、こんな思いで

あります。 

  そこで、繰り返しになりますが、第三セクターについては、基本的には当然黒字

経営でやっていただくのが一番べターなんですが、少なくともプラマイゼロになる

ようには可能な限りしていきたいなと。しかし、やっぱりそれぞれの目的の中でど

うしても税金を使わせていただく部分については、やむなしの部分もあると。こう
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いった区別をきちっとしながら、やっていかざるを得んと、こう考えております。

そういう意味では、今日の状況を見たときに、冒頭申し上げたとおり、現状、今の

体制がいいのかというと、決してそうでもないということがありますので、仮に第

三セクター、例えば伊沢の里にしてもどこにしてもそうでありますが、地域おこし

企業人としてそれが似合うのどうかも含めて検討を加えていきたいと、このように

考えております。 

  また同時に、いろんな会社も今おっしゃっていただいて、それぞれの特性や特色

や特徴や強みを持っていらっしゃいますので、今言っていただいたところを参考に

しながら、例えばこれはこれ、これはこれ、だめもとでも一遍行こうと、こういう

形で今後努力していきたいと、このように思っています。 

○議長（実友 勉君） １番、津田晃伸議員。 

○１番（津田晃伸君） 先ほど参考にお話しさせてもらいましたけども、一番入りが

しやすいのは、今多分されている地域おこし企業人として、企業から派遣されてい

る企業、こういった企業さんって基本的にそういったところで地域の活性化とかに

力を入れていこうと。実際、吉本さんなんかもやられているんですね。そういった

ところで何らかのきっかけで宍粟市に目を向けていただけるような、そういう企業

のブランドを使って、宍粟市というところに目を向けてもらうことも非常に大事だ

と思いますんで、是非そういったことを考えながら、トップセールスを進めていた

だければなと思います。 

  あと、少しまだ時間があるんで、関連づけてなんですけども、この部局長の皆さ

んに、市長にはたくさん話させていただきましたんで、是非部局長の皆さんに、仕

事と作業の違いについて、ちょっと御説明できる方がいらっしゃったら、是非説明

していただきたいなと、お話ししていただきたいんですけども。 

○議長（実友 勉君） 今のことは通告がございませんので、通告内でお願いします。 

○１番（津田晃伸君） 突然申しわけないです。これ私、この後の話全てに関連づく

んですけども、私、企業でビジネスやっているときに、ふと今回の質問を考えてい

たときに、営業時代に上司に津田君、仕事って何かわかるかって言われたんですね。

そのときに、すぐ答えられなかったんです。実際今私、民間企業でもやっていたん

ですけども、部下に任せられた業務に付加価値をつけることやと。実際どんなこと

なのかというと、この与えられた業務、目的に対して、よりよくできないか、より

早くできないか、もっと効率的によくできないかということを考えて、創意工夫し

ながらやる。 
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  何が言いたいかといいますと、この議場には宍粟市の主要幹部の職員さんがいま

す。この議場の中だけでも年間福利厚生も入れれば、約３億円近くの税金が投入さ

れているわけですよ。実際、私が営業していたときに、これ民間企業の話ですけど

も、経営者は常に我々営業マンに言うわけです。給料の５倍売り上げをつくって初

めて一人前やと。そう考えれば、この議場にいるメンバーで５倍の15億円、お金を

稼ぐ施策、これを本気で考えれば、先ほど午前中、市長も答弁困られていましたけ

れども、高校生まで医療費の無料化、市内の全ての生徒児童の給食費の無料化も十

分考えられると思うんですよ。本当にこの議場にいる、私も含めて当然そうです。

本気で仕事をしないといけないと。 

  今回、一般質問で市長がトップとして掲げられた任期満了時の人口３万7,000人

という数値目標、我々議員も行政側にたくさん提案もさせていただいています。是

非市長以下幹部の方々がトップが掲げた目標に対して、あれから１年、各部局でど

のような目標を設定され、どのような仕事をされたのか、本来はここで発表してい

ただきたいのですが、これ次回、私、会派を代表して代表質問させていただきます

ので、そのときに発表していただきたいと思いまして、これで一般質問を終了しま

す。どうもありがとうございました。 

○議長（実友 勉君） これで、１番、津田晃伸議員の一般質問を終わります。 

  午後２時45分まで休憩をいたします。 

     午後 ２時３２分休憩 

                                       

     午後 ２時４５分再開 

○議長（実友 勉君） 休憩を解き、会議を再開いたします。 

  続いて、田中一郎議員の一般質問を行います。 

  ９番、田中一郎議員。 

○９番（田中一郎君） あと二人になりましたので、よろしくお願いいたします。 

  たくさんのことを昨日からお聞きして、本日は保険・医療・福祉が連携した安心

まちづくり施策についてと、北部の活性化に関しての質問を通告どおり、９番、田

中一郎でよろしくお願いいたします。 

  昼までもあったんですけども、保険・医療・福祉というのは、本当に大変広い、

そしてすぐに結果が見えない事業等々がある部署ですので、最初に、ちょっと私の、

質問するのにおきまして介護保険制度、いろいろ議論されております介護料の引き

上げ等について、私の思うところを述べさせていただきまして、質問に入りたいと
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思います。 

  宍粟市が行われておりますサービスについて、この平成30年度から新しい第７期

事業におかれて出されております保険料は、私自身は適切であると判断しておりま

す。といいますのは、高齢者、障がい者福祉のほうへ20数年おりまして、やはり、

介護報酬というのが事業所、施設におりてくる頼りになるお金というのは、保険料

の中からいただいて、事業を運営する中において、介護保険制度ができてからかれ

これ20年以上になるんですかね、たちますけども、中身もたくさん変わってきまし

て、サービス等もたくさん増えてきております。たくさんの事業所が増えてきてお

ります。そして、たくさんの利用者がおられます。そういうふうなところで安いに

こしたことはないんですけど、私自身は今回宍粟市が定められた介護保険料につい

ては、適切ではないかなと感じた上で、なお値上げした分、格上げになった料金の

分がこの３年のちに第７期の計画が終わるときに、今度は市民のため、地域のため

にどれだけよくなったか、どれだけのものができたかというものが見えるための今

回の改定と感じております。 

  そういうふうな観点から、今回は、介護保険制度、高齢者施設、高齢者のサービ

ス等について、まず、１番目に質問させていただきます。 

  介護サービスというのは、それぞれ事情が違います。個人的にも生活も違います。

裕福な方、生活に困窮される方、いろいろあると思います。そんな中でやはり平等、

ノーマライゼーションの精神、そういうようなものを含めて福祉の心は足元からと

いうようなことで、誰もが平等に利用できる、そして、誰もがそういう困っておら

れる方を保険によって助ける、これが本来の介護保険制度であると感じております。  

  そういうような中で、介護保険制度や医療保険制度が改正されてきました。何回

も何回も。その中で新たな介護保険制度、今年から特に介護予防、それから日常生

活支援総合事業、地域医療を中心とした介護医療サービスが行われているわけです

けれども、ただし、この改正におきましては、介護医療従事者、介護医療事業所、

そして支援者にとっては大変厳しい改正であるというのも事実ではないかと思いま

す。厳しいといいますのは、悲観的な厳しさやなしに、たくさんのサービスが増え

てきました。たくさんの新しいものが導入されてきました。そして、宍粟市でそう

いう福祉にかかわっておられる、ネットワークを組んでおられます従事者は、施設

デスクワークだけじゃなく、一人一人の家庭に出向いていく、出向いて会話をする

というような部分の厳しいという部分です。 

  そういうようなことで、より一層介護保険制度が改正されて、地域の市民の方に
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は丁寧なきめ細かなサービスが提供できるんではないかと感じております。 

  平成30年３月にそれぞれ高齢者福祉、介護保険事業計画、障がい者福祉の計画が

策定され、４月１日からそれをもとに施行されておるわけですけども、安心した宍

粟へ、安心なまちづくりの次なる宍粟への考え方、取り組みについて何点か伺いま

す。 

  まず、１点目は、保険者機能の強化などによる地域の実情に応じたサービスの推

進状況。保険者機能というのは、検診とかそういう部分になろうかと思います。大

きな部分で。 

  次、２番目に、地域支援事業・介護予防事業、これが今回の介護保険の改正の大

きな柱になるんではないかと思っております。それをどのように展開されていこう

とされているのか。 

  それから、次、宍粟市は大変広範囲のため、それぞれの資源、それぞれの性格、

それぞれの財政、それぞれの施設の規模、いろんな部分で資源等が違ってくるのが

宍粟市という広範囲のまたいいところであれ、悪いところであると感じております。

そういう部分なことから、地域に応じた、要するに生活エリアに応じたサービスの

提供、またプランが立てられないかなと、私、日々思っております。 

  そのようなことから、まず、１点、地域ごとの支援サービスの協議とサービスの

提供体制づくりをどのように進められるのか。これもお医者さんが多いところ、施

設がたくさんあるところ、宍粟市の中でも無医地区になろうかと言われるような北

部と、たくさん医療関係がある山崎の中心と、また違ったサービスが私は必要では

ないかと思っております。そのようなことの部分の質問です。 

  続きまして、これもダブるんですけど、地域に即したサービス内容の見直しと、

いつも言われます介護、看護、また福祉、医療に従事する人材の確保と養成につい

て、どのような取り組みをされようとしておるのかというのと。 

  次、３番目で、介護予防の総合的な推進の中に、第７期の計画の中に「通いの

場」の開設数を３年の間に25カ所ほど増やしますという見込みの数字が出ておりま

した。それと、私が常々たくさんのサービスはものすごく兵庫県は全国的にも水準

が高いと感じております、現場におった人間としては宍粟市は。ただし、１点だけ、

リハビリに関する、予防に関するリハビリの部分は、ちょっとあまり先ほども市長

が言われましたけど、近隣と比べるのは好きではないんですけど、たつの市なんか

と比べますと、リハビリの部署、理学療法士の人数、そういう部分が、医療関係は

別として、あくまで生活支援として少ないように思っています。それを地域の活動
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回数の目標値を50回に増やしますというような目標もできております。そうすると、

事業所なり、理学療法士なり、作業療法士、言語聴覚士等の専門の職員も必要では

ないかなと思っております。そのような目標のもとに、そういう人材確保等はどの

ように進められるのかという点です。 

  それと、介護保険の改正によりまして、特別養護老人福祉事業だけだったんが、

医療とリハビリと生活介護を一緒にした施設をつくりましょうということで、平成

元年に老人保健施設というものが立ち上がりました。そのときもこういうふうなサ

ービスの提供というようなことで、早くから言われておりまして、今回も国のほう

が介護医療員という長期療養型、宍粟市には療養型病床ありませんけども、他にあ

る病院をなくして医療と生活介護を合体した病院をつくりましょうというような方

針が出ております。恐らく、これも数年すると平成元年に介護老人保健施設ができ

たように、あちこちでこういう病院ができてくると思います。そういう時期になっ

たときに、宍粟市はどのような考え方で、どのような方向に進まれるのか。また、

高齢者、医療を必要とする方がこれから増えていくというような部分で、どのよう

な対応をされようと考えられておられるのか。 

  それと同時に、昼までも議論がありましたけども、介護保険と障がい者保険が一

緒に利用できる施設、いわゆる共生型サービスも国としてはつくりましょうという

ことになれば、昼までのような問題もなくなってくるという。障がいを持っている

人であれ、介護保険の人であれ、一緒に生活できるという部分も国が打ち出してき

ております。このようなことに対する対応も早目からプランを立てて、計画を練っ

ていかないと無理かなと思いますので、そういうふうな共生型サービスをどのよう

にこれから展開されていこうかということです。 

  それと、次は、北部地域の人口減少対策活性化ですけども、先日も地元の活性化

委員によりまして、御形の里事業づくりの遊具とグラウンドコースを利用して、ミ

ニオープン事業ということで、ふれあいカフェとか、まほろば杯の老人クラブによ

るグラウンドゴルフ大会、それと子どもたちと一緒に遊んだりする紙芝居をされて

おりまして、幼児から高齢者の方へ３世代、４世代が集まってわいわいと言うたん

は、私も60何年間あの地でおりますけど、何か小学校や幼稚園の運動会以来やった

なと思って喜んでおります。その事業をこれからいかに継続していただくかという

ような部分での遊具、グラウンドゴルフコースにとどまることなく、日本一の風景

街道づくり事業とあわせて、これからあの御形の里づくり事業、家原公園を中心と

した事業を継続していただきたいというような部分のお伺い、これから、どういう
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ような計画がなされているのかという部分を伺いたいと思います。 

  次、(２)で、これは市が打ち出しておられます健全財政ということで、公共施設

の計画に基づいて、随時計画が進んでいくと聞いておるんですけども、やはり、先

ほども言いましたように、地域にとっては、センター三方とか、センター繁盛とか

つくセンターとつくものは、本当に集いの場であります。そうして、あの場所が仮

になくなったとすれば、じゃあ、皆さんの集いの場はどこに持っていくのかという

ことで、まず、今どれぐらいの方があそこを利用、センター三方でしたら、どれぐ

らいの方が利用されて、どれぐらいのクラブがそういう趣味なんかで集まられてお

られるのか、そういうような日数とか頻度とかというのは、市のほうは調べられて

おるのか。もし調べられておるんであれば、それが多分必要性がわかっていただけ

ると思いますので、できる限り健全財政も必要であると思うんですけども、必要な

施設は市の管理の公共施設として残していただいて、地元の人の集いの場としてい

ただきたいなと、そういうようなことをこれからどのようにされるかということを

伺いたく通告書を提出しております。 

  以上です。 

○議長（実友 勉君） 田中一郎議員の一般質問に対し、順次答弁を求めます。 

  福元市長。 

○市長（福元晶三君） それでは、田中議員の御質問にお答え申し上げたいと、この

ように思います。 

  大きく２点いただいているところでありますが、より具体的な質問等々、数値

等々ありますので、そのことについてはそれぞれ担当部長から答弁を申し上げたい

と、このように思います。 

  まず、保険、医療、福祉、連携した安心のまちづくり施策のことのところであり

ますが、この平成30年の３月に策定をしました第７期介護保険事業計画におきまし

ては、「高齢者が地域で生きがいを持ち、安心して暮らせるまち」を基本理念とし

て、地域包括ケアの具体化を図るため、前期の取り組みの拡充と新たな施策の展開

を計画に計上したところであります。 

  その内容としましては、特に５点ありまして、１点目は、住民が住みなれた地域

で安心して繋がりを持ちながら生活できると。 

  それから、２点目は、高齢化や疾患によって生活のしづらさが生じたとき、家族

や近隣、ボランティアなどの支援が受けられると。 

  ３点目は、切れ目のない医療や介護サービスが個々人の状態に応じて受けられる
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と。 

  ４点目は、個人の尊厳や財産を守ることが保障されている。 

  ５点目は、在宅で看取りができると。 

  以上の５点を、宍粟市地域包括ケアシステムが目指す2025年の将来像としており

ます。 

  介護保険制度改正の流れの中で、今、高齢者がその有する能力に応じて自立した

生活を送っていただくための取り組みが求められておるところであります。 

  そのためには、地域共生社会の実現を図ることが肝要でありまして、地域の実情

に応じた包括的な支援体制づくりが最も重要であると、このように考えております。  

  冒頭申し上げたとおり、個別具体のことがありますので、担当部長より答弁をさ

せます。 

○議長（実友 勉君） 世良健康福祉部長。 

○健康福祉部長（世良 智君） それでは、私の方から個別の御質問について答弁を

させていただきます。 

  まず、１点目の保険者機能の強化等の取り組みの推進につきましては、今回の介

護保険法の改正により、自立支援、重度化防止の取り組みが制度化されましたこと

から、これを受けまして課題の分析や達成度を実績評価できるように指標を設定し

ております。地域の実情に応じた取り組みを今後進めてまいりたいと、このように

考えております。 

  ２点目の地域支援事業・介護予防事業の展開でございますが、現在、介護保険事

業計画に沿った個別の事業の展開を進めておるところでございます。高齢者の方に

住みなれた地域で自分らしい生活を送っていただくために、地域の主体や資源、多

職種との連携を図りながら、大きな意味では、地域づくりの手段として取り組みを

進めてまいりたいと、このように考えております。 

  ３点目でございます。地域ごとの支援サービスの協議とサービスの提供体制づく

りの進め方につきましては、具体的には、自治会、中学校区を基本として生活支援

コーディネーターを中心に、それぞれの地域に合った支え合いの体制づくりを推進

してまいりたいと考えております。 

  なお、昨年度は、社会資源や地域活動を網羅しました地域資源のリストを作成し、

地域の資源を有効に活用するために、関係機関と情報の共有を図ったところでござ

います。 

  次に、地域に即したサービスの内容の見直しにつきましては、現状の介護サービ
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ス提供事業所の動向に注視をしつつ、新たに整備を予定しております小規模多機能

型居宅介護事業所の利用状況を把握する中で見直しを進めてまいりたいと、このよ

うに考えております。 

  介護人材の確保につきましては、平成29年度より介護職の処遇改善措置が行われ

ております。また、市としましても、定住自立圏構想連携事業で実施しております

福祉資格取得助成事業に引き続き取り組んでまいりたいと考えております。 

  次に、「通いの場」につきましては、現在96カ所の開設状況でございます。普及

に当たりましては、他団体の会議の場などの機会を捉えまして、「健康寿命を延ば

すには社会参加が効果的である」との説明に加えまして、通いの場づくりの取り組

みをお知らせをしているところでございます。 

  また、リハビリテーション専門職の地域活動につきましては、昨年８月、市内の

リハ職によります活動の仕組みを創設したところであり、昨年度は「通いの場」へ

の講師としまして13回の活動をいただいております。さらに、今後につきましても、

施設への技術的な指導について進めてまいりたいとこのように考えております。 

  最後に、介護医療院についてでございますが、先ほど議員からもございましたよ

うに、国におきましては、長期療養のための医療と日常生活の介護を一体的に提供

する新たな介護保険施設としまして、介護医療院の制度が創設されております。 

  介護医療院は、既存の介護療養型医療施設や医療療養病床からの転換となること

から、現状としましては、先ほど議員からございましたように市内での創設は現在

のところ想定しておりません。しかしながら、近隣市町では若干そういう動きもお

伺いしておりますので、その動向を注視してまいりたいと、このように考えており

ます。 

  以上でございます。 

○議長（実友 勉君） 上長一宮市民局長。 

○一宮市民局長（上長正典君） 私のほうからは、一宮町におきます北部地域の人口

減少対策活性化事業としまして実施しております御形の里づくり事業の今後の整備

計画と、一宮町の市管理の公共施設についてのお答えをさせていただきます。 

  まず、御形の里づくり事業につきましては、平成29年度に整備いたしました複合

遊具・グラウンドゴルフコースにつきましては、大変たくさんの方に御利用いただ

いております。特に、土・日にはたくさんの子ども連れが地域外からも来ていただ

いているという状況です。 

  一宮北部では、昨年度より一宮北部まちづくり委員会を立ち上げまして、兵庫県
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のアドバイザーを派遣していただきながら、下三方、三方、繁盛の各種団体の代表

の方に集まっていただきまして、各種団体が連携し、一宮北部の未来について語り、

そして、地域資源の発掘と活用について協議いただいております。 

  今回より、家原遺跡公園を中心とした賑わいづくりというテーマで協議をしてい

ただいている状況です。６月６日に第１回目を行いまして、地元に人が集える誇り

に思える公園でなければ地域外からは来ていただけないという形の中で、地元の方

がどうやって公園を多く利用してもらえるかという観点から協議をし、たくさんの

意見をいただいております。 

  今後も引き続き協議を重ねていきたいと思っています。市としましても、委員の

皆さんと一緒になって考えて協議し、皆さんの意見が形となってあらわれるよう努

力していきたいと思っております。 

  田中議員がおっしゃるとおり、家原遺跡公園周辺には、御形神社でありますとか、

それから古民家など、たくさんの地域資源が眠っております。これからは、点と点

を結んで複合的な活用を図りながら賑わいの創出を図っていきたいと思っておりま

す。 

  あわせて、御形神社の貴重な正福寺桜でありますとか、西深や倉床のふれあい公

園の桜などの彩りもあることから、風景街道ともあわせて協議していきたいと思っ

ています。 

  いずれにしましても、新たな施設を建設というよりも、今ある資源を発掘活用し

て考えていきたいと、その中で早期に即効性のあるものについては、予算化してい

きたいと考えております。 

  続きましては、地域住民の活動の場として、今後も公共施設を市が管理していく

かという質問ですけども、宍粟市では、現在の公共施設をそのまま維持していくの

ではなくて、公共施設等総合管理計画に基づき、施設の統廃合を進めていく方針と

なっております。今年度は個別の計画が策定される予定となっております。 

  一宮町におきましても、各地域にありますコミュニティセンターにつきましては、

一部、県民交流広場事業を活用し、改修がされておりますけれども、いずれの施設

も昭和40年から50年に建設されたもので、老朽化が進んでいるところです。平成32

年３月をもって廃止する方向となっておりますけども、地域との協議の中で、地域

で管理していただいたり、活用していただけるようであれば、改修等も検討してい

くということになっております。有効活用も検討するんですけれども、改修等には、

改修等には非常に多額の費用がかかるということで、地域の方と十分協議しながら、
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慎重に進めていきたいと思っております。 

  議員の言われましたセンター三方につきましては、平成29年度で301件で9,197人

の延べの人が使っております。しかしながら、先ほど言いましたように、センター

三方出張所のほうの生活改善センターにつきましては、築43年を経過して屋根がか

なり傷んでおりまして、漏水、雨漏り等を行っている状況です。それを直すには、

非常に多額な費用がかかるということで、慎重に皆さんと協議をしていきたいと思

っております。 

  以上です。 

○議長（実友 勉君） ９番、田中一郎議員。 

○９番（田中一郎君） それでは、保険・医療・福祉のほうについて、少しだけ伺い

ます。 

  まず、保険者機能の強化ということで、その中に健康診断、健康診査というんで

すかね、いわゆる健康診断等が含まれて、大変これは予防、介護費・医療費の削減

にとっても大切な事業であるかと思います。 

  それで、よく言われるんですけど、受診しやすい環境づくりというのが大変に大

切になってくると思います。そのようなことでこの第７期はどのような考え方で受

診しやすい環境づくり、受診者をたくさん増やす、また未受診者等に対してどのよ

うにアプローチされていくのか、伺うところです。 

○議長（実友 勉君） 世良健康福祉部長。 

○健康福祉部長（世良 智君） この保険者機能の強化の中で、予防介護を行ってい

く上で、やはり健診の受診率を上げていくことは非常に重要なことと考えておりま

す。特に、毎年、受診されておる方につきましては、心配ないんですけども、未受

診者あるいは高齢世帯、独居になった場合になかなか受診がしにくいという、そう

いう方が発生しておることもこれ事実でございます。そのあたりは、やはり、市の

職員なり、保健師なりそういった、午前中にも山下議員にも答弁させていただいて

おりましたが、やはり、他職種との連携の中で、そういった方々にきめ細やかに接

する中で、健診の受診を勧めてまいりたいと、このように考えております。 

○議長（実友 勉君） ９番、田中一郎議員。 

○９番（田中一郎君） そのような環境をつくっていただいて、また健診等の受診日

等も考えていただいて、それと、まず場所によっては、車がいっぱいで駐車場にと

められないというような事情もありますので、午前中に出ておりました公共交通等

も使っての受診というようなことも含めてしていただいたら整合性がとれて、相乗
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効果もできるんじゃないかと思いますので、よろしくお願いします。 

  まず、中に健康保険とかという関係で、特に高齢者とか生活困窮の方、医療機関

にかかりたいんだけど、かかっていないという方も何人かおられると思うんです。

そのような人の把握というのはできて、また、そういう保健師さんによる指導なん

かはされておるんですかね。 

○議長（実友 勉君） 世良健康福祉部長。 

○健康福祉部長（世良 智君） いろんな症例がある中で、私も時々ケース会議のほ

うに出ることがあるんですけども、実際、事実としまして、若干もう少し早く、こ

の方に手が差し伸べられなかったのかなというような例もございますので、やはり、

事前にリストの中でそういう方々、地域の保健師なり情報は持っておりますので、

常日ごろそういったところには、早目早目に訪問するなりするようにしておるんで

すが、今おっしゃっていただいたような事態がこれ以上増えないように、さらに、

実態調査であるとか、そういったところできめ細やかな対応をしていく必要がある

と、これは実感として持っておりますので、今後も努めてまいりたいと思います。 

○議長（実友 勉君） ９番、田中一郎議員。 

○９番（田中一郎君） ケアマネジャーとかそういう指導員とか保健師さんとか含め

て、そういう可能性がある方がおられましたら、早目の、早期の相談なり手当てを

していただいて、早目早目に受診していただくような格好をとっていただきたいと

思います。 

  続きまして、よく地域に根差してというんですけども、高齢者、障がいを持った

方が我々が気づかないことが２点あるんです。まず、薬の管理、これ大変なんです。

あまり表には出ないんですけど。入浴とか外出というのは、見えるものですけど、

服薬管理ということは大変で、行ってみたら薬を飲まれていない、タンスに山ほど

あると、そういう人に限って医療のほうの薬がたくさん要るという薬の提供もあり

ますので、そういう私が知っている限り宍粟市に服薬支援システムのようなものが

あるんかな、事業所単位で多分しているんかなと思うんですけども、やはり、そう

いう服薬支援のようなものもひとつ計画の中に組み入れて、きめ細かく服薬管理が

できるシステムを１点置いてほしいと思います。 

  それに係るもう一つが、口腔ケア、計画書にも出ていますけども、歯医者さんな

んです。だから、普通、内科とか外科の一般診療の先生は往診はできるんですけど、

宍粟市では、１医院だけですかね、そういう歯の。やはり、歯が悪いと御飯が食べ

られない、12、13年前に私が勤めておった施設なんかでも、国から口腔ケアのチー
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ムをつくりなさいと。それが医療の入院なんかを少なくするというようなことであ

ったんで、口腔ケアというのもちょっと宍粟市のサービスの中ではあまり表に出て

こない。口腔ケアというのは、当然、歯医者さんの指示が要りますので、そういう

専門職やないとできませんので、訪問歯科と言うたらおかしいんですかね、出前歯

科、そのような働きかけも歯科医師会のほうにしていただいて、協力していただい

て、一宮北部には歯医者さんありません。そのような状況で、当然物が食べられな

い、行く末は入院、そうなれば世間一般で言われる胃瘻、経管栄養を摂取せなんだ

らあかんというような部分で医療費も膨らむ。大変口腔ケアと今言う服薬管理とい

うのは、目に見えないんですけど、高齢者のサービスについては物すごく全てに含

めて大切なところやと思うんですけども、この２点についてお願いします。 

○議長（実友 勉君） 世良健康福祉部長。 

○健康福祉部長（世良 智君） まず、１点目の服薬管理についてでございますが、

ちょうど年度末に医師会との懇談会を行ったわけなんですが、その中でも、医師会

の先生のほうから、同様、この服薬管理が非常に課題であるというふうなお話もお

伺いしております。 

  何よりまず、宍粟市の場合、お薬手帳がまだまだ十分使われていないという実態、

これは薬剤師会のほうからもお話をお伺いしておりまして、まず、その認知と普及

というのが大事かなと思っておりますが、実際、診療所、医師にかかっておりなが

ら、その薬が十分飲まれていない、在宅に訪問したときに、今ございましたように、

家のテレビの上にどっさり薬が積んであったというような状況が実際あるのは承知

しておるんですが、このあたりはきっちり服薬管理ができる体制、これは課題だと

このように認識しております。 

  それから、口腔ケアにつきましても同様でございます。こちらも歯科医師会との

協議の中で、今、宍粟市内の歯科医師会の先生方の中で、訪問診療をしていただい

ている先生はお一人というふうにお伺いしておりますが、これは非常に大切なこと

であるということも認識しております。そのしていただいている先生のほうからは、

非常に大事なんだよというお話もお伺いをさせていただいて、それは十分私も承知

をしておるんですが、何より今議員のほうからございましたように、北部地域にお

いては、その歯科医師を確保することが喫緊の課題となっているような状況でござ

います。 

  そういったことも踏まえまして、この点につきましても、今後課題として捉えて、

何とか取り組みを進めたいと、このように考えております。 



－208－ 

○議長（実友 勉君） ９番、田中一郎議員。 

○９番（田中一郎君） 続いて、包括的支援事業の中で、１点お伺いしたいんですが、

包括支援の中に権利擁護事業、いわゆる後見人制度というのがあると思うんですけ

ども、現在、宍粟市のほうで成年後見制度を利用されている方は把握ありますかね。

わかる範囲内で結構です。 

○議長（実友 勉君） 世良健康福祉部長。 

○健康福祉部長（世良 智君） この包括の中での後見人制度、これはもっと認知を

含めて進めていく必要があるということで、いろいろ取り組みを進めておりますが、

現実、今じゃあ誰が何人この制度を利用されているかというところについては、私

のほうも承知をしておりません。ただ、実際、弁護士であるとか司法書士さん、そ

ういった方々の後見人制度はもちろんのこと、市民後見人制度、この制度について

ももっと普及していく必要があるということで、今年度も西播磨の広域連携の中で、

この研修会を今回開催するということで、間もなく記者発表する予定にしておりま

すが、非常に大切な制度であると、このようには認識をしております。 

○議長（実友 勉君） ９番、田中一郎議員。 

○９番（田中一郎君） ここにそういうことを言いましたのは、この間の委員会で出

ておりましたら、亡くなってから１カ月ほどたっていた人がおられると。それで、

相続人も拒否したというような部分で、やはり、そういう人というのは地域、民生

委員とかを通じたらある程度把握できるんで、そういう人たち、親戚や司法書士さ

んとか弁護士さんを通じて、そういうふうな制度がありますと、そういうのを利用

されたらどうですかというのも尊い命を助ける、またきちっとした最期の終末を迎

える儀式等もしてあげれる一つの施策として啓発等をしていただきたいなというと

ころから、この質問をしたんですけども、ちょっとこれからの意気込みというんで

すかね、どうですかね。 

○議長（実友 勉君） 世良健康福祉部長。 

○健康福祉部長（世良 智君） 非常に大事なことであると認識しております。ただ、

先般御報告申し上げましたような孤独死とかああいった場合、成年後見といいます

と、どうしてもその方の財産であるとか預金であるとか管理するということになる

んですが、後見制度を利用して管理をしていただくような方というのが、なかなか

経費もかかることですので、なかなかそこに入っていただけないというのがこれ事

実でございます。ですので、そうならない方につきましても、見守りは非常に大切

であるとこのように考えております。いろんな方々の御協力を得ながら、そういっ
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た孤独死などは防ぐべきであると、また、後見制度につきましては、いろんなチャ

ンネルを使って今後理解を深めて普及していきたいとこのように考えます。 

  以上でございます。 

○議長（実友 勉君） ９番、田中一郎議員。 

○９番（田中一郎君） その中で、任意事業の中でケアプランのチェックとかそうい

うのは、市として各事業所のレセプトの点検というのは、前の議会のときに質問し

たんですけど、ケアプランとか、ケアマネジャーがどうやこうやなしに、この人に

とって適切か、昼までも介護１が２になったんやとか、３になったんやとか、厳し

いんやとかという市民の声があるということやったんですけど、やはり、市として

も、元の保険者としてもケアプランのチェックというのは、私は、この認定が適切

であるか、そういう部分のチェックが必要かと思うんですけれども、そのようなチ

ェックの機能は今多分あると思うんですけども、どのような格好でどれぐらいな頻

度でされているのか、お伺いしたいと思います。 

○議長（実友 勉君） 世良健康福祉部長。 

○健康福祉部長（世良 智君） 午前中に山下議員のほうから御質問があった件に関

連するわけなんですけども、ちょうど平成29年度は、この介護保険事業のほうが国

の制度が変わった関係がございまして、一部以前の受けていたサービスが受けれな

くなったという方、そういった方があったのは事実でございますし、そこは承知し

ていただいておると思います。 

  そういう中で、個人個人のところのケアプランがきっちりできておるのかという

のを全ての方をチェックするというまでには至っておりませんが、要所要所それは

ケアマネジャーさんとの連絡をとる中で、市の職員もその都度対応させていただい

ております。どのようなシステムで何件チェックしているのかというのは、今お答

えはできませんが、御理解をお願いしたいと思います。 

○議長（実友 勉君） ９番、田中一郎議員。 

○９番（田中一郎君） これを言いましたのは、やはり今出ましたように、ケアマネ

ジャー、保健師、市を通じての一応ネットワークとしての信用性が大切になってく

る事業やと考えております。居宅介護支援事業所も一つ増えるらしいですし、それ

から、小規模多機能の全てこれは地域と、それから担当者の信用性の中で成り立っ

て保険料が保険給付として出ていく事業だと思っておりますので、ちょっと今質問

させていただいたんですけど、やはり、なるべく公平を保つためにきちっとしたチ

ェックをこれからも続けていただきたいと思います。 
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  続きまして、御形の里づくり事業なんですけれども、大変地域の方は頑張ってお

られます。 

  そのような観点から、先ほども市民局長のほうから予算組み等も考えております

と、予算もかけていかなあかんということだったんですけども、やはり、地域の方、

委員会等でいろんな要望が出てきたら、いろいろ検討して、これからもあの地域を

活性化するようにしていただきたいと思うんですけども、いかがなものでしょうか。  

○議長（実友 勉君） 上長一宮市民局長。 

○一宮市民局長（上長正典君） 議員おっしゃるとおり、それこそいろんな熱い思い

で皆さん語っていただいております。本当に前回のときでも、例えば、まほろばの

湯の入場者、お客が少なくなっているというところで、例えば足湯をつくったらど

うやとか、それから、フリーマーケットをしようかとか、いろんな意見をいただい

ております。そうした形のソフトでありますとか、ハードはいろいろと検討しなく

てはいけないところもありますけども、一緒になって頑張っていきたいと思ってお

ります。 

  以上です。 

○議長（実友 勉君） ９番、田中一郎議員。 

○９番（田中一郎君） 榧橋議員からあったボルダリング、これ私も思っとったんで

す。いっぱいあるんで。そういうようなことも来年の事業として、市民局長として

何とか頑張っていただきたいと思いますけど、どうでしょうか。 

○議長（実友 勉君） 上長一宮市民局長。 

○一宮市民局長（上長正典君） 家原の公園でできるかどうかというのは、ちょっと

まだ検討していないんですけども、例えば、前に言いました市民協働センターの中

でとかという声も一部あったと思いますので、できるかどうかもまた検討していき

たいと思います。 

  以上です。 

○議長（実友 勉君） ９番、田中一郎議員。 

○９番（田中一郎君） もっともっとたくさん質問したり、勉強させていただくこと

があるんですけども、これで私の通告書に基づく質問とさせていただきます。あり

がとうございました。 

○議長（実友 勉君） これで、９番、田中一郎議員の一般質問を終わります。 

  続いて、浅田雅昭議員の一般質問を行います。 

  ８番、浅田雅昭議員。 



－211－ 

○８番（浅田雅昭君） ８番、浅田でございます。発言許可を得ましたので、一般質

問をさせていただきます。 

  今定例会、一般質問、最終バッターでございます。お疲れと思いますけれども、

あとしばらくよろしくお願いをしたいと思います。 

  質問の内容につきましては、交流人口を増やす対策についてということでござい

ます。 

  この課題につきましては、これまで多くの議員の方々がいろんな質問なり、提案

もあった内容でございます。また、昨日、会派同僚議員のほうからも交流人口の拡

大についての質問がありました。やはり、きっかけづくりであるとか、リピーター

をどういうふうに増やしていけばいいのかとか、そういうきっかけづくりの話があ

ったかと思いますが、やはり、この交流人口を増やす対策につきましては、いろん

な観点からいろんな施策をやっぱり総合的に実施していかなければならないという

ふうに私は思っていますので、今回、二つの観点から質問をさせていただきたいな

というふうに思っています。 

  まず、一つは食、食べ物ですね。宍粟市でしか食べられないもの、宍粟市ならで

はの食べ物を開発すべきではないかということと、それから、山崎中心市街地の活

性化についてでございます。 

  この二つのことにつきましては、やはり行政の力、行政のかかわりが非常に重要

であろうというふうに私は思っておりますので、そういう観点から市長のお考えを

伺いたいなというふうに思っておりますので、どうぞよろしくお願いをいたします。  

  それでは、質問に入らせていただきます。 

  御存じのように、ふるさと宍粟観光条例、これが制定をされております。交流人

口を拡大して、地域が活性化した賑わいのあるまちづくりを目指そうということで、

観光に関する理念や、それから、取り組むべき方向性が定められております。 

  その思いを具体化していこうということで、ふるさと宍粟の観光基本計画、これ

が定められておりまして、この間、それぞれ担当部署も含めさまざまな事業が展開

されていることと思います。 

  しかしながら、その基本計画の中にも述べられておりました平成27年度に実施し

たＧＡＰ調査によりますと、観光地としての認知度が低いということ、また、観光

地としてのイメージが形成されていないと、こういう結果が出ているということで

ございました。 

  その対策として、これまでもさまざまな取り組みが行われておることと思います。
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例えば、宍粟市をＰＲしていこうということで、しそう森林王国観光協会を中心と

いたしました観光プロモーションであるとか、やはり、今、姫路市内にある宍粟市

のＰＲ館「きてーな宍粟」を設置して、宍粟市の魅力発信に取り組んでいただいて

おるところでありますが、さらに加えて、さらなる取り組みとして、私は冒頭申し

ました２点について実施に向けて提案をさせていただきたいなというふうに思いま

す。 

  まず、１点目は、宍粟市ならではの食べ物、「食」、これの開発についてであり

ます。やはり、何度でも宍粟市に来ていただくにはどうしたらいいのか、このこと

だと思います。 

  再訪してもらうためのきっかけの一つとして、やはり、「食：ご当地グルメ」と

いうのがあるのではないでしょうか。やはり、景色だけですと、どうしても一度あ

るいは二度で満足してしまう人が多いのではないでしょうか。やはり、体験という

のは、何度でも訪れてみたい、やってみたいということになるんではないかと思い

ます。私はこの「食」ということについても体験の一つではないかなというふうに

捉えております。 

  豊かな風景、景色という言葉はもう使いたくないですね。私はやっぱり風景とい

う意味合い、景色も含めていろんな風景、やはり豊かな宍粟市のその風景と食が組

み合わさる、このことによってまた宍粟市に行ってみようという、そのきっかけに

なるのではないかなと、そういうふうに思っています。そういうふうな観点の中で、

御当地グルメの開発への取り組み、行政としてどう取り組んでいこうとしているの

か、お伺いをしたいと思います。 

  ２点目は、やはり、何と言っても、観光振興につきましては、城下町として栄え

ております山崎中心市街地の活性化が、これは必要不可欠であるというふうに思い

ます。 

  市長は、地域創生に向けた取り組みとしまして、日本一の風景街道の創造、これ

に取り組みをされております。ここも私は地域の歴史、もともとその地域が持って

いる歴史、あるいはまた歴史ある町並み、これも風景というふうに考えております。

私はそういうふうに思っているんですけども、市長がどういうお考え、どう捉えて

おられるか、それもあわせてお聞きしたいと思うんですけれども、３月議会での平

成30年度予算質疑の中で、私もまち中整備の考え方について質疑をさせていただき

ました。また、改めてということになるんですけども、その中心市街地の活性化に

含めて次の２点伺いたいと思います、考え方を。 
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  趣ある町並み保存に対してどういうふうに考えておられるのか、どういうふうに

していこうとされておるのかということと。 

  やはり、私も歴史も風景ということも今言わせていただきました。山崎歴史郷土

館にあるやっぱり城下町として栄えたこの歴史資料、それや山崎の歴史民俗資料館

にあります酒づくりに関する資料と、そんなものもたくさんありますけども、そう

いうのを一つにしたやはり施設整備であるとか、来られたお客さんに見せていくと

いう、そんな整備も必要ではないかなというふうに思っていますので、いわゆるそ

れぞれ考え方をまずお聞きをしたいなというふうに思います。 

  以上です。よろしくお願いをいたします。 

○議長（実友 勉君） 浅田雅昭議員の一般質問に対し、順次答弁を求めます。 

  福元市長。 

○市長（福元晶三君） それでは、浅田議員の御質問にお答え申し上げたいと思いま

す。 

  特に、観光を含めて交流人口を増やすことの考え方と、あるいはこの中心市街地

含めてでありますが、城下町として栄えたその町並みをどうしようとしているのか、

あるいはどんな思いを持っているのかという視点で御答弁申し上げていきたいと思

います。また、少し具体のことについては、担当部長のほうから答弁させたいと思

います。 

  冒頭あった平成27年に実施したＧＡＰ調査でありますが、あえてでありますが、

あの調査で分析をされているように、67％の方が宍粟市を知らないという状況が出

ております。イメージランキングというのがありまして、その10位までのほとんど

の回答が宍粟市のイメージというと森や紅葉、川などの自然に関することのところ

が多いと、そんなイメージを持っていらっしゃるということが、あのＧＡＰ調査で

出て、もちろん見ていただいたとおりであります。 

  これまで、認知度や、あるいはイメージアップを図るために、例えばであります

が、読めないあるいは書けない、それを逆手に取ってＰＲをしてきたり、あるいは

宍粟50名山事業や、特産品のブランド認証制度等々、さらにまた、姫路あるいは神

戸でのアンテナショップ事業等々、さらには、議会の議員発議によって乾杯条例等

も制定していただきましたが、日本酒発祥の地としてのＰＲ、さまざまなことにつ

いて情報発信によって知名度、あるいはイメージアップを図ってきたところであり

ますが、なかなか定着というのが現実としていっていないと、こう認識をしており

ます。 
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  そういった意味において、地域創生戦略の中でも交流人口を増やすというのは非

常に重要な柱として、そのことが地域経済の活性化にも繋がる、あるいは場合によ

って定着に繋がっていき、そういう意味での地域創生と、こういう捉まえ方で非常

に重要ということも、これまでも何回もお示しをしてきたところであります。 

  また、そのＧＡＰ調査の中でも、宍粟牛であったり、紅葉、あるいはスキーの体

験、それから、さらにまた原の不動滝などは、いずれも見ますと興味度、それから

満足度では上位に位置づけされております。一度来た方がそれらを見たり食べたり

して、約半分の方が宍粟市に行きたいと回答をされておる状況は数値としてあらわ

れております。したがいまして、そういった資源を最大限に活用することが、先ほ

どおっしゃったような交流人口の増加に繋がっていくだろうと、こう考えておりま

すので、そのことについては、これまで以上に取り組みを強化していきたいと、こ

のように考えております。 

  そこで、ちなみにこの４月に道の駅みなみ波賀をリニューアルオープンをさせて

いただいて、皆さん方、足を運んでいただいておると思いますが、あそこに宍粟牛

の販売もさせていただきました。いろいろ支配人、あるいはその販売業者に聞きま

すと、冷蔵庫がちょっと小さいなと、もう一つ置きたいなというほど宍粟牛を通し

て買われるという状況があるようであります。 

  実際、私もその宍粟牛を買って、家で食べてみたんですが、非常においしいとい

うことと、遠くからお越しになった方がそれを目当てに来て、野菜も買われ、いろ

んな物を買われるということなんで、ある意味では、ここ数年宍粟牛についてのＰ

Ｒをした結果が少しずつ認知が広まっておるんかなと、こういうように思っており

ます。 

  相まって３月末に道谷でああいう牛舎をさせていただいて、今努力をしていただ

いて、宍粟牛を飼育、肥育されておりますが、将来的には300頭ほどということで

頑張っていらっしゃいます。その支援についても国や県、市がということで、議会

の支援をいただきながら、ああいう形になっています。例えばでありますが、そう

いったことがこれから徐々に広がってくる可能性があるだろうと思っております。 

  さらにまた、６月３日に氷ノ山の山開きをさせていただきました。ひょっとして

この中に行かれた方があるかもわかりませんが、あのときに登っていただく方の昼

の弁当を市内のある業者が交代でつくっていただいておるんですが、今回は千種の

方でしたんですが、100％地産地消でされておりました。ちなみに値段まで言って

いいかどうかわかりませんが、1,080円でありました。いよいよ最終的に何人買わ
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れたかわかりませんが、私ももちろん買って上がったんですが、多くの方が買われ

ましたが、その山頂の山開きのときに、12時半から安全祈願祭をやったわけであり

ますが、その前段に同じようにして昼食を食べましたが、３カ所の方で弁当を買わ

れた方が、異口同音に何とすばらしい弁当だと、それで私もついでにつけ加えて、

これ全て宍粟産ですよということを言いますと、また来たいなとこういうことをお

っしゃっていました。それだけ、先ほど浅田議員もおっしゃったように、食という

のは、そういう力があるということをあえて認識したところであります。 

  そういう意味では、食というのは非常に大きなキーワードがあると、このように

考えておりまして、今後、一つの政略として交流人口を増やしていくという意味に

おいて、これまでもいろいろとやっておりますが、さらに、その食という観点をさ

らにアップすることが大事だと、このように考えております。 

  ２点目の中心市街地含めて活性化、あるいは城下町、具体的には繰り返しになり

ますが、担当部長のほうからお答え申し上げますが、私は、３月議会でもいろいろ、

あるいはこれまでも申し上げたとおり、私たちは悠久の歴史と先人の思いを次の時

代にどうやって伝えていくか、こういうのには非常に大きな私たちの役割があるだ

ろうと、こう考えております。 

  同時に、そういった歴史や、あるいは資源をうまく使って活力あるまちをつくっ

ていくということも重要だと、こう考えております。そういう意味では、このお話

にあった趣のある町並みというのは、保存する、あるいは伝えていく、あるいは活

用する、こういうことが非常に重要と捉えております。 

  国の文化庁のほうでも、もう既に出ておりますが、これまで保存ばかりではなし

にいかに観光を通じて地域への活力を得るということについては、地域のアイデア

を待つと、こんなふうなことが今既に先般出されました。したがって、これからこ

ういったことについては大事だと、このように考えておりますので、あわせもって、

そういったことも含めてまちをつくっていきたいと、このように考えております。 

○議長（実友 勉君） 名畑産業部長。 

○産業部長（名畑浩一君） 私のほうからは、個別の御質問にお答えしたいと思いま

す。 

  まず、御当地グルメの開発の取り組みについてでございますが、今年の３月に新

聞報道でありましたとおり、しそう森林王国観光協会が主催した「森の美食」と銘

打った14品目の試食会が開催されました。これは、プロの調理人が地元食材にこだ

わり調理し、味はもちろんのこと、器にもこだわり、味覚、視覚の両面で食事を楽
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しむことができました。この商品につきましては、完成時期を来年の３月を見込ん

でおります。非常に、今後の展開に期待しているところでございます。 

  また、発酵のまちづくり事業、この中では、宍粟市ならではの御当地グルメにつ

いて、これから市民の皆様に参画いただきまして、検討が進んでまいりますので、

あわせてこの事業につきましても期待しているところでございます。 

  続きまして、山崎中心市街地の活性化の「趣のある町並み保存に対する考え方に

ついて」でございます。山崎町の酒蔵通りに面する老松酒造、山陽盃酒造、本家門

前屋は、県の景観形成重要建造物に指定され、造り酒屋としての風格のあるたたず

まいを呈しており、その建物の周辺には、最上山公園のもみじと散策路や闇斎神社

など歴史と文化が薫る風情豊かな地区でございます。 

  この地区一帯が観光資源として魅力的であり、その魅力をさらに充実し、交流人

口の拡大に向け、山崎中心市街地活性化委員会において観光地として整備をしてい

ただいているところでございます。市としましても、この取り組みを引き続き支援

し、当委員会と連携を図りながら町並み保存について取り組んでいきたいと考えて

おります。 

  続きまして、歴史的な資料を一つにした施設の整備についてでございますが、歴

史資料館や民俗資料館に資料が点在しており、観光地のイメージや観光客のおもて

なしの面から見ると、現状では決して十分ではないと認識いたしております。今後、

施設の更新も含めて、どのような場所で、またどのような形で歴史的な資料を保存

していくのか、こういったことも市民の皆様と一緒に検討して考えていきたいと考

えております。 

  以上でございます。 

○議長（実友 勉君） ８番、浅田雅昭議員。 

○８番（浅田雅昭君） はい、ありがとうございます。それでは、再質問という形で

させていただきます。 

  まず、食の関係です。御当地グルメ。いわゆる今いろんな取り組みをしていただ

いている試食会のことも新聞等報道でも知りましたし、それから、宍粟牛頭数拡大

ということで、この前神戸新聞にも載っておりました。いろいろそれぞれ民間の方

も含めまして、一生懸命取り組んでいただいているというふうに思います。ですか

ら、その取り組みをさらに充実するということは、やはり、これは行政の大きな役

割だろうというふうに私は思います。まず、きっかけづくりというのをするには、

やはり、行政が前面に出るほどの意気込みといいますか、やはり、それだけの取り
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組みが僕は全面的に必要ではないかなという思いも持っていますので、軌道に乗っ

たら、それはまたその次の段階ということになろうかと思いますけども、やはり、

この交流人口を増やしていこうというのは、やはり、この宍粟市のまちづくりの原

点というか、基本の施策であると思っていますので、その点そういうことも含めま

して、引き続き行政のほうで力を発揮していただきたい、支援のほうに力を入れて

いっていただきたいというふうに思っていますけども、その考えはどうでしょうか。  

○議長（実友 勉君） 名畑産業部長。 

○産業部長（名畑浩一君） 議員のおっしゃるとおり、まさしく立ち上げの部分、き

っかけづくりといったところは行政の役割ではないかと考えております。例えば、

今般の発酵のまちづくりというところに発展しているわけなんですけど、これはも

ともと言いますと、日本酒発祥といったところで、風土記のほうがきっかけとなっ

てこんな大きな流れになっていると思います。こういった一つの出来事、一つのチ

ャンスを生かして次に発展させていくこと、それの仕組みづくり、仕掛けづくり、

これが行政の役割と考えておりますので、今後、そういう考えで進めてまいりたい

と考えております。 

○議長（実友 勉君） ８番、浅田雅昭議員。 

○８番（浅田雅昭君） 十分行政が力を入れて前へ進んで行くということでお願いし

たいなと思います。 

  御当地グルメの関係では、この平成30年度、宍粟市においてフェスティバルの開

催が予定されておるというように承知をしておるんですけども、これも一つのきっ

かけづくりになるんじゃないかなと。これが一つのチャンス、やはりこのフェステ

ィバルに出品するのが最終目標ではなしに、ここがきっかけでこれから宍粟の食を

売り出していくということも含めまして、再度どういうふうにこのフェスティバル

を行政として活用していくのか、その辺の戦略というのをお持ちでしたら、お教え

いただきたいなというふうに思います。 

○議長（実友 勉君） 名畑産業部長。 

○産業部長（名畑浩一君） 御指摘の食のイベントにつきましては、この秋に予定を

しております。秋と申しますと、やはり山崎ではもみじ祭りの時期に重なるわけな

んですけど、そことの連携とかといったことも図りながら、食のイベントを開催し

たいと思います。これについては、全国で展開されておりますＢ級グルメフェステ

ィバル、こういった全国的な規模ではございませんけども、それをちょっと縮小し

たような地域版とお考えいただいたら結構かと思いますけど、これもやはりきっか
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けでございますので、これを起爆剤にしまして、次の事業展開、また事業者であっ

たり、地域の皆様の参画、こういったところに進めていきたいと考えております。 

○議長（実友 勉君） ８番、浅田雅昭議員。 

○８番（浅田雅昭君） せっかくのイベントがチャンスの機会がありますので、それ

を活用しない手はないと思います。これをきっかけにどんどんどんどん宍粟の食を

つくっていく、食のブランド化といいますかね、そんなことも含めて取り組みをお

願いをしたいなというふうに思います。 

  続きまして、２点目の中心市街地の活性化の関係でございます。やはり、今中心

市街地の活性化の委員会で、地域の方々が一生懸命頑張っていただいていると思い

ます。私は、一商店街の活性化だけではなしに、この中心市街地の活性化について

は、一つ新たなまちづくりというふうな認識でおるんですけども、その点、その認

識、市長いかがでしょうか。 

○議長（実友 勉君） 福元市長。 

○市長（福元晶三君） まさしく新たなまちづくりだと、そういう観点でそれぞれ委

員の皆さんも取り組んでいらっしゃると、このように認識しております。 

○議長（実友 勉君） ８番、浅田雅昭議員。 

○８番（浅田雅昭君） やはり、新たなまちづくりということになります。食の開発

のところでも私は申しました。やはり、きっかけづくりにはやはり行政の力が非常

に重要であるというふうに述べさせていただきました。やはり、この山崎中心市街

地の活性化についても、新たなまちづくりということになりますと、やはり行政が

大きな役割を担っていくべきではないかなというふうに思っています。ですから、

一緒になって、官民一体になって、やはり新たなまちづくりですから、いわゆるマ

スタープラン的なものをつくっていく必要があるんではないかなというふうに考え

るんですけども、その点はいかがでしょうか。 

○議長（実友 勉君） 福元市長。 

○市長（福元晶三君） 新たなまちづくりに向かっていく場合についても、基本的に

は歴史や風土やいろんなことを残しながら、うまく繋ぎながらということが大事だ

と思っています。それを壊していくというんじゃなしに、いかに守っていくか。そ

ういう意味では、まちづくりのある意味のストーリーをしっかりとしないかん、言

うたら、物語をつくってそれにあわせていくということも大事ではないかなと思っ

ています。 

  そういう意味で、今委員会のほうでいろんな形、例えば、森の酒蔵通りとか森の
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何とか、そういうふうなイメージ戦略で今描かれております。ただ、市としては、

これまでもありますが、先ほどいろいろ部長のほうで答弁がありましたとおり、酒

蔵通りとかいろんな通り、ある意味町並み形成景観条例でしたか、そこまでは至っ

てないですけども、そういったことも踏まえながら、行政としての一定の役割と皆

さん方の役割をうまくすり合わせてまちをつくっていくということが大事かと、こ

のように考えております。 

○議長（実友 勉君） ８番、浅田雅昭議員。 

○８番（浅田雅昭君） そうですね、私も冒頭の質問で、地域の歴史も風景というふ

うに私の考え方も述べさせていただきました。やはり、そういう地域の歴史を大切

にした中で、どう新たなまちづくりに結びつけていくのか、その中でマスタープラ

ンを一緒になって考えていく必要があるだろうというふうに思います。 

  もう１点は、やはり中心市街地の活性化だけではなし、もう少し膨らます中で、

私この施設整備のことをここに通告書に挙げているのは、これが施設整備が最終目

的という意味合いではなしに、それも一つの活性化へのきっかけづくりだと、まち

づくりのきっかけづくりになるという観点で御質問をさせていただきました。それ

をマスタープランの、将来計画を考える上で商店街の魅力をどう表現するのか、地

域の歴史をどう表現していくのか、それは全体的な計画の中で考えていかなければ

ならないのではないだろうかというふうに思っています。 

  やはり、ここがさらにちょっと話が大きくなるかもわかりませんけども、この中

心市街地の活性化、いわゆる新たなまちづくりがもう少し輪を広げて、これが今取

り組んでおられます第２のダムの整備と、第２のダムの建設ということにつながっ

ていくのではないかなと。やはり、これが１年、２年でできるものではございませ

ん。やっぱり10年、20年のスパンの中でどうこのまちを活性化していくのか、第２

のダムを建設していくのか、それを考えていく時期にもう来ているのではないかな

と、せっかく地域の方々が何とか活性化をしようと取り組んでいただいておる、ま

さにこの時期がこの将来のまちづくりに向けての長いスパンでの計画づくりに取り

かかるきっかけづくりではないかなと思いますので、そういう思いを私は持ってい

るんですけども、どうでしょうか。 

○議長（実友 勉君） 福元市長。 

○市長（福元晶三君） まさしくそのとおりだと思います。第１のダム、第２のダム

構想ということで、第１のダムでいろいろと生活圏の拠点整備、第２のダムはいわ

ゆる山崎でどう人口流出をとめていくかと、こういうことであります。 
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  いま少しこの町並みの保存、中心市街地とは変わりますが、当然リンクしてくる

わけでありますが、特にこの中心市街地が先ほど言ったように歴史や文化がありま

す。例えば、池田、あるいは本多、その歴史資料との繋がりと、それから寺町や寺

垣内のところのお寺の状況、それから、先ほど申し上げた酒蔵通り、それから商店

街とどう繋がる、もう一つはもみじ山、こういったことを総合的に捉えた中で、今

後そのことをうまくネットワークしていくということが大事やと。 

  もう一つは、第２のダムの構想の中で、私はちょうどこれから都市計画マスター

プランというものの見直しとかいろいろあるわけでありますが、今住宅地の問題と

かいろんな問題もあります。あるいは、国道29号とそれから中国道のアクセスの問

題もあります。そういったことも含めていろんな意味ではダムを考えていく必要が

あるだろうと、こう考えております。 

  それは少し今日の議論にはなりませんが、今後また皆さん議会とも十分協議をし

ながら、本当の意味でのダム機能をどうするんだということ、それからまちをどう

していくということについては、また議論の場があろうかなと思っておりますが、

とりわけこの中心市街地で今、地域の皆さんが一生懸命頑張っていらっしゃること

について、一緒になって、将来に向かってまちを考えていくということは重要な時

期だと、このように認識をしております。 

○議長（実友 勉君） ８番、浅田雅昭議員。 

○８番（浅田雅昭君） 第２のダムまでちょっと拡大しましたけども、やはり、皆さ

んも御存じのように、多くの自治体が同じような悩みを抱えておられると、それは

御承知のとおりかと思います。ただ、それでも頑張って交流人口、お客さんを増や

されておる自治体もありますね。一例を言いますと、滋賀県の長浜市さんは、やは

り黒壁をキーワードにガラス工芸、その中で同じような規模は違いますけども城下

町です。やはり、そういう歴史のある町並みと、それから新たな発想でのまちづく

り、ここのやっぱり長い間10年、20年というスパンの中で、皆さん官民一体となっ

てつくられております。やはり、観光と商業を結びつけていく、やはり、そこにま

た新たな生業が生まれてくると、そういうふうな取り組みもされておる自治体もあ

りますので、宍粟市が同じようなことをするのかどうか、これは別の議論ではあろ

うかと思いますけども、手法としてやはり考え方としては同じ悩みを持つ自治体と

しては、学ぶべきものは学び、参考にするべきところは参考にしていいんじゃない

かなというふうに思っていますので、やはり、一つの商店街のみにとどまらず、や

はり、全体のまちづくりであるということを、再度になりますけども、行政がしっ
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かり先頭に立つぐらいなところで、官民一体となって取り組みを進めていくという

ことが必要ということは再度申し上げたいなというふうに思います。 

  このことについては、この場で結論的なことにはなりませんので、やはり、再度

お願いしたいのは、中心市街地の活性化をするに当たってのマスタープランを行政

も一緒になってつくっていくべきときに来ているんではないかなということと、そ

れを踏まえて、この将来の第２のダムの建設構想をどう描いていくのか、そこら辺

をスタートとして検討するということが必要というふうに、今から一緒になって考

えていく時期ではないかなというふうに思っていますので、その点よろしくお願い

したいなと思います。 

  これで最後にしますので、再度市長思いの中を答弁いただけたらなというふうに

思います。 

○議長（実友 勉君） 福元市長。 

○市長（福元晶三君） 自主主体のまちづくりということで、市民が主体になってつ

くっていくのは非常に重要なことでありますが、一方では、それを仕掛けていく仕

掛け人も必要だと、こう考えております。 

  しかしながら、もう少し大きな大局的に立つと、これからこのまちをどうしてい

くかということについては、先ほどおっしゃったように、１次、２次という考え方

もありますし、それから、その中でこれからまちをどうしていって、若い人たちが

将来に向かって定住できるかと、こういう総合的に考えていく必要があるんだと思

います。その時期にはもう来ている、あるいは遅いかもわからんのですが、ただ、

今中心市街地のことについては、動きかけておりますので、少しちょっと違う大き

な鳥瞰図的に物事を整理する必要があるかなとこういう御意見だと思います。その

ための行政の役割が当然あると、場合によってそれが新たな絵を描くと、こういう

ことだと思いますので、そういうことを含めながら十分内部でも検討して、将来に

向かっていきたいと、このように考えています。 

○議長（実友 勉君） これで、８番、浅田雅昭議員の一般質問を終わります。 

  以上で、本日の日程は終了いたしました。 

  次の本会議は、６月15日午前９時30分から開会をいたします。 

  本日はこれで散会いたします。 

  御苦労さまでした。 

     （午後 ４時０３分 散会） 


